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一　

競
業
避
止
特
約
を
め
ぐ
る
ル
ー
ル
の
現
状

㈠
　
日
本
法
の
状
況

1
　
役
務
提
供
契
約
終
了
後
の
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性

　

日
本
に
お
い
て
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
の
法
的
問
題
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
そ
の
発
生
根
拠
と
な
る
競
業
避
止
特
約
の
有
効

性
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
日
本
法
に
お
い
て
は
、
在
職
中
の
労
働
者
は
、
労
働
契
約
上
の
信
義
則
（
民
法
一
条
二

項
、
労
働
契
約
法
三
条
四
項
）
か
ら
導
か
れ
る
付
随
義
務
と
し
て
使
用
者
に
対
す
る
競
業
避
止
義
務
を
負
う
一
方
、
退
職
後
の
労
働

者
は
、
同
義
務
の
発
生
根
拠
た
る
労
働
契
約
が
終
了
し
て
い
る
た
め
、
当
然
に
は
競
業
避
止
義
務
を
負
わ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

使
用
者
が
、
そ
の
営
業
秘
密
や
秘
密
情
報
を
保
持
す
る
た
め
に
退
職
後
の
労
働
者
に
対
し
て
競
業
避
止
義
務
を
負
わ
せ
る
に
は
、
新

た
な
契
約
上
の
根
拠
、
す
な
わ
ち
競
業
避
止
特
約
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
競
業
避
止
特
約
が
成
立
し

て
も
、
労
働
者
の
職
業
選
択
の
自
由
（
憲
法
二
二
条
一
項
）
を
制
約
す
る
こ
と
か
ら
、
当
然
に
有
効
に
は
な
ら
ず
、
公
序
違
反
と
し

て
そ
の
有
効
性
が
否
定
さ
れ
う
る
（
民
法
九
〇
条
）。
具
体
的
に
は
、
①
特
約
を
締
結
し
た
労
働
者
が
在
職
中
に
触
れ
う
る
使
用
者
の

正
当
な
利
益
を
守
る
た
め
（
競
業
制
限
の
必
要
性
）
に
、
②
競
業
制
限
の
範
囲
（
❶
期
間
、
❷
地
域
、
❸
対
象
業
種
・
職
種
、
❹
対
象
行

為
）
が
合
理
的
で
あ
る
か
ど
う
か
を
、
③
代
償
措
置
な
ど
を
も
考
慮
し
て
判
断
し
、
競
業
避
止
特
約
が
合
理
的
な
内
容
で
な
け
れ
ば

無
効
に
な
る
、
と
い
う
判
断
枠
組
み
（
以
下
、「
合
理
性
基
準
」
と
も
い
う
。）
を
採
用
す
る
の
が
裁
判
実
務
と
な
っ
て
い
る（

（
（

。
そ
し
て
、

競
業
避
止
特
約
が
有
効
で
あ
り
、
か
つ
退
職
労
働
者
に
義
務
違
反
と
な
る
競
業
行
為
が
あ
れ
ば
、
使
用
者
は
、
債
務
不
履
行
の
効
果

と
し
て
、
損
害
賠
償
（
民
法
四
一
五
条
一
項
前
段
）
や
、
不
作
為
債
務
の
履
行
請
求
と
し
て
の
競
業
行
為
の
差
止
め
（
民
事
執
行
法
一

七
一
条
一
項
二
号
参
照
。
仮
処
分
に
つ
い
て
は
民
事
保
全
法
二
三
条
二
項
）
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
は
、
裁
判
実
務
上
、
労
働
者
に
つ
い
て
問
題
と
な
る
こ
と
が
多
い
が
、
労
働
契
約
関
係
の
終
了
後
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に
限
っ
た
問
題
で
は
な
く
、
同
様
の
合
理
性
基
準
は
、
退
任
後
の
会
社
法
上
の
取
締
役（

（
（

や
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
関
係
終
了
後
の
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ジ
ー（

（
（

な
ど
に
も
適
用
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
役
務
提
供
契
約
終
了
後
の
競
業
避
止
義
務
は
、
純
然
た
る
「
労
働
法
」

の
問
題（

（
（

と
い
う
よ
り
も
、
契
約
と
し
て
の
競
業
避
止
特
約
に
対
す
る
規
律
の
問
題
で
あ
り
、「
契
約
法
」
の
領
域
内
に
あ
る
と
整
理

す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

退
職
後
の
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
に
関
す
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
と
い
わ
れ
て
い
る
の
が
、
フ
ォ
セ
コ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ミ

テ
ィ
ッ
ド
事
件
（
奈
良
地
判
昭
和
四
五
年
一
〇
月
二
三
日
下
民
集
二
一
巻
九
＝
一
〇
号
一
三
六
九
頁
）
で
あ
る
。
同
事
件
判
決
は
、
①
使

用
者
が
「
客
観
的
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
技
術
上
の
秘
密
を
有
し
て
」
お
り
、
労
働
者
が
使
用
者
の
「
技
術
的
秘
密
を
知
り
、
知
る
べ

き
地
位
に
あ
っ
た
」
こ
と
を
指
摘
し
、「
競
業
の
制
限
が
合
理
的
範
囲
を
超
え
、〔
労
働
者
〕
ら
の
職
業
選
択
の
自
由
等
を
不
当
に
抱

束
し
、
同
人
の
生
存
を
脅
や
か
す
場
合
に
は
、
そ
の
制
限
は
公
序
良
俗
に
反
し
無
効
と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
合

理
的
範
囲
を
確
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、〔
②
❶
〕
制
限
の
期
間
、〔
❷
〕
場
所
的
範
囲
、〔
❸
〕
制
限
の
対
象
と
な
る
職
種
の
範
囲
、

〔
③
〕
代
償
の
有
無
等
に
つ
い
て
、〔
Ａ
〕〔
使
用
者
〕
の
利
益
（
企
業
秘
密
の
保
護
）、〔
Ｂ
〕〔
労
働
者
〕
の
不
利
益
（
転
職
、
再
就
職

の
不
自
由
）
及
び
〔
Ｃ
〕
社
会
的
利
害
（
独
占
集
中
の
虞
れ
、
そ
れ
に
伴
う
一
般
消
費
者
の
利
害
）
の
三
つ
の
視
点
に
立
っ
て
慎
重
に
検

討
し
て
い
く
こ
と
を
要
す
る
」（〔　
〕
内
は
執
筆
者
加
筆
）
と
い
う
判
断
枠
組
み
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
判
決
が
上
記
の
①
な
い
し

③
の
要
素
を
考
慮
す
る
裁
判
実
務
の
確
立
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

上
記
の
判
決
は
、
①
な
い
し
③
の
要
素
を
考
慮
す
る
に
あ
た
り
、
労
働
契
約
お
よ
び
競
業
避
止
特
約
の
当
事
者
で
あ
る
（
Ａ
）
使

用
者
の
利
益
と
（
Ｂ
）
労
働
者
の
利
益
だ
け
で
な
く
、（
Ｃ
）
契
約
上
の
競
業
制
限
が
も
た
ら
す
独
占
集
中
や
一
般
消
費
者
の
利
害

へ
の
影
響
と
い
っ
た
社
会
的
・
経
済
的
利
益
を
も
踏
ま
え
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、（
Ａ
）
は
①
と
、（
Ｂ
）
は
②
や

③
と
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
た
も
の
で
、
こ
の
（
Ｃ
）
は
競
業
避
止
特
約
の
も
つ
競
争
へ
の
影
響
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る

（
独
占
禁
止
法
一
条
参
照
）。
も
っ
と
も
、
結
局
、
同
事
件
で
は
（
Ｃ
）
に
対
す
る
評
価
や
あ
て
は
め
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
判
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決
を
基
礎
に
し
た
と
解
さ
れ
る
以
降
の
裁
判
例
に
お
い
て
も
、（
Ｃ
）
ま
た
は
こ
れ
に
相
当
す
る
要
素
を
判
断
枠
組
み
と
し
て
挙
げ

た
例
は
、
管
見
の
限
り
で
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
た
め
、
上
記
の
判
決
が
（
Ｃ
）
の
要
素
を
挙
げ
た
趣
旨
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な

い
。
理
論
的
に
も
、（
Ｂ
）
の
要
素
と
は
別
に
、（
Ｃ
）
の
要
素
が
競
業
避
止
特
約
の
効
力
や
合
理
性
基
準
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
は
、
な
お
不
明
確
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
合
理
性
基
準
が
、
職
業
選
択
の
自
由
の
制
約

た
る
②
競
業
制
限
の
範
囲
が
、
③
代
償
措
置
の
有
無
・
内
容
も
加
味
し
て（

（
（

、
①
使
用
者
の
利
益
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
る
か
（
例
え
ば
、

❶
一
年
間
で
は
な
く
二
年
間
の
制
限
を
正
当
化
す
る
利
益
か（

（
（

、
❹
顧
客
勧
誘
の
み
の
禁
止
で
は
な
く
競
業
自
体
の
禁
止
を
正
当
化
す
る
利
益
か（

（
（

、

な
ど
）
が
問
わ
れ
る
規
範
構
造
だ
と
思
わ
れ
る（

（
（

た
め
で
あ
る
。

2
　
競
業
避
止
特
約
と
独
占
禁
止
法
と
の
関
係

　

近
年
は
、
競
業
避
止
特
約
が
競
争
に
及
ぼ
す
影
響
と
そ
の
法
的
問
題
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
競
争

法
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
公
正
取
引
委
員
会
・
競
争
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
が
、「
人
材
と
競
争
政
策
に
関
す
る
検
討
会
報
告
書
」

（
平
成
三
〇
年
）
に
お
い
て
人
材
獲
得（

（
（

を
め
ぐ
る
競
争
に
も
独
占
禁
止
法
が
適
用
さ
れ
う
る
こ
と
を
前
提
に
、
人
材
獲
得
の
過
程
で
の

発
注
者
の
行
為
か
ら
生
じ
う
る
独
占
禁
止
法
上
の
問
題
を
整
理
・
検
討
し
た
。
な
お
、
上
記
報
告
書
も
、
労
働
者
の
み
な
ら
ず
、
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
「
個
人
と
し
て
働
く
者
」・「
役
務
提
供
者
」
を
検
討
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
考
え
方
は

役
務
提
供
関
係
に
広
く
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

同
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
競
業
避
止
特
約
は
、
発
注
者
（
使
用
者
）
が
、
役
務
提
供
者
（
労
働
者
）
に
対
し
、
在
職
中
に
知
っ
た
秘

密
情
報
の
漏
洩
防
止
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
般
的
に
は
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
け
る
競
争
促
進
効
果
が
あ
り
、
そ
の

目
的
に
照
ら
し
て
合
理
的
な
範
囲
で
競
業
避
止
義
務
を
課
す
も
の
で
あ
れ
ば
、
直
ち
に
独
占
禁
止
法
上
問
題
に
は
な
ら
な
い
。
一
方
、

①
競
業
避
止
特
約
は
、
役
務
提
供
者
が
他
の
発
注
者
（
使
用
者
）
に
対
し
て
役
務
を
提
供
す
る
こ
と
を
抑
制
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
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か
ら
、
そ
の
競
業
制
限
の
範
囲
が
内
容
や
期
間
に
お
い
て
目
的
に
照
ら
し
て
過
度
に
広
範
で
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
競
業
避
止
義
務
が

課
さ
れ
る
役
務
提
供
者
の
範
囲
や
役
務
提
供
者
を
確
保
で
き
な
い
競
争
事
業
者
の
範
囲
が
広
い
場
合（

（1
（

や
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
供
給

に
と
っ
て
の
競
業
避
止
義
務
が
課
さ
れ
る
役
務
提
供
者
の
必
要
性
・
重
要
性
が
高
い
場
合
に
は
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
い
て
、

発
注
者
の
競
争
事
業
者
（
退
職
し
た
役
務
提
供
者
自
身
や
そ
の
退
職
者
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
他
の
事
業
者
な
ど
）
に
よ
る
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
供
給
や
市
場
参
入
が
困
難
に
な
る
（
参
入
自
体
の
制
限
、
供
給
・
参
入
に
必
要
な
人
材
獲
得
の
制
限
、
供
給
・
参
入
コ
ス
ト
の
引

上
げ
な
ど
）
と
い
う
効
果
が
生
じ
う
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
け
る
自
由
競
争
減
殺
・
競
争
の
実
質
的
制
限

の
観
点
か
ら
独
占
禁
止
法
上
の
問
題
に
な
り
う
る
（
私
的
独
占
〔
独
占
禁
止
法
二
条
五
項
〕、
不
公
正
な
取
引
方
法
〔
一
般
指
定
二
項
後

段
・
単
独
間
接
取
引
拒
絶
、
独
占
禁
止
法
二
条
九
項
六
号
ニ
、
一
一
項
・
排
他
条
件
付
取
引
、
一
二
項
・
拘
束
条
件
付
取
引
〕
等
）。
ま
た
、

②
発
注
者
（
使
用
者
）
が
、
役
務
提
供
者
に
対
し
、
特
約
に
よ
る
義
務
内
容
に
つ
い
て
、
実
際
と
異
な
る
説
明
を
し
、
ま
た
は
あ
ら

か
じ
め
十
分
に
明
ら
か
に
し
な
い
ま
ま
、
役
務
提
供
者
が
特
約
を
締
結
し
た
場
合
は
、
競
争
手
段
の
不
公
正
さ
の
観
点
か
ら
独
占
禁

止
法
上
の
問
題
に
な
り
う
る
（
不
公
正
な
取
引
方
法
〔
独
占
禁
止
法
二
条
九
項
六
号
へ
、
一
般
指
定
一
四
項
・
競
争
者
に
対
す
る
取
引
妨

害
（
（1
（

〕）。
さ
ら
に
、
③
競
業
避
止
特
約
は
他
の
発
注
者
（
使
用
者
）
に
対
し
て
役
務
を
提
供
す
る
機
会
を
失
わ
せ
る
不
利
益
を
も
た
ら

す
こ
と
か
ら
、
役
務
提
供
者
に
対
し
て
取
引
上
の
地
位
が
優
越
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
発
注
者（

（1
（

の
課
す
競
業
避
止
義
務
が
不
当
に

不
利
益
を
課
す
も
の
で
あ
る
場
合
に
も
、
優
越
的
地
位
の
濫
用
の
観
点
か
ら
独
占
禁
止
法
上
の
問
題
に
な
り
う
る
（
独
占
禁
止
法
二

条
九
項
五
号
ロ
・
ハ
）。
不
当
に
不
利
益
を
与
え
る
も
の
か
ど
う
か
は
、
競
業
制
限
の
内
容
や
期
間
が
目
的
に
照
ら
し
て
過
大
で
あ
る

か
、
役
務
提
供
者
に
与
え
る
不
利
益
の
程
度
、
代
償
措
置
の
有
無
お
よ
び
そ
の
水
準
、
競
業
避
止
義
務
を
課
す
に
際
し
て
あ
ら
か
じ

め
役
務
提
供
者
と
十
分
な
協
議
が
行
わ
れ
た
か
な
ど
の
決
定
方
法
、
他
の
役
務
提
供
者
の
条
件
と
比
べ
て
差
別
的
で
あ
る
か
ど
う
か
、

通
常
の
競
業
避
止
義
務
と
の
乖
離
の
状
況
等
を
考
慮
し
た
上
で
判
断
さ
れ
る
。
以
上
の
う
ち
、
特
に
③
に
つ
い
て
は
、「
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
と
し
て
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（

（1
（

」
で
も
、
概
ね
同
様
の
説
明
で
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
競
業
避
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止
義
務
を
課
す
こ
と
が
優
越
的
地
位
の
濫
用
に
当
た
り
う
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
競
業
避
止
特
約
の
締
結
が
独
占
禁
止
法
に
違
反
す
る
か
の
判
断
に
お
い
て
も
、
特
約
の
公
序
違
反
性
の
判
断
と
同

様
に
、
前
記
①
や
③
の
中
で
特
約
の
定
め
る
競
業
制
限
の
範
囲
が
秘
密
情
報
保
護
の
目
的
に
照
ら
し
て
過
大
で
な
い
（
＝
合
理
的
な

範
囲
に
と
ど
ま
る
）
こ
と
を
考
慮
し
て
い
る
。
①
で
は
、
役
務
提
供
者
に
対
す
る
競
業
制
限
が
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
い
て

影
響
が
生
じ
る
範
囲
で
自
由
競
争
減
殺
・
競
争
の
実
質
的
制
限
に
、
い
わ
ば
間
接
的
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
③
で
は
、
競
業
制
限
が

役
務
提
供
者
の
被
る
不
利
益
に
直
結
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
同
報
告
書
で
裁
判
実
務
の
合
理
性
基
準
に
お
け
る
考
慮
要
素
が
独
占

禁
止
法
上
の
評
価
で
も
参
考
に
な
り
う
る
と
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
も
っ
と
も
、
代
償
措
置
（
前
記
１
の
③
）
に
つ
い
て
は
、
③
の
役
務
提

供
者
が
被
る
不
利
益
の
不
当
性
で
は
考
慮
さ
れ
る
が
、
①
で
は
、
役
務
提
供
者
自
身
へ
の
不
利
益
で
は
な
く
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
市

場
に
お
け
る
需
要
者
・
消
費
者
へ
の
不
利
益
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
代
償
措
置
で
は
軽
減
さ
れ
な
い
た
め
考
慮
し
な
い
、
と
解
さ

れ
て
い
る
。

　

競
業
避
止
特
約
の
締
結
が
私
的
独
占
（
独
占
禁
止
法
三
条
）
や
不
公
正
な
取
引
方
法
（
同
法
一
九
条
）
に
該
当
す
る
場
合
、
そ
の
効

果
と
し
て
、
公
正
取
引
委
員
会
は
、
事
業
者
（
発
注
者
や
使
用
者
）
に
対
し
、
差
止
命
令
、
契
約
条
項
の
削
除
な
ど
の
排
除
措
置
命

令
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
七
条
一
項
、
二
〇
条
）。
課
徴
金
納
付
命
令
の
対
象
に
も
な
り
う
る
（
支
配
型
私
的
独
占
に
つ
き
同

法
七
条
の
九
第
一
項
、
排
除
型
私
的
独
占
に
つ
き
同
法
七
条
の
九
第
二
項
、
優
越
的
地
位
の
濫
用
に
つ
き
同
法
二
〇
条
の
六
）。
民
事
上
の
救

済
と
し
て
、
競
業
避
止
特
約
を
締
結
し
て
い
る
役
務
提
供
者
（
労
働
者
）
本
人
や
、
そ
の
よ
う
な
労
働
者
を
雇
用
し
よ
う
と
す
る
、

人
材
獲
得
を
め
ぐ
っ
て
競
争
し
て
い
る
他
の
発
注
者
（
使
用
者
）
は
、
損
害
賠
償
の
請
求
（
民
法
七
〇
九
条（

（1
（

、
独
占
禁
止
法
二
五
条
）

の
ほ
か
、
不
公
正
な
取
引
方
法
に
当
た
る
も
の
に
つ
い
て
は
差
止
め
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
二
四
条
）。
そ
し
て
、
競
業
避

止
特
約
は
、
前
記
1
の
通
り
、
そ
の
私
法
上
の
効
力
の
有
無
が
公
序
に
違
反
す
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
が
、
独
占
禁
止

法
に
違
反
す
る
契
約
も
、
公
序
良
俗
に
違
反
す
る
場
合
に
無
効
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
同
法
違
反
を
理
由
と
し
て
当
然
に
私
法
上
の
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効
力
が
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い（

（1
（

。
裁
判
例
と
し
て
は
、
自
動
車
教
習
所
を
県
内
に
新
設
す
る
場
合
に
相
互
に
協
議
・
同
意
を
経

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
協
定
に
つ
き
、
当
該
協
定
は
、
不
当
な
取
引
制
限
に
該
当
し
（
同
法
三
条
、
二
条
六
項
）、
公
序
良
俗
に

も
反
す
る
も
の
と
し
て
そ
の
効
力
が
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
し
た
も
の（

（1
（

や
、
あ
る
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
免
許
申
請
を
制
限
す
る
乗
合

バ
ス
事
業
者
間
の
協
定
に
つ
き
、
私
的
独
占
に
該
当
す
る
（
同
法
三
条
、
二
条
五
項
）
と
と
も
に
、
参
入
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
無
効
と
判
断
し
た
も
の（

（1
（

が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
競
業
避
止
特
約
が
独
占
禁
止
法
に
違
反
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
を
検

討
す
る
主
た
る
意
義
は
、
当
該
特
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
競
争
事
業
者
や
特
約
を
締
結
し
た
役
務
提
供
者
か
ら
の
同
法
に
基
づ
く
救

済
手
段
や
、
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
る
同
条
の
執
行
が
認
め
ら
れ
る
か
を
明
確
に
す
る
点
に
あ
る
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

㈡
　
ア
メ
リ
カ
法
の
状
況

1
　
州
法
に
よ
る
競
業
避
止
特
約
の
規
律

　

ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
も
、
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
に
つ
い
て
法
律
上
問
題
と
な
る
の
は
、
主
に
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性

（enforceability

（
（2
（

）
で
あ
る
こ
と
は
日
本
と
概
ね
同
様
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
は
、
州
法
に
よ
っ
て

規
律
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
判
例
法
に
よ
っ
て
制
限
し
て
い
る
州
も
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
制
定
法
で
規
制
し
て
い
る
州
も
あ
る
。

　

第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト（

（2
（

は
、
こ
の
問
題
に
関
し
、
引
用
さ
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
州
の
判
例
法
（
お
よ
び
そ
れ
を

承
継
し
た
州
制
定
法
）
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る（

（2
（

と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
競
争
を
控
え
る
約
束
で
あ
っ

て
、
他
の
有
効
な
法
律
行
為
や
関
係
に
付
随
す
る
制
限
を
課
す
も
の
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、
不
合
理
な
取
引
制
限

（restraint of trade

）
と
な
る
。
⒜
当
該
制
限
が
、
受
約
者
（prom

isee
）
の
正
当
な
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
を
超

え
る
場
合
⒝
約
束
者
の
困
難
お
よ
び
一
般
市
民
（public

）
に
生
じ
る
可
能
性
の
あ
る
損
害
が
受
約
者
の
必
要
性
よ
り
も
大
き
い
場

合
」（
一
八
八
条
一
項
）、「
有
効
な
法
律
行
為
や
関
係
に
付
随
す
る
制
限
を
課
す
約
束
は
、
次
の
も
の
を
含
む
。（
中
略
）
⒝
労
働
者
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（em
ployee

）
そ
の
他
の
代
理
人
（agent

）
が
そ
の
使
用
者
（em

ployer

）
そ
の
他
の
本
人
（principal

）
と
競
争
し
な
い
こ
と
を
約

束
す
る
こ
と
（
後
略
）」（
同
条
二
項（

（2
（

）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
不
合
理
な
取
引
制
限
は
公
序
に
よ
り
無
効
と
な
る
（
一
八
六
条
一
項（

（2
（

）。

こ
の
趣
旨
は
、
職
業
に
関
連
す
る
約
束
は
、
約
束
者
の
活
動
を
将
来
に
わ
た
り
制
限
す
る
取
引
制
限
に
当
た
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
取

引
制
限
が
民
間
経
済
に
お
け
る
自
由
競
争
の
円
滑
な
作
用
を
不
合
理
に
害
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
無
効
に
し
な
い
と
い
う
も
の
で

あ
る（

（2
（

。

　

こ
の
一
八
八
条
一
項
⒜
号
の
ル
ー
ル
は
、
競
業
避
止
特
約
の
有
効
性
を
、
競
業
制
限
の
対
象
と
な
る
活
動
の
方
法
、
地
理
的
範
囲
、

期
間
が
必
要
な
範
囲
を
超
え
る
か
ど
う
か
に
よ
る
合
理
性
（reasonableness

）
か
ら
判
断
す
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
り（

（2
（

、
前
記
㈠

1
の
日
本
に
お
け
る
合
理
性
基
準
に
近
い（

（2
（

。
さ
ら
に
、
同
項
⒝
号
の
ル
ー
ル
の
う
ち
、「
一
般
国
民
に
生
じ
る
可
能
性
の
あ
る
損
害
」

が
過
大
に
な
る
例
と
し
て
は
、
労
働
者
の
効
率
的
な
活
用
に
よ
る
雇
用
関
係
の
機
能
と
い
う
公
益
と
経
済
的
自
由
と
い
う
個
人
の
利

益
と
の
調
和
を
踏
ま
え
、
雇
用
の
流
動
性
が
損
な
わ
れ
て
労
働
者
が
雇
用
の
過
程
で
培
っ
た
技
能
が
安
定
的
に
供
給
さ
れ
な
く
な
る

結
果
、
ア
イ
デ
ア
の
普
及
が
遅
れ
る
こ
と
に
よ
り
競
争
が
縮
小
す
る
こ
と
や
、
最
も
生
産
性
が
高
く
な
る
分
野
へ
の
労
働
力
の
移
動

と
い
う
市
場
機
能
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

こ
の
よ
う
な
理
解
の
背
景
と
し
て
、
そ
も
そ
も
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
競
業
避
止
特
約
に
は
、
使
用
者
が
、
営
業
秘
密
の
漏
洩

な
ど
に
よ
る
競
争
上
の
損
害
発
生
の
お
そ
れ
を
過
度
に
抱
く
こ
と
な
く
、
営
業
秘
密
や
顧
客
関
係
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
労
働
者
に
拡

大
・
共
有
で
き
る
よ
う
に
し
、
商
業
的
に
価
値
の
あ
る
情
報
の
開
発
へ
の
投
資
を
促
進
す
る
、
と
い
う
機
能
が
あ
る
一
方
で
、
労
働

者
が
よ
り
生
産
性
の
高
い
機
会
に
移
動
す
る
こ
と
を
制
限
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
同
業
種
で
の
新
規
事
業
を
阻
害
し
て

社
会
的
な
生
産
性
に
も
損
害
を
与
え
う
る
、
と
い
う
弊
害
が
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

具
体
的
な
州
法
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
判
例
法（

（3
（

で
は
、「
不
公
正
な
競
争
（unfair com

petition

）
を
未
然

に
防
止
す
る
」
た
め
に
、
競
業
避
止
特
約
を
正
当
化
し
て
お
り（

（3
（

、
合
理
性
基
準
に
加
え
て
、
特
約
の
影
響
に
よ
り
、
一
般
市
民
が
特
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定
業
種
の
役
務
提
供
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
か
、
市
場
に
重
大
な
混
乱
や
独
占
を
も
た
ら
す
か
な
ど（

（3
（

の
競
争
法
上
の
観
点
に
も
触
れ

て
い
る
。
ま
た
、
テ
キ
サ
ス
州
法
の
制
定
法
は
、
自
ら
の
労
働
力
を
利
用
す
る
労
働
者
の
権
利
だ
け
で
な
く
、
企
業
間
の
正
当
な
競

争
・
熟
練
労
働
者
の
流
動
性
も
競
業
避
止
特
約
を
規
制
す
る
要
請
と
し
て
挙
げ
、
こ
れ
ら
を
、
秘
密
情
報
な
ど
の
共
有
に
よ
る
産
業

の
効
率
化
、
使
用
者
へ
の
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
開
発
の
奨
励
、
と
い
っ
た
特
約
の
活
用
で
実
現
さ
れ
る
対
立
利
益
と
調
整
す
る
形
で
、
合

理
性
基
準
を
中
核
と
す
る
競
業
避
止
特
約
規
制
法
を
、「
独
占
、
ト
ラ
ス
ト
お
よ
び
取
引
制
限
の
共
謀
」
と
題
す
る
章
の
中
に
競
争

法
規
定
と
し
て
設
け
て
い
る（

（3
（

。
さ
ら
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
制
定
法
は
、
競
業
避
止
特
約
を
全
面
的
に
禁
止
す
る
強
力
な
規
制

を
設
け
て
い
る（

（3
（

が
、
こ
れ
も
、
そ
の
趣
旨
は
「
自
由
競
争
（open com

petition

）」
や
「
労
働
者
の
流
動
性
」
と
い
う
パ
ブ
リ
ッ
ク

ポ
リ
シ
ー
（
公
序
）
の
存
在
、
市
民
の
「
選
択
に
基
づ
く
事
業
お
よ
び
職
業
に
従
事
す
る
個
人
の
重
要
な
法
律
上
の
権
利
」
の
保
護

に
あ
る
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
法
で
は
、
競
業
避
止
特
約
は
、
労
働
者
の
権
利
に
対
す
る
制
約
だ
け
で
な

く
、
競
争
に
も
た
ら
さ
れ
る
影
響
の
観
点
か
ら
、
そ
の
有
効
性
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
お
り
、（
採
用
し
て
い
る
州
・
法
域
に
お
い

て
は
）
合
理
性
基
準
も
競
争
法
上
の
要
請
に
由
来
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

2
　
競
業
避
止
特
約
に
対
す
る
全
国
的
な
動
向

⑴　

統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法

　

さ
ら
に
近
年
、
ア
メ
リ
カ
全
土
的
に
も
競
業
避
止
特
約
の
規
制
に
つ
い
て
活
発
な
動
き
が
み
ら
れ
る
。
二
〇
二
一
年
一
二
月
一
日
、

統
一
法
委
員
会
（U

niform
 Law

 Com
m

ission

（
（3
（

）
が
、
統
一
州
法
案
の
一
つ
と
し
て
公
表
し
た
「
統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法

（U
niform

 Restrictive Em
ploym

ent A
greem

ent A
ct

（
（3
（

）」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
模
範
法
と
し
て
各
州
の
州
議
会
に
提

案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
州
議
会
に
て
採
択
さ
れ
る
こ
と
で
州
制
定
法
と
な
る
の
で
、
法
体
系
上
の
位
置
づ
け
と
し
て
は
、
後
記

⑵
・
⑶
の
連
邦
法
と
違
い
、
州
法
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
前
記
1
と
同
様
、
雇
用
関
係（

（3
（

に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
の
契
約
と
し
て
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の
効
力
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
合
理
性
要
件
を
課
す
（
七
条（

（3
（

）
だ
け
で
な
く
、
事
前
通
知
・
約
因
、
要
式
性
な
ど
の
手
続
的

規
制
（
四
条
）、
報
酬
額
要
件
に
よ
る
低
賃
金
労
働
者
に
関
す
る
競
業
避
止
特
約
の
禁
止
（
五
条
）、
特
約
の
類
型
化
お
よ
び
類
型
ご

と
の
競
業
制
限
期
間
の
上
限
規
制
（
八
条
な
い
し
一
四
条
）、
過
度
に
広
範
な
特
約
に
対
す
る
裁
判
所
の
特
約
修
正
権
限
（
一
六
条
⒜

項
）、
違
反
者
に
対
す
る
制
裁
金
・
法
定
損
害
賠
償
（
一
六
条
⒠
項
）
な
ど
を
定
め
て
い
る
。

　

同
州
法
案
は
、
競
業
避
止
特
約
を
め
ぐ
る
ル
ー
ル
が
州
に
よ
っ
て
異
な
る
状
況
が
、
労
働
者
に
と
っ
て
は
流
動
化
す
る
雇
用
の
中

で
特
約
に
基
づ
く
権
利
義
務
の
有
無
を
知
る
こ
と
を
困
難
に
し
、
使
用
者
に
と
っ
て
も
全
国
の
事
業
所
で
一
貫
し
た
人
事
方
針
を
打

ち
出
す
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
統
一
法
と
し
て
ル
ー
ル
を
整
備
し
て
こ
の
不
都
合
を
解
消
す
る
こ
と
を
目
的
の
一
つ

と
し
て
い
る（

（4
（

。
同
法
（
案
）
策
定
事
業
に
お
け
る
顧
問
（reporter

）
を
務
め
た
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
Ｊ
・
シ
ュ
ワ
ブ
教
授
に
よ
れ
ば
、

連
邦
法
で
な
く
、
統
一
州
法
案
に
よ
っ
て
統
一
化
を
図
っ
た
理
由
は
、
①
競
業
避
止
特
約
に
関
す
る
ル
ー
ル
は
、
伝
統
的
に
州
法
で

規
律
さ
れ
て
い
る
た
め
、
最
終
的
に
州
法
と
し
て
法
源
と
な
る
統
一
州
法
案
の
ほ
う
が
よ
り
な
じ
み
や
す
い
こ
と
、
②
連
邦
法
に
よ

っ
て
完
全
に
統
一
化
さ
れ
た
ル
ー
ル
よ
り
も
、
採
択
す
る
前
に
州
議
会
が
微
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
柔
軟
性
を
備
え
る
統

一
州
法
案
の
ほ
う
が
、
州
の
実
態
に
合
わ
せ
た
ル
ー
ル
づ
く
り
（
報
酬
額
要
件
の
金
額
、
裁
判
所
の
特
約
修
正
権
限
の
有
無
な
ど
）
が
で

き
る
こ
と
に
あ
る（

（4
（

。

　

本
稿
執
筆
時
点
で
、
統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
を
採
択
し
た
州
は
ま
だ
な
く
、
こ
れ
が
議
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
州
と
し
て
、

ミ
ズ
ー
リ
州（

（4
（

、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州（

（4
（

、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州（

（4
（

が
あ
る
（
過
去
に
は
バ
ー
モ
ン
ト
州（

（4
（

、
ウ
ェ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州（

（4
（

、
コ
ロ
ラ
ド

州
（
（4
（

で
も
提
出
さ
れ
た
）
に
と
ど
ま
る（

（4
（

。
さ
ら
に
今
後
は
、
後
述
す
る
「
競
業
禁
止
条
項
規
則
」
の
採
択
の
影
響
で
、
統
一
雇
用
競
業

避
止
特
約
法
を
州
議
会
が
採
択
し
よ
う
と
す
る
機
運
は
鈍
化
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
し
か
し
一
方
で
、
最
近
の
州
制
定

法
の
中
に
は
、
統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
の
規
定
の
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
り（

（5
（

、
同
州
法
案
が
策
定
さ
れ
た
影
響

は
皆
無
と
も
い
え
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
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⑵　

全
国
労
働
関
係
法

　

こ
れ
に
加
え
、
連
邦
法
レ
ベ
ル
で
も
、
契
約
法
と
し
て
の
規
制
で
は
な
い
が
、
競
業
避
止
特
約
に
対
す
る
規
制
が
強
化
さ
れ
つ
つ

あ
る
。
ま
ず
、
団
体
的
労
使
関
係
法
分
野
に
つ
き
、
二
〇
二
三
年
五
月
三
〇
日
、
全
国
労
働
関
係
局
（N

LRB

：N
ational Labor 

Relations Board
）
の
事
務
総
長
（General Counsel

）
よ
り
、
競
業
禁
止
条
項
（non-com

pete provision

）
を
提
案
（proffer

）、

維
持
（m

aintenance
）
ま
た
は
強
制
（enforcem

ent

）
す
る
こ
と
は
、
全
国
労
働
関
係
法
（N

LRA

：N
ational Labor Relations 

A
ct

）
七
条（

（5
（

の
定
め
る
活
動
を
労
働
者
が
行
う
こ
と
を
萎
縮
さ
せ
る
（chill

）
も
の
と
し
て
、
当
該
条
項
が
労
働
者
の
権
利
制
限
を
正

当
化
す
る
特
段
の
事
情
（special circum

stances

）
に
厳
格
に
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
、
同
法
八
条
⒜
項
一
号（

（5
（

に
違
反
す
る

不
当
労
働
行
為
で
あ
る
と
解
す
る
、
と
の
覚
書
（m

em
orandum

）
が
す
べ
て
の
地
方
支
局
長
（Regional D

irector

）、
受
理
担
当

官
（O

ffi
cers-in-Charge

）、
駐
在
官
（Resident O

ffi
cer

）
宛
に
発
せ
ら
れ
た（

（5
（

。
営
業
秘
密
な
ど
を
保
護
す
る
と
い
う
使
用
者
の
正

当
な
事
業
利
益
は
、
そ
れ
ら
を
保
護
す
る
た
め
に
厳
格
に
限
定
さ
れ
た
条
項
で
あ
れ
ば
、
正
当
化
し
う
る
一
方
、
合
理
的
と
み
な
さ

れ
る
可
能
性
は
低
い
例
と
し
て
、
営
業
秘
密
な
ど
保
護
に
値
す
る
利
益
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
欠
く
非
高
賃
金
労
働
者
に
対
す
る
過
度
に

広
範
な
競
業
禁
止
条
項
や
、
競
業
禁
止
条
項
が
無
効
と
な
る
州
で
の
同
条
項
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

（5
（

。

　

同
法
七
条
の
権
利
行
使
に
対
す
る
妨
害
に
つ
き
、
こ
の
覚
書
で
は
、
競
業
禁
止
条
項
に
よ
る
他
の
雇
用
機
会
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
否

定
は
、
労
働
者
が
、
①
よ
り
良
い
労
働
条
件
を
要
求
す
る
た
め
に
退
職
す
る
と
共
同
し
て
威
嚇
す
る
（concertedly threatening

）、

②
労
働
条
件
の
改
善
を
確
保
す
る
た
め
に
退
職
す
る
と
い
う
共
同
し
て
の
威
嚇
を
実
行
に
移
す
な
ど
共
同
し
て
退
職
す
る
、
③
よ
り

良
い
労
働
条
件
を
得
る
た
め
に
そ
の
地
域
の
競
合
他
社
と
の
雇
用
を
団
結
し
て
求
め
た
り
、
受
諾
し
た
り
す
る
、
④
そ
の
地
域
の
競

合
他
社
で
働
く
よ
う
に
同
僚
を
勧
誘
す
る
、
⑤
特
に
使
用
者
の
職
場
に
お
い
て
他
の
労
働
者
と
と
も
に
保
護
さ
れ
た
活
動
に
参
加
す

る
た
め
に
雇
用
を
求
め
る
、
と
い
っ
た
同
法
七
条
で
保
護
さ
れ
る
労
働
者
の
活
動
を
萎
縮
さ
せ
る
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。

　

こ
の
覚
書
が
発
せ
ら
れ
て
か
ら
約
一
年
後
の
二
〇
二
四
年
六
月
一
三
日
、
全
国
労
働
関
係
局
の
行
政
法
審
判
官
（adm

inistrative 
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 judge

）
が
、
雇
用
契
約
に
お
け
る
過
度
に
広
範
な
競
業
禁
止
条
項
が
労
働
者
の
権
利
を
侵
害
し
て
い
る
、
と
の
判
断
を
示
し

た
（
（5
（

。
そ
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
①
ま
ず
、
表
面
上
は
中
立
的
な
当
該
職
場
規
則
が
、
当
該
規
則
の
適
用
対
象
で
あ
っ
て
、
使
用
者

に
経
済
的
に
依
存
し
て
い
る
、
保
護
さ
れ
た
団
体
行
動
（concerted activity

）
に
参
加
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
労
働
者
か
ら

見
て
、
労
働
者
が
七
条
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
を
萎
縮
さ
せ
る
合
理
的
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
、
事
務
総
長
が
証
明
し
、
こ
の
証
明

責
任
が
果
た
さ
れ
れ
ば
、
当
該
規
則
は
違
法
と
推
定
さ
れ
る
、
②
次
に
、
使
用
者
は
、
当
該
規
則
が
、
よ
り
狭
く
限
定
さ
れ
た
規
則

に
よ
っ
て
は
促
進
で
き
な
い
、
正
当
で
実
質
的
な
（substantial

）
利
益
を
促
進
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
①
の
推
定

を
覆
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
枠
組
み
を
示
し
た（

（5
（

。
な
お
、
こ
の
枠
組
み
は
、
別
の
事
件
（
使
用
者
の
評
判
を
保
持
す
る
義
務
を
課

す
規
定
、
利
益
相
反
行
為
を
禁
止
す
る
規
定
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
苦
情
調
査
の
関
係
者
全
員
の
守
秘
義
務
規
定
が
問
題
と
な
っ
た
）
に
対
す
る

判
断
で
確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（

（5
（

。
そ
し
て
、
当
該
事
案
で
は
、
七
条
で
保
護
さ
れ
る
活
動
を
行
っ
て
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
と
の
間

に
あ
っ
た
、
退
職
後
一
二
か
月
間
、
労
働
者
が
所
在
す
る
事
業
所
の
あ
る
郡
お
よ
び
そ
れ
に
隣
接
す
る
す
べ
て
の
郡
で
の
競
業

（「
い
か
な
る
方
法
ま
た
は
地
位
に
お
い
て
も
、
…
…
使
用
者
の
事
業
と
類
似
の
ま
た
は
競
合
す
る
事
業
に
従
事
し
、
雇
用
さ
れ
、
ま
た
は
利
害

関
係
を
も
つ
こ
と
」）
を
禁
止
す
る
条
項
に
つ
き
、
①
退
職
し
た
場
合
、
自
分
の
地
域
の
競
合
他
社
で
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

認
識
は
、
退
職
前
後
の
労
働
者
の
行
動
に
必
然
的
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
、
合
理
的
な
退
職
労
働
者
は
、
条
項
違
反
に
対
す
る
損
害

賠
償
や
弁
護
士
費
用
の
脅
威
に
よ
り
、
組
合
活
動
そ
の
他
保
護
さ
れ
た
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
萎
縮
し
続
け
る
こ
と
な
ど
を
指
摘

し
、
②
当
該
条
項
が
正
当
な
事
業
利
益
を
促
進
す
る
と
い
う
証
拠
も
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
使
用
者
が
、
労
働
者
に
対
し
、

当
該
競
業
禁
止
条
項
を
含
む
雇
用
契
約
に
署
名
を
要
求
し
た
こ
と
は
、
八
条
⒜
項
一
号
に
違
反
す
る
と
判
断
し
た（

（5
（

。

⑶　

連
邦
規
則
集
の
競
業
禁
止
条
項
規
則

　

そ
し
て
、
特
に
注
目
す
べ
き
動
向
と
し
て
、
二
〇
二
四
年
四
月
二
三
日
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
取
引
委
員
会
（FT

C

：Federal T
rade 
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Com
m

ission

）
は
、
連
邦
取
引
委
員
会
法（

（6
（

に
従
い
、
連
邦
規
則
集
（Code of Federal Regulation

）
の
中
で
、
労
働
者
の
競
業
禁

止
条
項
の
締
結
等
を
不
公
正
な
競
争
方
法
（unfair m

ethod of com
petition

）
と
し
て
禁
止
す
る
「
競
業
禁
止
条
項
規
則
（N

on-

Com
pete Clause Rule

）」
を
採
択
し
た
（
以
下
「
本
規
則
」
と
も
い
う（

（6
（

。）。
こ
れ
は
、
競
争
規
制
と
し
て
、
競
業
禁
止
条
項（

（6
（

を
広
く

禁
止
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
本
規
則
の
検
討
を
通
じ
、
競
業
避
止
特
約
に
対
す
る
競
争
法
的
ア
プ
ロ

ー
チ
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
本
規
則
を
め
ぐ
っ
て
は
、
行
政
機
関
た
る
連
邦
取
引
委
員
会
の
規
則
制
定
権

限
の
存
否
な
ど
、
行
政
法
上
の
問
題
も
内
包
さ
れ
て
お
り
、
学
説
か
ら
は
そ
の
点
に
関
す
る
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る（

（6
（

一
方
で
、
連
邦

取
引
委
員
会
も
反
論
し
て
い
る（

（6
（

が
、
本
稿
で
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
深
く
は
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

二　

連
邦
取
引
委
員
会
に
よ
る
競
業
禁
止
条
項
規
則

㈠
　
制
定
経
緯
お
よ
び
目
的

1
　
背
景
と
経
緯

　

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
競
業
避
止
特
約
が
、
営
業
秘
密
や
重
要
な
顧
客
関
係
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
が
明

ら
か
な
低
賃
金
労
働
者
と
の
間
で
も
締
結
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
雇
用
関
係
に
お
い
て
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る（

（6
（

と
い
う
認
識
か
ら
、
近

年
、
各
州
に
お
い
て
競
業
避
止
特
約
を
規
制
す
る
制
定
法
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
各
州
に
対
す
る
連
邦
の
動
き
と
し

て
も
、
二
〇
一
六
年
に
は
、
オ
バ
マ
政
権
下
で
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
州
の
政
策
立
案
者
に
対
し
、
①
低
賃
金
労
働
者
や
正
当
な
理

由
な
く
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
な
ど
の
競
業
禁
止
特
約
の
禁
止
、
②
雇
用
受
諾
前
お
よ
び
大
幅
な
昇
進
前
以
外
で
の
競
業
避
止
特
約
の

禁
止
、
雇
用
継
続
を
超
え
る
約
因
の
提
供
、
使
用
者
に
よ
る
労
働
者
に
対
す
る
競
業
避
止
特
約
の
存
在
・
内
容
・
州
法
の
周
知
の
奨

励
な
ど
に
よ
る
競
業
避
止
特
約
の
透
明
性
と
公
平
性
の
向
上
、
お
よ
び
③
無
効
な
条
項
を
定
め
る
特
約
を
完
全
に
無
効
と
す
る
「
レ
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ッ
ド
ペ
ン
シ
ル
法
理
」
の
採
用
な
ど
に
よ
る
、
無
効
な
条
項
の
排
除
と
使
用
者
に
よ
る
有
効
な
特
約
の
作
成
の
奨
励
、
を
内
容
と
す

る
「
競
業
禁
止
特
約
に
関
す
る
州
の
措
置
要
請
」（state call to action

）
を
発
出
し
た（

（6
（

。
前
記
一
㈡
2
⑴
の
統
一
雇
用
競
業
避
止
特

約
法
も
そ
の
よ
う
な
動
き
を
受
け
た
も
の
で
あ
る（

（6
（

。

　

よ
り
最
近
の
動
き
と
し
て
は
、
二
〇
二
一
年
七
月
九
日
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
、
競
業
禁
止
特
約
そ
の
他
労
働
者
の
流
動
性
を
不

当
に
制
限
す
る
契
約
の
不
公
正
な
使
用
を
抑
制
す
る
た
め
、
連
邦
取
引
委
員
会
の
規
則
制
定
権
限
の
行
使
を
検
討
す
る
よ
う
促
す
こ

と
な
ど
を
内
容
と
す
る
大
統
領
令
（「
ア
メ
リ
カ
経
済
に
お
け
る
競
争
の
促
進
」）
を
発
出
し
た（

（6
（

。
こ
の
大
統
領
令
で
は
、
ア
メ
リ
カ
経

済
に
お
け
る
過
度
の
集
中
、
独
占
お
よ
び
不
公
正
な
競
争
に
対
処
す
る
に
は
、
政
府
全
体
の
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
も
述
べ
ら
れ

て
い
る（

（6
（

。
こ
れ
を
受
け
、
労
働
市
場
に
お
け
る
競
争
を
め
ぐ
っ
て
省
庁
間
の
連
携
も
行
わ
れ
て
お
り
、
全
国
労
働
関
係
局
と
連
邦
取

引
委
員
会
は
、
二
〇
二
二
年
七
月
一
九
日
、
両
者
が
ア
メ
リ
カ
の
労
働
者
を
保
護
し
、
労
働
市
場
に
お
け
る
公
正
な
競
争
を
促
進
す

る
こ
と
へ
の
関
心
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
ギ
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
そ
の
他
の
労
働
市
場
に
お
け
る
労
働
者
を
害
す
る
慣
行
を

な
く
す
と
と
も
に
、
両
機
関
が
所
管
す
る
連
邦
法
お
よ
び
規
則
の
執
行
を
強
化
し
、
両
者
の
連
携
を
促
進
す
る
た
め
に
、
覚
書
が
取

り
交
わ
さ
れ
た（

（7
（

。
法
的
拘
束
力
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
中
で
、
両
者
は
、
ギ
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
そ
の
他
の
代
替
的
労
働
形
態
に
関
連
す

る
労
働
市
場
の
発
展
、
ギ
グ
ワ
ー
ク
そ
の
他
の
労
働
に
関
連
す
る
収
入
お
よ
び
費
用
の
請
求
な
ら
び
に
開
示
、
競
業
禁
止
条
項
お
よ

び
秘
密
保
持
条
項
な
ど
の
一
方
的
か
つ
制
限
的
条
項
の
設
定
、
労
働
市
場
集
中
の
程
度
お
よ
び
影
響
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
意

思
決
定
の
労
働
者
へ
の
影
響
、
労
働
者
の
団
体
行
動
の
能
力
、
労
働
者
・
独
立
契
約
者
の
分
類
お
よ
び
取
扱
い
に
つ
い
て
規
制
す
る

に
あ
た
り
、
連
携
す
る
こ
と
が
不
公
正
な
競
争
方
法
、
不
公
正
・
欺
瞞
的
な
行
為
ま
た
は
慣
行
（unfair or deceptive acts or 

practices

）
お
よ
び
不
当
労
働
行
為
か
ら
労
働
者
を
保
護
す
る
の
に
有
益
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
共
有
し
た
。
ま
た
、
全
国
労
働
関

係
局
は
、
同
月
二
六
日
、
ア
メ
リ
カ
司
法
省
・
反
ト
ラ
ス
ト
局
（D

epartm
ent of Justice A

ntitrust D
ivision

）
と
の
間
で
も
、
覚

書
を
取
り
交
わ
し
た（

（7
（

。
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連
邦
取
引
委
員
会
は
、
前
述
の
大
統
領
令
に
先
立
ち
、
競
業
禁
止
条
項
の
競
争
に
対
す
る
有
害
性
の
懸
念
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
二

〇
一
八
年
の
公
聴
会（

（7
（

や
、
二
〇
二
〇
年
の
公
開
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（

（7
（

な
ど
の
活
動
を
通
じ
、
連
邦
規
則
集
で
の
制
定
の
可
能
性
を
検
討

し
て
い
た（

（7
（

。
そ
し
て
、
二
〇
二
一
年
に
、
連
邦
取
引
委
員
会
は
、
競
業
禁
止
条
項
の
使
用
に
関
す
る
研
究
を
開
始
し
た
。

　

連
邦
取
引
委
員
会
は
、
二
〇
二
三
年
ま
で
競
業
禁
止
特
約
な
ど
の
停
止
を
求
め
る
措
置
を
と
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た（

（7
（

が
、
同
年
に

入
り
、
多
数
の
労
働
者
に
対
す
る
競
業
禁
止
条
項
の
使
用
が
連
邦
取
引
委
員
会
法
五
条
の
不
公
正
な
競
争
方
法
に
該
当
す
る
と
判
断

し
、「
通
商
（com

m
erce

）
に
お
け
る
、
も
し
く
は
通
商
に
影
響
を
与
え
る
被
申
立
人
の
活
動
に
関
連
し
て
、
直
接
的
ま
た
は
間
接

的
に
、
競
業
禁
止
特
約
（N

oncom
pete A

greem
ent

）
を
締
結
し
、
締
結
し
よ
う
と
し
、
維
持
し
、
維
持
し
よ
う
と
し
、
強
制
し
、

強
制
し
よ
う
と
し
、
も
し
く
は
強
制
す
る
と
脅
す
こ
と
、
ま
た
は
、
被
用
者
（em

ployee

）、
当
該
被
用
者
の
潜
在
的
使
用
者
も
し

く
は
現
在
の
使
用
者
に
対
し
、
当
該
被
用
者
が
競
業
禁
止
特
約
の
対
象
で
あ
る
こ
と
を
伝
達
す
る
こ
と
を
中
止
す
る
」
こ
と
や
、
被

用
者
に
対
し
、
被
用
者
は
、
被
申
立
人
と
競
合
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
い
か
な
る
会
社
お
よ
び
者
と
の
雇
用
を
求
め
、
ま
た
は
受

諾
で
き
、
自
ら
事
業
を
運
営
で
き
、
退
職
後
い
つ
で
も
被
申
立
人
と
競
争
で
き
る
こ
と
な
ど
を
通
知
す
る
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る

同
意
命
令
（consent order

）
を
発
し
た（

（7
（

。

　

そ
し
て
、
二
〇
二
三
年
一
月
、
連
邦
取
引
委
員
会
は
、
連
邦
取
引
委
員
会
法
五
条（

（7
（

お
よ
び
六
条
⒢
項（

（7
（

に
基
づ
き
、
使
用
者
が
す
べ

て
の
労
働
者
と
の
関
係
で
競
業
禁
止
条
項
を
使
用
す
る
こ
と
を
広
く
禁
止
す
る
内
容
の
本
規
則
の
案（

（7
（

を
提
案
す
る
と
と
も
に
、
二
〇

二
四
年
四
月
一
九
日
ま
で（

（8
（

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
を
行
っ
た
。
こ
の
規
則
案
に
対
し
て
は
二
六
〇
〇
〇
件
を
超
え
る
コ
メ
ン

ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

連
邦
取
引
委
員
会
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
検
討
な
ど
も
踏
ま
え
、
二
〇
二
四
年
四
月
二
三
日
、
本
規
則
の
最
終
規
則

（final rule

）
を
採
択
し
、
同
年
五
月
七
日
に
こ
れ
が
連
邦
官
報
に
掲
載
さ
れ
、
公
布
さ
れ
た
。
本
規
則
は
、
連
邦
規
則
集
の
第
一

六
編
（
商
慣
習
）
第
一
章
（
連
邦
取
引
委
員
会
）
Ｊ
節
（
不
公
正
な
競
争
方
法
に
関
す
る
法
）
第
九
一
〇
款
（
競
業
禁
止
条
項
）
と
し
て
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新
設
さ
れ
た
。

2
　
目
　
的

　

前
記
一
㈡
で
も
述
べ
た
通
り
、
競
業
禁
止
条
項
を
め
ぐ
る
ル
ー
ル
は
州
に
よ
っ
て
異
な
り
、
個
別
の
特
約
が
有
効
か
ど
う
か
は
各

州
法
の
下
で
事
案
ご
と
に
判
断
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
労
働
市
場
お
よ
び
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お

け
る
競
争
条
件
を
阻
害
す
る
傾
向
に
あ
る
競
業
禁
止
条
項
に
は
対
処
し
き
れ
な
い
、
と
判
断
さ
れ
た
。
本
規
則
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
連
邦
取
引
委
員
会
が
、
使
用
者
に
よ
る
競
業
禁
止
条
項
の
使
用
は
、
そ
の
対
象
に
な
ら
な
い
労
働
者
も
含
め
て
労
働
者
全
体
の

収
入
を
抑
制
し
、
労
働
市
場
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
に
あ
る
と
と
も
に
、
新
規
事
業
の
設
立
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
抑
制
し
、
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
に
あ
る
、
と
分
析
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
、
競
業
禁
止
条
項
の
使
用
に
よ
る
公

正
な
競
争
の
阻
害
に
対
処
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本
規
則
が
策
定
さ
れ
る
に
至
っ
た（

（8
（

。

　

ま
た
、
前
記
一
㈡
1
で
述
べ
た
統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
の
策
定
目
的
と
同
様
、
連
邦
取
引
委
員
会
に
お
い
て
も
、
競
業
禁
止

条
項
に
対
し
て
は
、
容
易
に
理
解
で
き
る
内
容
の
、
統
一
的
な
規
制
の
必
要
性
が
あ
る
と
分
析
さ
れ
た（

（8
（

。
連
邦
取
引
委
員
会
の
推
計

に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
労
働
者
の
お
よ
そ
五
人
に
一
人
に
当
た
る
約
三
〇
〇
〇
万
人
が
競
業
禁
止
条
項
の
対
象
に
な
っ
て

い
る（

（8
（

と
こ
ろ
、
州
法
の
内
容
を
前
提
に
し
た
と
し
て
、
当
然
、
そ
の
全
員
に
対
し
て
競
業
禁
止
条
項
が
有
効
に
な
る
わ
け
で
は
な
い

（
委
員
会
は
、
調
査
結
果
か
ら
競
業
禁
止
特
約
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
労
働
者
の
大
半
は
賃
金
水
準
が
比
較
的
低
い
労
働
者
と
推
測
し
て
い

る
（
（8
（

。）
が
、
有
効
に
な
ら
な
い
条
項
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
条
項
の
存
在
を
も
っ
て
転
職
や
起
業
が
阻
ま
れ
、
労
働
者
の
流
動
性
を
低

下
さ
せ
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（8
（

。
そ
の
背
景
に
は
、
多
く
の
労
働
者
が
競
業
禁
止
条
項
に
対
す
る
規
制
や
制
限
を
認

識
・
理
解
し
て
い
な
い
（
競
業
禁
止
条
項
を
全
面
的
に
禁
止
し
て
い
る
州
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州（

（8
（

に
お
い

て
も
、
四
五
・
一
％
の
事
業
場
に
お
い
て
競
業
禁
止
条
項
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
分
析
が
あ
る（

（8
（

。）
こ
と
と
、
使
用
者
が
労
働
者
側
の
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知
識
不
足
に
乗
じ
て
競
業
禁
止
条
項
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

（8
（

。
ま
た
、
州
ご
と
の
規
制
が
使
用
者
お
よ
び
労
働

者
の
双
方
に
混
乱
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
合
理
性
基
準
と
し
て
一
見
同
じ
よ
う
に
見
え
る
別

の
州
法
同
士
で
も
、
正
当
な
事
業
利
益
の
内
容
や
、
過
度
に
広
範
な
特
約
に
対
す
る
裁
判
所
の
特
約
修
正
権
限
の
有
無
・
範
囲
な
ど

相
違
が
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
州
際
的
な
相
違
は
、
労
働
者
に
と
っ
て
は
競
争
活
動
を
躊
躇
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
使
用
者
に

と
っ
て
も
、
近
年
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
増
加
と
あ
い
ま
っ
て
法
令
遵
守
の
費
用
を
増
加
さ
せ
る
要
因
と
な
り
う
る（

（8
（

。
競
業
禁
止
条

項
は
、
使
用
者
が
自
ら
に
よ
り
有
利
な
州
法
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
法
廷
地
あ
さ
り
（forum

-shopping

）
を
す
る
た
め
に
、
準
拠
法

選
択
条
項
や
法
廷
地
選
択
条
項
を
伴
う
場
合
も
多
い（

（9
（

が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
当
該
事
案
に
い
ず
れ
の
州
法
が
適
用
さ
れ
る
の
か
、
と
い

う
問
題
を
生
じ
さ
せ
、
競
業
禁
止
条
項
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
さ
ら
に
混
乱
さ
せ
て
い
る
。
法
廷
地
選
択
条
項
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
、

競
業
禁
止
条
項
を
め
ぐ
る
紛
争
に
対
応
す
る
労
働
者
の
負
担
も
大
き
な
も
の
と
な
る（

（9
（

。

　

本
規
則
は
、
連
邦
レ
ベ
ル
の
規
制
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
労
働
者
と
使
用
者
の
双
方
に
と
っ
て
理
解
し
や
す
く
、
使
用

者
が
、
労
働
者
を
違
法
な
競
業
禁
止
条
項
の
対
象
に
し
た
り
、
法
廷
地
あ
さ
り
を
し
た
り
す
る
危
険
性
を
下
げ
、
統
一
的
で
高
い
水

準
の
競
争
保
護
を
提
供
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る（

（9
（

。

3
　
概
　
要

　

本
規
則
は
、
連
邦
官
報
（Federal Register

）
掲
載
に
よ
る
公
布
か
ら
一
二
〇
日
後（

（9
（

の
二
〇
二
四
年
九
月
四
日
に
施
行
日
を
迎
え

た
（
九
一
〇
・
六
条（

（9
（

）。
本
規
則
は
、
退
職
後
の
競
業
禁
止
条
項
の
活
用
を
使
用
者
の
不
公
正
な
競
争
方
法
（
連
邦
取
引
委
員
会
法
五

条
⒜
項
一
号
違
反
）
と
し
て
広
く
禁
止
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
ま
ず
、
施
行
日
以

降
に
す
べ
て
の
「
労
働
者
」
と
「
競
業
禁
止
条
項
」
を
新
た
に
締
結
す
る
（enter
）
こ
と
、
ま
た
は
締
結
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、

不
公
正
な
競
争
方
法
と
な
る
。
②
次
に
、
❶
一
般
的
な
「
労
働
者
」
が
締
結
し
た
条
項
を
強
制
す
る
（enforce

）
こ
と
、
ま
た
は
強



18

法学研究 98 巻 2 号（2025：2）

制
し
よ
う
と
す
る
こ
と
と
、
そ
れ
が
当
該
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
と
述
べ
る
（represent

）
こ
と
は
、
不
公
正
な
競
争
方
法
と
な
る

一
方
、
❷
「
労
働
者
」
の
う
ち
「
上
級
幹
部
」
に
当
た
る
者
が
締
結
し
た
条
項
は
、
施
行
日
後
に
締
結
さ
れ
た
も
の
に
限
り
、
強
制

す
る
こ
と
・
強
制
し
よ
う
と
す
る
こ
と
や
、
そ
れ
が
適
用
さ
れ
る
と
述
べ
る
こ
と
が
、
不
公
正
な
競
争
方
法
に
該
当
す
る
。
③
さ
ら

に
、
②
❶
の
一
般
的
な
「
労
働
者
」
と
の
間
で
施
行
日
前
に
競
業
禁
止
条
項
を
締
結
し
た
者
は
、
本
規
則
の
施
行
日
ま
で
に
、
当
該

労
働
者
に
対
し
、
当
該
競
業
禁
止
条
項
が
強
制
さ
れ
な
い
こ
と
と
、
そ
れ
が
法
的
に
強
制
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
通
知
の
懈
怠
が
不
公
正
な
競
争
方
法
に
該
当
す
る
わ
け
で
は
な
い
。）。

　

競
業
禁
止
条
項
は
、
取
引
制
限
行
為
に
当
た
る
た
め
、
シ
ャ
ー
マ
ン
法
（Sherm

an A
ntitrust A

ct

（
（9
（

）
の
適
用
対
象
に
一
応
な
る
。

し
か
し
、
競
争
者
の
間
で
行
わ
れ
る
水
平
カ
ル
テ
ル
と
異
な
り
、
労
働
者
に
競
業
避
止
義
務
を
課
す
な
ど
の
垂
直
的
競
争
制
限
は
、

個
々
の
競
業
禁
止
条
項
の
使
用
に
せ
よ
、
単
一
企
業
に
よ
る
競
業
禁
止
条
項
の
使
用
に
せ
よ
、
関
連
す
る
労
働
市
場
や
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
市
場
に
お
け
る
競
争
全
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
そ
れ
が
シ
ャ
ー
マ
ン
法
に
違
反
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す

る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
連
邦
取
引
委
員
会
は
、
連
邦
取
引
委
員
会
法
五
条
に
よ
る
不
公
正

な
競
争
方
法
の
規
制
は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
法
に
よ
る
規
制
よ
り
も
包
括
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
規
則
に
よ
り
連
邦
取
引
委
員
会
法
五

条
の
規
制
を
及
ぼ
す
こ
と
と
し
た（

（9
（

。

　

前
記
1
の
通
り
、
連
邦
取
引
委
員
会
は
、
労
働
者
の
締
結
す
る
競
業
禁
止
条
項
が
使
用
さ
れ
た
個
別
の
事
案
に
つ
い
て
、
そ
の
使

用
が
使
用
者
の
不
公
正
な
競
争
方
法
に
該
当
す
る
と
判
断
し
、
同
意
命
令
を
発
し
た
例
が
あ
る（

（9
（

。
し
か
し
、
連
邦
取
引
委
員
会
は
、

本
規
則
を
制
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
う
し
た
個
別
の
事
案
ご
と
に
当
該
条
項
が
不
公
正
な
競
争
方
法
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
認

定
判
断
す
る
こ
と
な
く
、
本
規
則
を
介
し
て
、
労
働
者
に
対
し
て
競
業
禁
止
条
項
を
使
用
す
る
こ
と
が
不
公
正
な
競
争
方
法
に
該
当

す
る
と
い
う
統
一
的
な
基
準
を
定
め
た
。
連
邦
取
引
委
員
会
に
よ
れ
ば
、
同
委
員
会
は
、
連
邦
取
引
委
員
会
法
五
条
お
よ
び
六
条
⒢

項
に
よ
り
、
不
公
正
な
競
争
方
法
の
防
止
に
当
た
っ
て
規
則
を
公
布
す
る
権
限
を
付
与
さ
れ
て
お
り
、
本
規
則
は
、
こ
の
規
則
制
定
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権
限
に
基
づ
き
、
特
定
の
行
為
を
不
公
正
な
競
争
方
法
と
し
て
定
義
す
る
立
法
的
規
則
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（

（9
（

。

　

本
規
則
に
よ
る
統
一
的
基
準
を
定
め
た
理
由
と
し
て
、
連
邦
取
引
委
員
会
は
、
ま
ず
、
競
業
禁
止
条
項
が
経
済
全
体
に
蔓
延
し
て

お
り
、
競
業
禁
止
条
項
に
よ
る
労
働
市
場
、
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
け
る
競
争
条
件
へ
の
大
規
模
な
悪
影
響
に
対
処
す
る
に
は
、

個
別
事
案
ご
と
の
判
決
よ
り
も
規
則
制
定
の
ほ
う
が
効
率
的
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
そ
し
て
、
規
則
制
定
に
よ
り
、
競
業
禁
止
条

項
に
対
す
る
連
邦
取
引
委
員
会
五
条
の
適
用
に
つ
き
、
断
片
的
な
訴
訟
よ
り
も
明
確
で
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
方
法
で
通
知
が
な
さ
れ
、

す
べ
て
の
市
場
参
加
者
が
、
同
条
に
基
づ
く
義
務
を
よ
り
明
確
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
法
令
遵
守
も
容
易
に
な
り
、

必
要
な
証
明
が
簡
素
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
執
行
手
続
も
簡
素
化
さ
れ
る
、
と
説
明
し
て
い
る（

（9
（

。

　

個
別
訴
訟
だ
け
で
は
競
業
禁
止
条
項
に
よ
る
競
業
へ
の
悪
影
響
に
対
処
で
き
な
い
理
由
と
し
て
、
連
邦
取
引
委
員
会
は
、
多
く
の

労
働
者
に
と
っ
て
訴
訟
費
用
が
競
業
禁
止
条
項
を
争
う
こ
と
を
抑
止
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と（

（10
（

、
連
邦
取
引
委
員
会
や
州
司
法

長
官
な
ど
規
制
権
限
を
も
つ
公
的
執
行
機
関
に
よ
る
個
別
訴
訟
も
、（
本
規
則
が
な
い
と
す
る
と
）
件
数
の
多
い
競
業
禁
止
条
項
に
つ

い
て
詳
細
に
調
査
を
行
い
、
ご
く
一
部
の
違
法
な
競
業
禁
止
条
項
に
つ
い
て
訴
訟
を
提
起
す
る
、
と
い
う
よ
う
に
個
別
訴
訟
を
効
果

的
に
行
う
に
は
、
資
源
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と（

（10
（

も
指
摘
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
連
邦
取
引
委
員
会
は
、
競
業
禁
止
条
項
は
、
そ
の
当
事
者
で
は
な
い
、
他
の
労
働
者
や
他
の
企
業
、
消
費
者
、
経
済
に

重
大
な
損
害
（
負
の
外
部
性
）
を
も
た
ら
し
て
い
る
が
、
個
別
訴
訟
で
は
、
こ
の
損
害
に
対
処
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
、
と
説
明

す
る
。
す
な
わ
ち
、
州
法
で
用
い
ら
れ
て
い
る
合
理
性
基
準
は
、
一
般
的
に
、
使
用
者
の
事
業
上
の
利
益
、
労
働
者
へ
の
損
害
、
一

般
市
民
へ
の
損
害
を
考
慮
す
る
が
、
こ
の
基
準
で
は
、
競
業
禁
止
条
項
が
競
争
に
与
え
る
悪
影
響
に
よ
っ
て
他
の
労
働
者
や
他
の
企

業
、
消
費
者
、
経
済
が
被
る
損
害
は
考
慮
さ
れ
な
い（

（10
（

と
か
、
競
業
禁
止
条
項
に
よ
る
重
大
な
損
害
は
、
使
用
実
態
全
体
か
ら
生
じ
る

も
の
で
、
個
々
の
競
業
禁
止
条
項
の
使
用
で
は
把
握
で
き
な
い
可
能
性
が
高
い
、
と
い
っ
た
指
摘
が
あ
る（

（10
（

。

　

最
後
に
、
違
反
の
効
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。
不
公
正
な
競
争
方
法
に
該
当
し
て
連
邦
取
引
委
員
会
法
五
条
⒜
項
一
号
に
違
反
す
る



20

法学研究 98 巻 2 号（2025：2）

場
合
、
連
邦
取
引
委
員
会
は
、
同
法
の
手
続
に
則
っ
て
、
排
除
措
置
命
令
（order to cease and desist

）
を
発
出
す
る
権
限
を
有

す
る
（
同
法
五
条
⒝
項（

（10
（

）。
確
定
し
た
排
除
措
置
命
令
に
違
反
し
た
場
合
、
連
邦
政
府
司
法
長
官
は
民
事
訴
訟
を
提
起
し
て
、
命
令
違

反
に
つ
い
て
民
事
制
裁
金
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
五
条
⒧
項（

（10
（

）。
ま
た
、
確
定
し
た
排
除
措
置
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
、

合
衆
国
地
方
裁
判
所
で
の
訴
訟
に
お
い
て
、
差
止
命
令
そ
の
他
適
切
な
内
容
の
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
救
済
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
同
項（

（10
（

）。
他
方
で
、
同
法
五
条
⒜
項
違
反
の
行
為
に
つ
い
て
、
同
法
自
体
は
民
事
上
の
権
利
を
付
与
す
る
も
の
で
は
な
い（

（10
（

た
め
、
労

働
者
が
、
同
法
を
根
拠
に
、
使
用
者
に
対
し
て
違
法
行
為
の
差
止
め
や
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い（

（10
（

（
州
法
に
基
づ
く

権
利
救
済
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
後
記
㈡
3
⑶
）。
さ
ら
に
、
本
規
則
の
専
占
規
定
に
よ
り
、
本
規
則
は
、
本
規
則
に
よ
っ
て
不
公
正

な
競
争
方
法
に
当
た
る
行
為
を
許
容
し
、
こ
れ
を
有
効
と
す
る
州
法
に
優
先
し
、
こ
の
場
合
は
裁
判
所
も
そ
の
権
限
に
よ
っ
て
競
業

禁
止
条
項
を
有
効
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
競
業
禁
止
条
項
は
無
効
に
な
る
、
と
解
さ
れ
る
。

㈡
　
内
　
容

1
　
適
用
対
象

⑴　
「
労
働
者
」

　

本
規
則
の
適
用
を
受
け
、
保
護
さ
れ
る
の
は
、「
労
働
者
（w

orker

）」
で
あ
り
、
本
規
則
は
九
一
〇
・
一
条
で
次
の
よ
う
に
定
義

し
て
い
る
。

九
一
〇
・
一
条
（
定
義
）

　

本
款
に
お
い
て
、（
中
略
）

　
「
労
働
者
（W

orker

）」
は
、
有
給
か
無
給
か
を
問
わ
ず
、
働
い
て
い
る
も
し
く
は
過
去
に
働
い
て
い
た
自
然
人
を
意
味
し
、
労
働
者
の

肩
書
き
（title

）
ま
た
は
労
働
者
の
州
法
上
も
し
く
は
連
邦
法
上
の
地
位
（
被
用
者
（em

ployee

）、
独
立
契
約
者
（independent 
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contractor

）、
エ
ク
ス
タ
ー
ン
、
イ
ン
タ
ー
ン
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
実
習
生
（apprentice

）
も
し
く
は
個
人
事
業
主
（sole 

proprietor

）
で
あ
る
か
ど
う
か
を
含
む
が
、
こ
れ
ら
に
限
定
さ
れ
な
い
）
は
問
わ
れ
な
い
。
こ
の
労
働
者
と
い
う
用
語
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ジ
ー
ま
た
は
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
の
た
め
に
働
く
自
然
人
を
含
む
が
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
と
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
と
の
関
係
に
お
け
る

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
は
含
ま
な
い（

（10
（

。

　

本
規
則
の
「
労
働
者
」
に
被
用
者
の
ほ
か
に
独
立
契
約
者
な
ど
も
含
め
た
理
由
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

本
規
則
は
、
競
業
禁
止
条
項
が
役
務
提
供
者
の
転
職
や
起
業
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
使
用
を
広
く
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
役
務
提
供
者
が
被
用
者
で
あ
る
か
独
立
契
約
者
で
あ
る
か
に

よ
っ
て
は
、
使
用
者
が
、
そ
の
者
と
の
交
渉
力
の
不
均
衡
を
利
用
す
る
可
能
性
に
影
響
は
生
じ
ず
、
知
的
財
産
を
保
護
す
る
た
め
に

競
業
禁
止
条
項
よ
り
も
制
限
的
で
な
い
代
替
手
段
を
使
用
す
る
可
能
性
が
異
な
る
も
の
で
も
な
い
こ
と
か
ら
、
競
業
禁
止
条
項
の
競

争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
が
左
右
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い（

（11
（

。
二
〇
二
三
年
一
月
に
提
案
さ
れ
た
規
則
案
で
も
、
連
邦
取
引
委

員
会
は
、
公
正
労
働
基
準
法
（FLSA

：Fair Labor Standards A
ct

）
な
ど
の
定
義（

（11
（

に
従
っ
て
「
被
用
者
」
と
定
義
す
る
と
、
使

用
者
が
被
用
者
を
独
立
契
約
者
と
誤
分
類
す
る
（m

isclassify

）
こ
と
に
よ
り
、
本
規
則
の
規
制
を
回
避
す
る
こ
と
の
懸
念
を
示
し

て
、「
労
働
者
」
に
独
立
契
約
者
な
ど
を
含
め
る
と
定
め
て
い
た（

（11
（

。

　

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
関
係
に
お
け
る
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
に
つ
き
、
連
邦
取
引
委
員
会
は
、
使
用
者
と
労
働
者
と
の
間
の
関
係
よ
り

も
、
二
つ
の
事
業
者
間
の
関
係
に
類
似
し
て
い
る
と
理
解
し
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
は
、「
労
働
者
」
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
明
記

し
た
規
則
案（

（11
（

を
最
終
規
則
で
も
維
持
す
る
こ
と
と
し
た
。
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
と
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
と
の
間
の
競
業
禁
止
条
項
は
、

本
規
則
の
対
象
と
は
な
ら
ず
、
連
邦
反
ト
ラ
ス
ト
法
な
ど
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（

（11
（

。
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⑵　
「
競
業
禁
止
条
項
」

　

本
規
則
の
規
制
対
象
と
な
っ
て
い
る
「
競
業
禁
止
条
項
（N

on-com
pete clause

）」
に
つ
い
て
、
本
規
則
は
九
一
〇
・
一
条
で
次

の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

九
一
〇
・
一
条
（
定
義
）

　

本
款
に
お
い
て
、（
中
略
）

　
「
競
業
禁
止
条
項
（N

on-com
pete clause

）」
は
、

　

⑴　

次
に
掲
げ
る
行
為
に
つ
い
て
労
働
者
に
禁
止
し
、
労
働
者
に
違
約
金
を
課
し
（penalize

）、
ま
た
は
労
働
者
が
行
う
こ
と
を
阻
止

す
る
機
能
を
果
た
す
雇
用（

（11
（

の
条
項
（term

）
も
し
く
は
条
件
（condition

）
を
意
味
す
る
。

　
　

ⅰ　

当
該
条
項
も
し
く
は
条
件
を
含
む
雇
用
が
終
了
し
た
後
に
開
始
さ
れ
る
、
他
の
者
と
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
内
で
の
仕
事
（w

ork

）

を
求
め
、
ま
た
は
受
諾
す
る
こ
と

　
　

ⅱ　

当
該
条
項
も
し
く
は
条
件
を
含
む
雇
用
の
終
了
後
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
内
で
事
業
を
行
う
こ
と

　

⑵　

本
款
に
お
い
て
、
雇
用
の
条
項
も
し
く
は
条
件
は
、
書
面
で
あ
る
か
口
頭
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
契
約
条
項
（contractual 

term

）
や
職
場
規
則
（w
orkplace policy

）
を
含
む
が
、
そ
れ
ら
に
限
ら
れ
な
い（

（11
（

。（
後
略
）

ⅰ　

禁
止
さ
れ
る
条
項

　

本
規
則
に
お
い
て
は
、
競
業
禁
止
条
項
は
、
本
質
的
に
制
限
的
か
つ
排
他
的
な
行
為
で
あ
り
、
労
働
者
の
移
動
を
制
限
し
、
競
合

他
社
が
労
働
者
に
接
触
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
市
場
お
よ
び
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
で
競
争
条
件
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
傾
向
が
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
規
則
が
禁
止
し
て
い
る
競
業
禁
止
条
項
で
は
、
労
働
者
に
対
し
て

「
禁
止
し
て
い
る
」
の
か
、「
違
約
金
を
課
し
て
い
る
」
の
か
な
ど
の
競
業
制
限
の
方
法
で
は
な
く
、
労
働
者
が
退
職
後
に
他
の
者
の

た
め
に
働
こ
う
と
し
、
ま
た
は
事
業
を
開
始
し
よ
う
と
し
た
場
合
に
作
用
す
る
点
が
重
要
に
な
っ
て
い
る（

（11
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
定
義
に
お
け
る
「
違
約
金
を
課
す
」
に
は
、
約
束
さ
れ
て
い
た
報
酬
や
給
付
を
労
働
者
に
対
し
て
支
払
う
義
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務
を
労
働
者
が
競
業
し
た
場
合
に
は
消
滅
さ
せ
る
こ
と
や
、
労
働
者
が
競
業
し
な
か
っ
た
場
合
に
の
み
支
払
わ
れ
る
退
職
給
付
に
関

す
る
合
意（

（11
（

も
含
ま
れ
る（

（11
（

。
一
方
、
労
働
者
が
所
定
期
間
の
経
過
前
に
辞
職
し
た
場
合
に
ボ
ー
ナ
ス
の
返
還
を
義
務
付
け
る
条
項
は
、

返
還
額
が
支
給
さ
れ
た
ボ
ー
ナ
ス
の
金
額
を
超
え
ず
、
当
該
条
項
が
退
職
後
の
転
職
や
起
業
と
関
連
し
て
い
な
い
と
き
は
、
本
規
則

の
競
業
禁
止
条
項
に
は
当
た
ら
な
い（

（12
（

。

　

ま
た
、「
阻
止
す
る
機
能
を
果
た
す
」
と
は
、
一
号
ⅰ
お
よ
び
ⅱ
に
挙
げ
ら
れ
た
退
職
後
の
競
業
行
為
を
阻
止
す
る
機
能
を
果
た

す
ほ
ど
広
範
囲
の
活
動
を
制
限
す
る
場
合
を
指
す
。
秘
密
保
持
特
約
や
訓
練
費
用
返
還
合
意
、
勧
誘
禁
止
特
約
な
ど
は
、
労
働
者
が

退
職
後
に
他
の
者
と
の
仕
事
を
求
め
、
受
諾
す
る
こ
と
、
事
業
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
る
契
約
で
は
な
い
た
め
、
本
規
則
の
「
競
業
禁

止
条
項
」
の
定
義
の
下
で
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
内
容
が
過
度
に
広
範
囲
に
わ
た
る
場
合
な
ど
は
、
所
定

の
行
為
を
「
阻
止
す
る
機
能
を
果
た
す
」
も
の
と
判
断
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る（

（12
（

。
こ
れ
ら
の
特
約
が
「
阻
止
す
る
機
能
を
果
た
す
」

も
の
に
当
た
る
か
ど
う
か
は
、
特
約
を
め
ぐ
る
事
情
や
周
囲
の
市
場
の
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る（

（12
（

。
な
お
、
競
争
制
限
的
な

特
約
の
締
結
等
は
、
本
規
則
の
「
競
業
禁
止
条
項
」
に
該
当
し
な
い
と
し
て
も
、
連
邦
取
引
委
員
会
法
五
条
の
「
不
公
正
な
競
争
方

法
」
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
が
個
別
的
に
問
題
に
な
り
う
る（

（12
（

。

　

例
え
ば
、
秘
密
保
持
特
約
は
、
①
労
働
者
の
一
般
的
な
訓
練
、
知
識
、
技
能
も
し
く
は
経
験
か
ら
生
じ
た
情
報
、
ま
た
は
②
他
の

使
用
者
も
し
く
は
一
般
国
民
が
容
易
に
確
認
で
き
る
情
報
の
開
示
ま
で
は
制
限
し
て
い
な
い
場
合
は
、
本
規
則
の
「
競
業
禁
止
条

項
」
に
は
当
た
ら
な
い
（
統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
九
条（

（12
（

参
照
）
が
、
将
来
の
仕
事
（job

）
に
お
い
て
両
当
事
者
が
従
事
す
る
当
該

産
業
で
「
使
用
可
能
な
」
ま
た
は
そ
れ
に
「
関
連
す
る
」
一
切
の
情
報
の
開
示
を
禁
止
す
る
特
約
は
、
当
該
産
業
の
他
の
使
用
者
の

た
め
に
働
く
こ
と
を
事
実
上
阻
止
す
る
も
の
と
し
て
、「
阻
止
す
る
機
能
を
果
た
す
」
に
当
た
り
う
る
。
ま
た
、
労
働
者
が
在
職
中

に
獲
得
し
た
情
報
や
知
識
を
、
公
開
さ
れ
て
い
る
情
報
も
含
め
、
開
示
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
特
約
も
、
過
度
に
広
範
囲
で
あ
る
が

ゆ
え
に
、
同
じ
分
野
の
他
の
使
用
者
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
「
阻
止
す
る
機
能
を
果
た
」
し
て
い
る
こ
と
に
な
る（

（12
（

。
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ガ
ー
デ
ン
リ
ー
ヴ
に
つ
い
て
、
多
義
的
な
概
念
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
連
邦
取
引
委
員
会
法
は
、
一
般
的
な
理
解
は
示
し
て
い
な

い
が
、
労
働
者
が
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
、
同
額
の
年
間
報
酬
お
よ
び
給
付
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
な
方
法
が
と
ら
れ
た
場
合
は
、
雇
用

後
の
競
争
制
限
に
当
た
ら
な
い
た
め
、
本
規
則
の
競
業
禁
止
条
項
で
は
な
い
、
と
説
明
し
て
い
る（

（12
（

。

ⅱ　

そ
の
他

　

本
規
則
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
業
務
ま
た
は
事
業
運
営
に
の
み
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
「
競
業
禁
止
条
項
」
の
定
義
に
お
い
て
示
さ
れ

て
い
る（

（12
（

。
し
た
が
っ
て
、
当
該
法
域
の
法
律
に
準
拠
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
本
規
則
自
体
は
、
使
用
者
が
ア
メ
リ
カ
国
外
で
就
労
す

る
こ
と
を
制
限
す
る
競
業
禁
止
条
項
を
使
用
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
世
界
的
に
事
業
を
展
開
し
、

競
争
し
て
い
る
企
業
は
、
既
に
複
数
の
法
域
の
法
律
に
準
拠
し
た
競
業
禁
止
条
項
を
作
成
し
て
い
る
が
、
連
邦
取
引
委
員
会
は
、
本

規
則
の
適
用
を
反
映
す
る
よ
う
に
競
業
禁
止
条
項
を
修
正
す
る
と
し
て
も
、
本
規
則
に
よ
る
影
響
で
大
き
な
問
題
は
生
じ
な
い
、
と

い
う
理
解
を
示
し
て
い
る（

（12
（

。

　

本
規
則
の
競
業
禁
止
条
項
は
、「
雇
用
の
条
項
も
し
く
は
条
件
（term

 or condition of em
ploym

ent

）」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
必
ず
し
も
「
契
約
条
件
（contractual term

）」
で
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
を
含
意
し
て
い
る（

（12
（

。
使
用
者
が
、
労
働
者

に
対
し
、
そ
の
退
職
後
に
他
の
雇
用
を
求
め
、
ま
た
は
受
諾
し
た
り
新
し
い
事
業
を
開
始
し
た
り
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
こ
と
で
、
競

争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
生
じ
る
の
は
、
競
業
制
限
が
正
式
な
契
約
条
件
と
し
て
定
め
ら
れ
た
場
合
に
限
ら
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
職
場
規
則
や
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
に
記
載
さ
れ
た
場
合
も
同
様
に
生
じ
う
る
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
規
則
で
は
、

二
号
で
、
契
約
条
件
だ
け
で
な
く
、
職
場
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
形
式
に
よ
る
競
業
制
限
の
条
項
ま
た
は
条
件
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を

明
確
に
し
た
。
併
せ
て
、
労
働
者
に
対
し
て
競
業
禁
止
条
項
の
適
用
対
象
で
あ
る
と
述
べ
る
こ
と
も
不
公
正
な
競
争
方
法
に
該
当
す

る
（
九
一
〇
・
二
条
⒜
項
一
号
・
二
号
）
こ
と
と
の
関
係
で
、
競
業
制
限
に
関
す
る
条
項
ま
た
は
条
件
の
説
明
は
、
書
面
の
み
な
ら
ず
、

口
頭
に
よ
る
場
合
も
、
本
規
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
明
確
に
定
め
た（

（13
（

。
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2
　
禁
止
内
容

⑴　

一
般
的
な
「
労
働
者
」
に
対
す
る
競
業
禁
止
条
項
の
制
限

　

本
規
則
は
、
前
記
㈠
3
の
通
り
、
退
職
後
の
競
業
禁
止
条
項
の
活
用
を
使
用
者
の
不
公
正
な
競
争
方
法
と
し
て
広
く
禁
止
し
、
そ

れ
を
統
一
的
な
基
準
と
し
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
ル
ー
ル
を
一
般
的
な
「
労
働
者
」
の
場
合
と
「
上
級
幹
部
」
の

場
合
と
に
分
け
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
一
般
的
な
労
働
者
が
締
結
す
る
競
業
禁
止
条
項
に
関
す
る
規
制
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

本
規
則
の
九
一
〇
・
二
条
⒜
項
一
号
が
、「
上
級
幹
部
以
外
の
労
働
者
」
に
対
す
る
不
公
正
な
競
争
方
法
に
関
し
、
次
の
よ
う
に
規

定
し
て
い
る
。

九
一
〇
・
二
条
（
不
公
正
な
競
争
方
法
）

⒜　
「
不
公
正
な
競
争
方
法
（U

nfair m
ethods of com

petition

）」

　

⑴　
「
上
級
幹
部
以
外
の
労
働
者
」　

上
級
幹
部
以
外
の
労
働
者
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
行
為
が
不
公
正
な
競
争
方
法
に
当
た
る
。

　
　

ⅰ　

競
業
禁
止
条
項
を
締
結
し
（enter
）、
ま
た
は
締
結
し
よ
う
と
す
る
こ
と

　
　

ⅱ　

競
業
禁
止
条
項
を
強
制
し
（enforce
）、
ま
た
は
強
制
し
よ
う
と
す
る
こ
と

　
　

ⅲ　

当
該
労
働
者
が
競
業
禁
止
条
項
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
述
べ
る
（represent

）
こ
と（

（13
（

　

同
条
に
よ
れ
ば
、
①
施
行
日
（
二
〇
二
四
年
九
月
四
日
）
以
降
に
、「
上
級
幹
部
以
外
の
労
働
者
」（
以
下
、
本
稿
で
は
「
一
般
的
な

労
働
者
」
ま
た
は
単
に
「
労
働
者
」
と
も
い
う
。）
と
競
業
禁
止
条
項
を
新
た
に
締
結
す
る
こ
と
、
ま
た
は
締
結
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、

不
公
正
な
競
争
方
法
と
な
る
（
⒜
項
一
号
ⅰ
）。
②
施
行
日
前
に
締
結
さ
れ
た
も
の
も
含
め
、「
上
級
幹
部
以
外
の
労
働
者
」
と
の
間

で
締
結
し
た
競
業
禁
止
条
項
を
強
制
す
る
こ
と
、
ま
た
は
強
制
し
よ
う
と
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
当
該
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
と
述
べ

る
こ
と
も
、
不
公
正
な
競
争
方
法
と
な
る
（
⒜
項
一
号
ⅱ
・
ⅲ
）。
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ⅰ　

連
邦
取
引
委
員
会
法
五
条
に
基
づ
く
不
公
正
な
競
争
方
法
の
基
準

　

連
邦
取
引
委
員
会
は
、
前
記
㈠
1
で
挙
げ
た
個
別
の
競
業
禁
止
条
項
に
対
し
て
同
意
命
令
を
出
し
た
例（

（13
（

の
よ
う
に
、
通
常
は
、
不

公
正
な
競
争
方
法
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
個
別
に
審
査
す
る
が
、
本
規
則
は
、
統
一
的
な
基
準
と
し
て
競
業
禁
止
条
項
の
締
結
等

が
不
公
正
な
競
争
方
法
に
な
る
こ
と
を
定
め
た
。
そ
し
て
、
連
邦
取
引
委
員
会
は
、
そ
の
よ
う
に
不
公
正
な
競
争
方
法
に
当
た
る
と

い
え
る
た
め
の
基
準
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
連
邦
取
引
委
員
会
は
、
あ
る
行
為
が
不
公
正
な
競
争
方
法
に
該
当
す
る
か
ど
う

か
を
判
断
す
る
に
当
た
り
、（
Ａ
）
当
該
行
為
が
市
場
の
状
況
で
は
な
く
、「
競
争
方
法
」
で
あ
る
か
ど
う
か
、（
Ｂ
）
当
該
行
為
が

「
不
公
正
」
か
ど
う
か
、
す
な
わ
ち
、
能
率
競
争
（com

petition on the m
erits

）
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
の
二
点
を
評

価
す
る
。
そ
し
て
、（
Ｂ
）
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
、
⒜
当
該
行
為
に
不
公
正
さ
の
徴
候
（Indicia of unfairness

）
が
あ
る
か
ど
う

か
、
⒝
当
該
行
為
が
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
が
あ
る
か
ど
う
か
、
の
二
点
を
考
慮
す
る
。
⒜
は
、
当
該
行
為
が
強
制
的

（coercive

）、
搾
取
的
（exploitative
）、
共
謀
的
（collusive

）、
濫
用
的
（abusive

）、
欺
瞞
的
（deceptive

）、
略
奪
的

（predatory

）
で
あ
る
程
度
、
ま
た
は
同
様
の
性
質
の
経
済
力
の
使
用
を
伴
う
程
度
か
ら
判
断
さ
れ
る
。
⒝
は
、
当
該
行
為
の
性
質

お
よ
び
傾
向
に
焦
点
を
当
て
る
も
の
で
あ
り
、
当
該
行
為
が
特
定
の
状
況
に
お
い
て
直
接
的
に
現
実
の
損
害
を
引
き
起
こ
し
た
か
ど

う
か
に
は
左
右
さ
れ
な
い
た
め
、
市
場
の
画
定
や
市
場
支
配
力
、
現
在
の
反
競
争
的
効
果
な
ど
は
必
要
で
な
い（

（13
（

。
⒝
で
は
、
当
該
行

為
が
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
が
あ
る
か
ど
う
か
を
、
価
格
の
引
上
げ
や
、
生
産
量
の
減
少
、
選
択
肢
の
制
限
、
品
質
の

低
下
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
減
少
、
他
の
市
場
参
加
者
に
対
す
る
妨
害
ま
た
は
排
除
、
潜
在
的
な
ま
た
は
初
期
段
階
の
競
争
の
可
能

性
の
減
少
、
労
働
力
の
流
動
性
の
減
少
、
労
働
者
の
報
酬
の
抑
制
、
労
働
条
件
の
悪
化
な
ど
か
ら
分
析
す
る（

（13
（

。

ⅱ　

労
働
者
に
対
す
る
競
業
禁
止
条
項
の
使
用
と
不
公
正
な
競
争
方
法

　

連
邦
取
引
委
員
会
は
、
以
上
の
枠
組
み
に
沿
っ
て
、
上
級
幹
部
以
外
の
労
働
者
に
対
す
る
競
業
禁
止
条
項
の
使
用
は
、「
❶
労
働

市
場
に
お
け
る
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
が
あ
る
①
制
限
的
（restrictive

）
か
つ
排
他
的
な
（exclusionary

）
行
為
」
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で
あ
り
、「
❷
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
け
る
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
が
あ
る
①
制
限
的
か
つ
排
他
的
な
行
為
」
で

あ
り
、「
❶
労
働
市
場
に
お
け
る
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
が
あ
る
②
搾
取
的
か
つ
強
制
的
な
行
為
」
で
あ
り
、「
❷
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
け
る
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
が
あ
る
②
搾
取
的
か
つ
強
制
的
な
行
為
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

不
公
正
な
競
争
方
法
で
あ
る
、
と
判
断
し（

（13
（

、
九
一
〇
・
二
条
⒜
項
一
号
を
制
定
し
た
。

　

連
邦
取
引
委
員
会
は
、
第
一
に
、（
Ａ
）
競
業
禁
止
条
項
の
使
用
は
、
単
な
る
市
場
の
条
件
で
は
な
く
、
市
場
に
お
い
て
行
為
者

が
行
う
特
定
の
行
為
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
競
争
方
法
」（
連
邦
取
引
委
員
会
法
五
条
）
に
当
た
る
、
と
判
断
し
た（

（13
（

。
第
二
に
、（
Ｂ
）

⒜
競
業
禁
止
条
項
の
使
用
は
、
以
下
の
①
②
で
述
べ
る
理
由
に
よ
り
、
制
限
的
か
つ
排
他
的
な
行
為
で
あ
る
（
①
）
と
と
も
に
、
搾

取
的
か
つ
強
制
的
な
行
為
で
あ
る
（
②
）
こ
と
か
ら
、
表
面
上
（facially

）「
不
公
正
」（
同
条
）
で
あ
る
、
と
判
断
し
た（

（13
（

。
第
三
に
、

（
Ｂ
）
⒝
競
業
禁
止
条
項
は
、
労
働
市
場
に
お
け
る
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
が
あ
る
（
❶
）
と
と
も
に
、
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
市
場
に
お
け
る
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
も
あ
る
（
❷
）、
と
判
断
し
た（

（13
（

。
そ
の
理
由
は
以
下
の
❶
❷
で
述
べ
る
通

り
で
あ
る
。

①　

競
業
禁
止
条
項
の
使
用
は
「
制
限
的
」
か
つ
「
排
他
的
」
行
為

　

大
半
の
労
働
者
に
と
っ
て
、
退
職
後
の
最
も
自
然
な
選
択
肢
は
、
雇
用
で
あ
れ
ば
、
同
一
地
域
で
の
同
一
分
野
で
の
就
労
で
あ
り
、

起
業
で
あ
れ
ば
、
同
一
分
野
で
の
事
業
開
始
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
競
業
禁
止
条
項
が
ま
ず
妨
げ
る
典
型
的
な
活
動
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
競
業
禁
止
条
項
は
、
労
働
者
が
使
用
者
で
あ
っ
た
者
と
競
争
す
る
能
力
を
著
し
く
制
限
す
る
「
制
限
的
」
な
行
為
で

あ
る
。
加
え
て
、
労
働
者
が
競
業
禁
止
条
項
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
場
合
、
競
合
他
社
も
ま
た
、
そ
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
能
力
を

損
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、
あ
る
市
場
に
お
け
る
多
く
の
労
働
者
が
そ
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
市
場
に

お
い
て
企
業
が
進
出
す
る
能
力
や
起
業
家
が
事
業
を
開
始
す
る
能
力
が
損
な
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
競
業
禁
止
条
項
は
、
競
合
他
社

の
機
会
を
損
な
う
点
で
「
排
他
的
」
な
行
為
で
も
あ
る（

（13
（

。
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②　

競
業
禁
止
条
項
の
使
用
は
「
搾
取
的
」
か
つ
「
強
制
的
」
行
為

　
「
上
級
幹
部
」
以
外
の
一
般
的
な
労
働
者
に
対
す
る
競
業
禁
止
条
項
の
使
用
は
、
優
越
的
地
位
に
あ
る
当
事
者
に
よ
り
、
通
常
、

有
意
義
な
交
渉
や
代
償
な
し
に
一
方
的
に
課
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
労
働
者
を
劣
悪
な
仕
事
に
足
止
め
し
、
労
働
者
に
深
刻

な
損
害
と
費
用
を
負
担
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
搾
取
的
」
か
つ
「
強
制
的
」
な
行
為
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
競
業
禁
止
条
項
が
一
方
的
に
課
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

上
級
幹
部
に
は
当
た
ら
な
い
大
半
の
労
働
者
が
、
そ
の
仕
事
か
ら
得
ら
れ
る
収
入
に
依
存
し
て
お
り
、
失
職
や
就
労
機
会
の
喪
失
に

よ
る
労
働
者
へ
の
経
済
的
打
撃
は
深
刻
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
般
的
に
、
労
働
者
や
求
職
者
の
喪
失
が
使
用
者
に
も
た
ら
す
経
済
的

打
撃
よ
り
も
、
労
働
者
が
受
け
る
も
の
の
ほ
う
が
は
る
か
に
大
き
い
。
し
た
が
っ
て
、
使
用
者
は
労
働
者
よ
り
も
交
渉
力
が
大
幅
に

強
い（

（14
（

。
ま
た
、
労
働
市
場
に
お
い
て
も
、
労
働
者
は
、
他
の
労
働
者
の
収
入
や
自
ら
の
労
働
力
に
対
す
る
競
争
力
あ
る
賃
金
に
関
す

る
知
識
が
な
い
な
ど
、
企
業
と
比
べ
て
も
っ
て
い
る
情
報
量
が
少
な
く
、
職
場
や
職
業
を
素
早
く
変
更
す
る
能
力
も
限
定
的
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
企
業
が
大
き
な
市
場
力
を
も
っ
て
い
る（

（14
（

。
そ
し
て
、
連
邦
取
引
委
員
会
は
、
使
用
者
が
、
一
般
的
な
労
働
者
に
対
し
て

課
せ
ら
れ
た
競
業
禁
止
条
項
に
関
し
、
労
働
市
場
に
お
い
て
相
当
の
市
場
力
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
、
実
際
に
日
常
的
に
そ
う
し

て
い
る
、
と
判
断
し
た
。
競
業
禁
止
条
項
を
め
ぐ
る
交
渉
で
は
、
使
用
者
は
、
個
々
の
労
働
者
よ
り
も
交
渉
の
経
験
と
技
術
が
豊
富

で
あ
り
、
使
用
者
側
が
競
業
禁
止
条
項
の
ひ
な
形
を
提
示（

（14
（

し
て
も
、
労
働
者
側
は
、
そ
れ
を
読
ま
な
い
こ
と
が
多
く
、
競
業
禁
止
条

項
に
つ
い
て
交
渉
し
た
り
、
そ
の
見
直
し
に
つ
い
て
弁
護
士
に
依
頼
し
た
り
す
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
い（

（14
（

。
さ
ら
に
、
労
働
者
の
多

く
は
、
具
体
的
な
競
業
禁
止
条
項
が
有
効
か
ど
う
か
、
競
業
禁
止
条
項
を
締
結
し
た
場
合
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
発
生
す
る
の
か
を

理
解
す
る
た
め
の
法
的
知
識
を
も
っ
て
い
な
い（

（14
（

。
こ
の
よ
う
に
、
使
用
者
は
、
上
級
幹
部
以
外
の
一
般
的
な
労
働
者
に
対
し
、
ほ
と

ん
ど
の
場
合
、
労
働
者
が
よ
り
良
い
仕
事
を
得
る
た
め
に
退
職
し
た
り
競
争
に
従
事
し
た
り
す
る
こ
と
を
大
幅
に
制
限
す
る
た
め
に
、

競
業
禁
止
条
項
を
一
方
的
に
課
す
こ
と
に
よ
り
、
優
越
的
地
位
を
濫
用
し
て
い
る
（exploit

）
も
の
と
判
断
さ
れ
た（

（14
（

。
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次
に
、
競
業
禁
止
条
項
が
労
働
者
を
劣
悪
な
仕
事
に
足
止
め
し
、
労
働
者
に
深
刻
な
損
害
と
費
用
を
負
担
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
者
が
望
ま
な
い
仕
事
に
と
ど
ま
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
一
定

期
間
、
そ
の
業
界
を
離
れ
る
、
転
居
す
る
、
競
業
禁
止
条
項
に
違
反
し
て
高
額
か
つ
長
期
に
及
ぶ
訴
訟
の
リ
ス
ク
に
直
面
す
る
な
ど

の
深
刻
な
損
害
や
費
用
を
負
担
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
労
働
者
に
強
い
る
た
め
、
搾
取
的
か
つ
強
制
的
で
あ
る
。
そ
し
て
、
競
業

禁
止
条
項
は
、
強
い
強
迫
的
効
果
（in terrorem

 effect

）
を
発
揮
す
る
と
も
認
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
者
は
使
用
者

か
ら
提
起
さ
れ
る
訴
訟
に
長
期
間
に
わ
た
っ
て
防
御
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
に
金
銭
的
に
破
綻
し
た
り
、
そ
の
職
業
上
の
評
判

を
失
墜
し
た
り
す
る
こ
と
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
競
業
禁
止
条
項
が
過
度
に
広
範
ゆ
え
に
無
効
で
あ
る
と
考
え
た
と
し
て
も
、
労
働
者

を
足
止
め
し
、
上
記
損
害
や
費
用
の
負
担
を
強
い
る
効
果
を
も
っ
て
い
る（

（14
（

。

❶　

競
業
禁
止
条
項
は
労
働
市
場
に
お
け
る
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
が
あ
る

　

連
邦
取
引
委
員
会
は
、
競
業
禁
止
条
項
が
労
働
者
と
使
用
者
と
の
間
の
効
率
的
な
結
合
を
阻
害
す
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
市
場
に

お
け
る
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
が
あ
る
、
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

労
働
市
場
は
、
労
働
者
と
使
用
者
を
結
合
さ
せ
る
こ
と
で
機
能
す
る
と
こ
ろ
、
競
争
的
な
労
働
市
場
で
は
、
労
働
者
は
、
自
分
の
技

能
と
時
間
を
使
用
者
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
仕
事
（
賃
金
、
労
働
時
間
な
ど
の
労
働
条
件
、
満
足
度
）
を
求
め
て
競
争
す
る

一
方
で
、
使
用
者
は
、
よ
り
良
い
賃
金
、
給
付
そ
の
他
の
仕
事
の
満
足
度
に
つ
な
が
る
要
素
（
現
在
の
労
働
者
を
引
き
留
め
る
た
め
に

は
昇
給
、
昇
進
な
ど
）
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
労
働
力
を
求
め
て
競
争
し
て
い
る（

（14
（

。
参
入
し
て
い
る
労
働
者
と
使
用
者
の

数
が
多
く
、
双
方
に
と
っ
て
競
合
す
る
選
択
肢
が
多
い
ほ
ど
、
結
合
は
よ
り
強
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
競
争
的
な
労
働
市
場
に
と
っ

て
の
重
要
な
要
素
は
自
由
な
労
働
力
移
動
で
あ
る
。
し
か
し
、
競
業
禁
止
条
項
は
、
使
用
者
の
競
合
他
社
が
申
し
出
て
い
る
、
よ
り

良
い
仕
事
を
労
働
者
が
受
諾
し
た
い
と
思
っ
て
も
、（
そ
の
申
し
出
が
競
業
禁
止
条
項
の
範
囲
内
の
雇
用
で
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
労
働
者
が

そ
の
範
囲
外
だ
と
確
信
を
も
て
な
い
場
合
、）
そ
れ
を
阻
止
す
る
の
で
、
競
争
過
程
を
通
じ
た
労
働
者
と
使
用
者
と
の
効
率
的
な
結
合
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を
阻
害
す
る
。
使
用
者
も
、
競
業
禁
止
条
項
に
よ
り
、
優
れ
た
労
働
者
を
獲
得
す
る
た
め
の
競
争
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
労
働
者
も
、
労
働
市
場
に
参
入
し
な
い
か
、
参
入
し
た
と
し
て
も
、
競
業
禁
止
条
項
に
よ
っ
て
自
ら
の
専

門
分
野
を
離
れ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
生
産
性
の
低
い
仕
事
に
就
く
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
競
業
禁
止
条
項
が
労
働
市

場
に
お
け
る
競
争
過
程
を
阻
害
し
た
結
果
、
労
働
者
の
収
入
や
新
規
事
業
の
設
立
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
悪
影
響
が
生
じ
て
い

る
。
よ
っ
て
、
競
業
禁
止
条
項
は
、
労
働
市
場
に
お
け
る
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
、
と
判
断
さ
れ
た（

（14
（

。

　

競
業
禁
止
条
項
が
労
働
市
場
に
お
け
る
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
理
由
の
一
つ
が
、
そ
れ
が
労

働
力
の
流
動
性
を
抑
制
す
る
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
競
業
禁
止
条
項
を
め
ぐ
る
訴
訟
の
高
い
費
用
と
複
雑
さ
は
、
労
働
者
に
対

し
て
萎
縮
効
果
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
が
有
効
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
競
業
禁
止
条
項
の
存
在
自
体
が
労
働
者
の
転
職
や
起
業
を

阻
止
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
競
業
禁
止
条
項
は
労
働
力
の
流
動
性
に
対
す
る
強
迫
的
効
果
を
伴
う
た
め
、
と
説
明
さ
れ
て

い
る（

（14
（

。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
連
邦
取
引
委
員
会
は
、
競
業
禁
止
条
項
に
対
す
る
規
制
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
そ
の
強
制

（enforcem
ent

）
を
禁
止
す
る
だ
け
で
は
足
り
ず
、
容
易
に
理
解
で
き
る
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
の
統
一
的
な
規
制
が
必
要
で
あ
る
（
前

記
二
㈠
2
）
と
考
え
て
い
る（

（15
（

。

　

加
え
て
、
競
業
禁
止
条
項
に
よ
る
労
働
力
の
流
動
性
の
低
下
は
、
労
働
者
の
収
入
も
抑
制
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
も
、

競
業
禁
止
条
項
に
は
労
働
市
場
に
お
け
る
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
が
あ
る
、
と
分
析
さ
れ
て
い
る（

（15
（

。
そ
の
分
析
に
当
た

り
、
連
邦
取
引
委
員
会
は
、
競
業
禁
止
条
項
が
、
有
利
な
労
働
市
場
の
作
用
を
通
じ
て
よ
り
高
い
賃
金
を
得
る
労
働
者
の
能
力
を
制

限
し
て
い
る
と
の
調
査
結
果（

（15
（

や
、
ア
メ
リ
カ
全
土
的
に
競
業
禁
止
条
項
を
禁
止
し
た
場
合
に
平
均
収
入
が
お
よ
そ
三
～
一
四
％
増
加

す
る
と
い
う
推
計（

（15
（

な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
競
業
禁
止
条
項
は
、
労
働
者
が
労
働
条
件
の
よ
り
良
い
使
用
者
で
の
雇
用
を
求

め
た
り
、
使
用
者
が
労
働
条
件
を
改
善
し
て
そ
の
引
き
留
め
を
し
よ
う
と
し
た
り
す
る
競
争
過
程
を
阻
害
す
る
た
め
、
労
働
者
の
賃

金
以
外
の
労
働
条
件
も
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
そ
の
観
点
か
ら
も
、
労
働
市
場
に
お
け
る
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
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傾
向
が
あ
る
、
と
判
断
さ
れ
て
い
る（

（15
（

。

❷　

競
業
禁
止
条
項
は
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
け
る
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
が
あ
る

　

新
規
事
業
の
開
始
は
、
集
中
を
減
ら
し
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
市
場
に
投
入
し
、
既
存
の
会
社
に
対
し
て
現
状
維
持
で
は
な
く
、

新
企
業
の
ア
イ
デ
ア
に
対
応
す
る
こ
と
を
迫
る
こ
と
で
競
争
を
促
進
さ
せ
る
。
ま
た
、
新
規
事
業
は
、
雇
用
も
創
出
す
る
点
で
、
景

気
後
退
に
対
す
る
耐
性
も
比
較
的
強
い
。
そ
の
新
規
事
業
は
、
起
業
家
に
よ
っ
て
新
し
い
企
業
が
設
立
さ
れ
る
か
、
既
存
の
企
業
か

ら
独
立
し
た
と
き
に
開
始
さ
れ
る
（spin off

）。
し
か
し
、
競
業
禁
止
条
項
は
、
新
規
事
業
の
設
立
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
阻
害
す

る
こ
と
に
よ
り
、
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
け
る
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
が
あ
る
、
と
判
断
さ
れ
た（

（15
（

。
さ
ら
に
、
競

業
禁
止
条
項
に
よ
る
新
規
事
業
の
設
立
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
阻
害
は
、
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
け
る
競
争
圧
力
を
減
少
さ
せ
、

製
品
の
品
質
と
消
費
者
の
選
択
を
低
下
さ
せ
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
点
で
も
、
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
け
る
競
争
条
件
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
が
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（15
（

。

　

競
業
禁
止
条
項
が
新
規
事
業
の
設
立
を
阻
害
す
る
の
は
、
競
業
禁
止
条
項
が
、
市
場
へ
の
潜
在
的
な
新
規
参
入
者
に
対
し
て
大
き

な
障
壁
を
作
る
と
と
も
に
、
熟
練
労
働
者
を
獲
得
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
て
競
合
他
社
の
成
長
能
力
を
阻
害
す
る
た
め
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
新
規
事
業
の
多
く
は
、
同
じ
産
業
に
お
い
て
新
会
社
を
設
立
す
る
た
め
に
退
職
し
た
労
働
者
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
競
業
禁
止
条
項
は
、
新
規
事
業
の
数
そ
の
も
の
を
減
ら
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
競
業
禁
止
条
項
は
、
才
覚
の
あ
る
労
働
者

を
足
止
め
す
る
の
で
、
潜
在
的
な
起
業
家
が
新
規
事
業
を
開
始
し
、
そ
の
事
業
を
拡
大
す
る
こ
と
を
阻
止
す
る
も
の
に
な
る（

（15
（

。

　

競
業
禁
止
条
項
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
阻
害
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
連
邦
取
引
委
員
会
は
、
そ
の
理
由
を
三
つ
挙
げ
て
い
る
。
そ

も
そ
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
革
新
）
と
は
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
に
よ
っ
て
新
し
い
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
た
り
、
既
存
の
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
が
改
良
さ
れ
た
り
す
る
過
程
を
い
い
、
こ
れ
に
よ
り
、
製
品
な
ど
の
品
質
向
上
と
価
格
低
下
が
も
た
ら
さ
れ
、
経
済
的

成
果
を
直
接
的
に
向
上
さ
せ
る
可
能
性
や
、
他
の
企
業
の
競
争
を
促
し
、
そ
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
改
善
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
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か
し
、
第
一
に
、
競
業
禁
止
条
項
は
、
労
働
者
が
革
新
的
な
ア
イ
デ
ア
を
追
求
で
き
る
新
規
事
業
の
開
始
を
阻
害
す
る
。
第
二
に
、

競
業
禁
止
条
項
は
、
労
働
者
と
使
用
者
と
の
間
の
効
率
的
な
結
合
を
阻
害
す
る
結
果
、
使
用
者
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
制
限
す

る
。
第
三
に
、
競
業
禁
止
条
項
は
、
労
働
者
の
企
業
間
移
動
を
減
少
さ
せ
、
企
業
間
の
知
識
の
流
れ
を
減
少
し
て
革
新
的
な
ア
イ
デ

ア
の
相
互
作
用
が
制
限
さ
れ
る（

（15
（

。

　

競
業
禁
止
条
項
は
、
新
規
事
業
の
設
立
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
阻
害
だ
け
で
な
く
、
産
業
集
中
を
よ
り
広
く
高
め
、
そ
れ
が
消
費

者
価
格
の
上
昇
に
つ
な
が
る
、
と
い
う
分
析
も
あ
る
。
支
配
的
企
業
が
、
競
業
禁
止
条
項
を
用
い
て
潜
在
的
な
競
合
他
社
が
才
覚
の

あ
る
労
働
者
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
を
制
限
す
れ
ば
、
対
抗
す
る
既
存
の
企
業
の
成
長
を
阻
害
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
競
業

禁
止
条
項
に
よ
っ
て
集
中
が
高
ま
れ
ば
、
企
業
間
の
競
争
が
減
っ
て
消
費
者
に
と
っ
て
の
価
格
が
上
昇
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
可
能

性
も
あ
る
。
競
業
禁
止
条
項
に
よ
っ
て
労
働
者
と
企
業
の
効
率
的
な
結
合
が
阻
害
さ
れ
れ
ば
、
企
業
に
お
け
る
労
働
力
の
生
産
性
が

低
下
し
、
価
格
上
昇
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
競
業
禁
止
条
項
に
よ
っ
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
阻
害
さ
れ
れ
ば
、
低

コ
ス
ト
製
品
や
よ
り
効
率
的
な
製
造
過
程
の
開
発
が
妨
げ
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る（

（15
（

。

ⅲ　

九
一
〇
・
二
条
⒜
項
一
号
の
解
釈

　

連
邦
取
引
委
員
会
は
、
以
上
の
分
析
・
検
討
の
結
果
、
九
一
〇
・
二
条
⒜
項
一
号
を
最
終
規
則
に
お
い
て
制
定
し
た
。
同
条
に
お

い
て
禁
止
さ
れ
る
行
為
は
、「
上
級
幹
部
」
以
外
の
一
般
的
な
労
働
者
と
の
関
係
で
、
競
業
禁
止
条
項
を
、
①
「
締
結
し
、
ま
た
は

締
結
し
よ
う
と
す
る
こ
と
」、
②
「
強
制
し
、
ま
た
は
強
制
し
よ
う
と
す
る
こ
と
」、
お
よ
び
、
③
そ
の
「
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
述

べ
る
（represent

）
こ
と
」
で
あ
る
。

　

①
で
「
締
結
」
の
み
な
ら
ず
、「
締
結
し
よ
う
と
す
る
こ
と
」
を
も
禁
止
し
た
趣
旨
は
、
競
業
禁
止
条
項
を
締
結
し
よ
う
と
す
る

試
み
に
は
依
然
と
し
て
競
争
を
抑
止
す
る
強
迫
的
効
果
が
伴
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
使
用
者
か
ら
競
業
禁
止
条
項
を

提
示
さ
れ
た
労
働
者
が
、
当
該
条
項
に
法
的
に
拘
束
さ
れ
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
な
い
場
合
を
想
定
し
た
も
の
で
、
そ
の
よ
う
な
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締
結
に
向
け
た
試
み
を
も
っ
て
、
前
記
の
よ
う
な
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
が
生
じ
う
る
、
と
考
え
ら
れ
た（

（16
（

。

　

②
で
は
、
具
体
的
に
は
、
裁
判
所
が
当
該
競
業
禁
止
条
項
を
執
行
す
る
終
局
命
令
を
発
し
な
い
と
し
て
も
、
使
用
者
が
競
業
禁
止

条
項
を
強
制
す
る
法
的
措
置
を
開
始
す
る
た
め
の
手
続
を
と
る
こ
と
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
る（

（16
（

。
本
規
則
は
、
一
般
的
な
労
働
者
が

施
行
日
前
に
締
結
し
た
競
業
禁
止
条
項
で
あ
っ
て
も
、
施
行
日
後
に
は
強
制
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
の
理
由

と
し
て
、
施
行
日
前
の
既
存
の
競
業
禁
止
条
項
も
、
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
（
前
記
ⅱ
❶
❷
）
こ
と
に
つ
い
て
、
新
た
に
締

結
さ
れ
る
競
業
禁
止
条
項
と
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
こ
と
、
一
般
的
な
労
働
者
に
と
っ
て
、
既
存
の
競
業
禁
止
条
項
は
競
争
に
対
し

て
深
刻
（acute

）
か
つ
継
続
的
な
（ongoing

）
損
害
を
与
え
る
と
と
も
に
、
退
職
後
の
競
争
活
動
を
制
限
す
る
こ
と
で
個
々
の
労

働
者
に
も
深
刻
か
つ
継
続
的
な
損
害
を
与
え
る
こ
と
、
一
般
的
な
労
働
者
と
の
間
の
競
業
禁
止
条
項
は
、
通
常
、
交
渉
の
対
象
に
な

ら
ず
、
有
意
義
な
代
償
も
受
け
ら
れ
な
い
（
後
記
⑵
ⅱ
参
照
）
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

（16
（

。

　

③
で
は
、
使
用
者
が
、
労
働
者
に
対
し
、
競
業
禁
止
条
項
の
履
行
を
強
制
す
る
と
脅
す
こ
と
や
、
競
業
禁
止
条
項
が
あ
る
こ
と
を

理
由
に
特
定
の
仕
事
の
機
会
を
求
め
る
べ
き
で
な
い
と
助
言
す
る
こ
と
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
規
制
は
、
使
用
者
が
競
業

禁
止
条
項
の
履
行
を
強
制
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
労
働
者
が
知
識
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
設
け
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
使
用
者
は
、
競
業
禁
止
条
項
が
当
該
州
法
の
下
で
無
効
と
な
る
場
合
で
も
、
労
働
者
の
多
く
が
そ
の
法
的

権
利
を
知
ら
な
い
こ
と
に
乗
じ
て
、
こ
れ
を
頻
繁
に
使
用
し
、
競
業
禁
止
条
項
の
対
象
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
は
競
業
禁

止
条
項
が
無
効
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
に
対
し
て
競
業
禁
止
条
項
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
と
述
べ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ

の
虚
偽
の
説
明
が
、
労
働
者
に
強
迫
的
効
果
を
も
た
ら
し
、
転
職
や
起
業
を
躊
躇
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る
競
争
へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
労
働
者
が
、
本
規
則
の
下
で
競
業
禁
止
条
項
が
執
行
不
能
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
使
用
者
か

ら
訴
訟
を
提
起
す
る
と
脅
さ
れ
れ
ば
、
訴
訟
に
か
か
る
費
用
や
期
間
を
心
配
し
、
転
職
や
起
業
を
躊
躇
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も

指
摘
し
て
い
る（

（16
（

。
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な
お
、
①
な
い
し
③
の
行
為
は
、
次
の
⑵
の
「
上
級
幹
部
」
と
の
競
業
禁
止
条
項
に
つ
い
て
も
、
競
業
禁
止
条
項
の
締
結
時
期
に

よ
り
禁
止
内
容
に
少
々
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
同
様
に
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
文
言
解
釈
も
共
通
し
て
い
る（

（16
（

。

⑵　
「
上
級
幹
部
」
に
対
す
る
競
業
禁
止
条
項
の
制
限

　

次
に
、「
上
級
幹
部
」
が
締
結
す
る
競
業
禁
止
条
項
に
関
す
る
規
制
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
本
規
則
の
九
一
〇
・
二
条
⒜
項
二
号

が
、「
上
級
幹
部
」
に
対
す
る
不
公
正
な
競
争
方
法
に
関
し
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

九
一
〇
・
二
条
（
不
公
正
な
競
争
方
法
）

⒜　
「
不
公
正
な
競
争
方
法
（U

nfair m
ethods of com

petition

）」

　

⑵　
「
上
級
幹
部
（senior executive

）」　

上
級
幹
部
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
行
為
が
不
公
正
な
競
争
方
法
に
当
た
る
。

　
　

ⅰ　

競
業
禁
止
条
項
を
締
結
し
、
ま
た
は
締
結
し
よ
う
と
す
る
こ
と

　
　

ⅱ　

本
規
則
施
行
日
よ
り
も
後
に
締
結
さ
れ
た
競
業
禁
止
条
項
を
強
制
し
、
ま
た
は
強
制
し
よ
う
と
す
る
こ
と

　
　

ⅲ　

競
業
禁
止
条
項
が
本
規
則
施
行
日
よ
り
も
後
に
締
結
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
上
級
幹
部
が
競
業
禁
止
条
項
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
と
述
べ
る
こ
と（

（16
（

　

同
条
に
よ
れ
ば
、
①
「
上
級
幹
部
」
で
あ
っ
て
も
、
施
行
日
（
二
〇
二
四
年
九
月
四
日
）
以
降
に
競
業
禁
止
条
項
を
新
た
に
締
結

す
る
こ
と
、
ま
た
は
締
結
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
不
公
正
な
競
争
方
法
と
な
る
（
⒜
項
二
号
ⅰ
）。
②
「
上
級
幹
部
」
と
の
間
の
競

業
禁
止
条
項
の
う
ち
施
行
日
以
降
に
締
結
さ
れ
た
も
の
に
限
り
、
こ
れ
を
強
制
す
る
こ
と
、
ま
た
は
強
制
し
よ
う
と
す
る
こ
と
、
そ

れ
が
当
該
上
級
幹
部
に
適
用
さ
れ
る
と
述
べ
る
こ
と
も
、
不
公
正
な
競
争
方
法
と
な
る
（
⒜
項
二
号
ⅱ
・
ⅲ
）。
他
方
、
施
行
日
前
に

上
級
幹
部
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
競
業
禁
止
条
項
を
強
制
す
る
こ
と
や
、
そ
れ
が
適
用
さ
れ
る
と
述
べ
る
こ
と
は
、
不
公
正
な
競
争

方
法
に
該
当
し
な
い
。
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ⅰ　

上
級
幹
部
労
働
者
に
対
す
る
競
業
禁
止
条
項
の
使
用
と
不
公
正
な
競
争
方
法

　

連
邦
取
引
委
員
会
は
、
前
記
⑴
ⅰ
の
枠
組
み
に
沿
っ
て
、
上
級
幹
部
に
対
す
る
競
業
禁
止
条
項
の
使
用
は
、「
❶
労
働
市
場
に
お

け
る
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
が
あ
る
①
制
限
的
か
つ
排
他
的
な
行
為
」
で
あ
り
、「
❷
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
け

る
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
が
あ
る
①
制
限
的
か
つ
排
他
的
な
行
為
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
不
公
正
な
競
争
方
法
で
あ
る
、

と
判
断
し（

（16
（

、
九
一
〇
・
二
条
⒜
項
二
号
を
制
定
し
た
。
た
だ
、
上
級
幹
部
に
対
す
る
競
業
禁
止
条
項
の
使
用
が
不
公
正
な
競
争
方
法

で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
主
た
る
理
由
は
、
後
者
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
け
る
競
争
条
件
に
及
ぼ
す
悪
影
響
の
ほ
う
に
あ
る（

（16
（

。

　

連
邦
取
引
委
員
会
は
、
第
一
に
、（
Ａ
）
上
級
幹
部
に
対
す
る
競
業
禁
止
条
項
の
使
用
は
、
一
般
的
な
労
働
者
の
場
合
と
同
じ
理

由
で
「
競
争
方
法
」（
連
邦
取
引
委
員
会
法
五
条
）
に
当
た
る
、
と
判
断
し
た（

（16
（

。
第
二
に
、（
Ｂ
）
⒜
競
業
禁
止
条
項
の
使
用
は
、
以

下
の
①
で
述
べ
る
理
由
に
よ
り
、
制
限
的
か
つ
排
他
的
な
行
為
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
表
面
上
「
不
公
正
」（
同
条
）
で
あ
る
、
と
判

断
し
た（

（16
（

。
第
三
に
、（
Ｂ
）
⒝
競
業
禁
止
条
項
は
、
以
下
の
❶
❷
で
述
べ
る
理
由
に
よ
り
、
労
働
市
場
に
お
け
る
競
争
条
件
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
傾
向
が
あ
る
（
❶
）
と
と
も
に
、
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
け
る
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
も
あ
る

（
❷
）、
と
判
断
し
た（

（17
（

。
一
方
、
上
級
幹
部
に
対
す
る
競
業
禁
止
条
項
の
使
用
は
、
一
般
的
な
労
働
者
と
は
異
な
り
、
搾
取
的
ま
た
は

強
制
的
な
行
為
に
は
当
た
ら
な
い
と
判
断
し
た（

（17
（

。
そ
の
理
由
は
以
下
の
②
の
通
り
で
あ
る
。

①　

競
業
禁
止
条
項
の
使
用
は
「
制
限
的
」
か
つ
「
排
他
的
」
行
為

　

上
級
幹
部
に
対
す
る
競
業
禁
止
条
項
も
、
他
の
一
般
的
な
労
働
者
の
場
合
（
前
記
⑴
ⅱ
①
）
と
同
様
、
競
争
活
動
を
制
限
す
る
も

の
で
、
そ
の
性
質
は
「
制
限
的
」
で
あ
り
、
競
合
他
社
の
機
会
を
阻
害
す
る
た
め
、「
排
他
的
」
で
あ
る
。
し
か
も
、
上
級
幹
部
に

対
す
る
競
業
禁
止
条
項
は
、
特
に
有
害
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
上
級
幹
部
は
、
比
較
的
少
数
で
あ
る
上
、
高
い
割
合
で

競
業
禁
止
条
項
に
拘
束
さ
れ
て
お
り
（
市
場
の
労
働
者
の
多
く
が
競
業
禁
止
条
項
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
場
合
、
企
業
が
そ
の
市
場
に
進
出

す
る
能
力
や
起
業
家
が
そ
の
市
場
で
新
規
事
業
を
開
始
す
る
能
力
が
損
な
わ
れ
る（

（17
（

。）、
高
度
で
専
門
的
な
知
識
と
技
能
を
も
っ
て
い
る
も
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の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
既
存
の
企
業
や
潜
在
的
な
新
規
参
入
者
に
と
っ
て
、
幹
部
人
材
を
採
用
し
、
最
も
生
産
的
な
結
合
を
行

う
こ
と
は
極
め
て
困
難
に
な
る
、
と
い
う
問
題
が
生
じ
る（

（17
（

。

❶　

競
業
禁
止
条
項
は
労
働
市
場
に
お
け
る
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
が
あ
る

　

競
業
禁
止
条
項
は
、
労
働
者
が
退
職
後
に
転
職
・
起
業
す
る
こ
と
を
直
接
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
上
級
幹
部
の
労
働

力
の
流
動
性
を
低
下
さ
せ
る
。
こ
の
点
は
、
一
般
的
な
労
働
者
の
流
動
性
が
低
下
す
る
の
と
同
じ
理
由
で
あ
る
（
前
記
⑴
ⅱ
❶
）。
ま

た
、
競
業
禁
止
条
項
に
よ
っ
て
上
級
幹
部
と
企
業
と
の
間
の
効
率
的
な
結
合
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
で
上
級
幹
部
の
収
入
が
減
少
す
る

の
も
、
一
般
的
な
労
働
者
と
同
様
の
理
由
で
あ
る（

（17
（

。

❷　

競
業
禁
止
条
項
は
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
け
る
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
が
あ
る

　

上
級
幹
部
に
対
す
る
競
業
禁
止
条
項
も
、
一
般
的
な
労
働
者
の
場
合
（
前
記
⑴
ⅰ
❷
）
と
同
様
、
新
規
事
業
の
設
立
や
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
阻
害
す
る
こ
と
に
よ
り
、
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
け
る
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
が
あ
る
、
と
判
断
さ
れ

た
。
し
か
も
、
そ
の
影
響
と
し
て
は
、
上
級
幹
部
が
新
規
事
業
の
設
立
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
で
あ

ろ
う
こ
と
か
ら
、
一
般
的
な
労
働
者
の
場
合
と
同
程
度
以
上
に
、
新
規
事
業
の
設
立
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
阻
害
す
る
可
能
性
が
あ

る
、
と
分
析
さ
れ
た（

（17
（

。

　

ま
ず
、
上
級
幹
部
は
、
戦
略
的
な
専
門
知
識
や
ビ
ジ
ネ
ス
感
覚
、
当
該
産
業
に
お
け
る
様
々
な
知
識
、
事
業
に
お
け
る
方
針
決
定

の
経
験
、
資
金
調
達
能
力
な
ど
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
た
め
、
新
規
事
業
を
設
立
す
る
上
で
特
に
適
し
た
立
場
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、

上
級
幹
部
と
の
競
業
禁
止
条
項
は
、
当
該
上
級
幹
部
本
人
に
よ
る
新
規
事
業
だ
け
で
な
く
、
他
の
起
業
家
に
よ
る
新
規
事
業
の
設
立

を
も
阻
止
す
る
。
当
該
産
業
の
上
級
幹
部
の
多
く
が
競
業
禁
止
条
項
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
、
他
の
起
業
家
は
必
要
な
経
営

陣
を
編
成
で
き
ず
、
新
規
事
業
を
開
始
で
き
る
可
能
性
が
低
下
す
る
。
そ
し
て
、
競
業
禁
止
条
項
に
よ
り
新
規
事
業
の
設
立
が
阻
害

さ
れ
れ
ば
、
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
で
の
新
規
参
入
者
に
よ
る
有
益
な
競
争
が
奪
わ
れ
、
価
格
の
低
下
や
製
品
品
質
の
向
上
に
よ
る
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消
費
者
の
利
益
が
も
た
ら
さ
れ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る（

（17
（

。

　

次
に
、
前
記
⑴
ⅱ
❶
で
も
述
べ
た
通
り
、
労
働
市
場
は
、
労
働
者
と
使
用
者
と
の
結
合
に
よ
り
機
能
す
る
と
こ
ろ
、
上
級
幹
部
も

企
業
で
の
役
割
（role

）
を
め
ぐ
っ
て
競
争
し
、
企
業
も
上
級
幹
部
を
誘
引
す
る
た
め
に
競
争
し
、
上
級
幹
部
は
自
分
の
目
的
に
最

も
適
し
た
役
割
を
選
択
し
、
企
業
は
自
分
の
目
的
に
最
も
適
し
た
上
級
幹
部
を
選
択
す
る
。
そ
し
て
、
上
級
幹
部
は
、
企
業
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
こ
ろ
、
上
級
幹
部
と
企
業
の
結
合
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
れ
ば
、
生
産
性

や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
促
進
さ
れ
る
。
し
か
し
、
競
業
禁
止
条
項
に
よ
り
、
企
業
と
上
級
幹
部
と
の
効
率
的
な
結
合
が
阻
害
さ
れ
れ

ば
、
企
業
は
、
そ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
最
大
化
で
き
る
上
級
幹
部
を
雇
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
そ
の
結
果
、
消
費

者
に
利
益
を
も
た
ら
す
革
新
的
な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
す
る
企
業
の
能
力
も
妨
げ
ら
れ
る（

（17
（

。

②　

競
業
禁
止
条
項
の
使
用
は
「
搾
取
的
」
ま
た
は
「
強
制
的
」
行
為
で
は
な
い

　

連
邦
取
引
委
員
会
は
、
上
級
幹
部
に
対
す
る
競
業
禁
止
条
項
の
使
用
は
、「
搾
取
的
」
で
も
「
強
制
的
」
で
も
な
い
と
判
断
し
た

（
た
だ
し
、
上
級
幹
部
の
競
業
禁
止
条
項
の
使
用
が
す
べ
て
搾
取
的
ま
た
は
強
制
的
で
な
い
と
断
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く（

（17
（

、
上
級
幹
部
と

の
間
の
個
別
具
体
的
な
競
業
禁
止
条
項
が
搾
取
的
ま
た
は
強
制
的
で
あ
る
場
合
は
あ
り
う
る
。）。
こ
れ
は
、
高
い
賃
金
が
支
払
わ
れ
、
組

織
内
で
最
高
レ
ベ
ル
の
権
限
を
も
つ
上
級
幹
部
は
、
弁
護
士
の
力
も
借
り
な
が
ら
、
雇
用
条
件
を
交
渉
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
競
業

禁
止
条
項
に
関
連
し
て
、
搾
取
さ
れ
た
り
、
強
制
さ
れ
た
り
す
る
可
能
性
が
、
他
の
一
般
的
な
労
働
者
と
比
較
し
て
明
ら
か
に
低
い

た
め
で
あ
る（

（17
（

。
一
方
、
高
い
賃
金
が
支
払
わ
れ
て
い
て
も
、
高
い
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
労
働
者
は
、
使
用
者
の
競
業
禁
止
条

項
の
使
用
を
通
じ
て
搾
取
さ
れ
た
り
、
強
制
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
、
低
賃
金
労
働
者
は
、
そ
の
組
織
内
で
の
職
務
な
ど
に
関

係
な
く
、
競
業
禁
止
条
項
に
関
連
し
て
搾
取
ま
た
は
強
制
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
、
と
分
析
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
連
邦
取
引
委

員
会
は
、
単
に
職
名
の
み
か
ら
労
働
者
に
交
渉
力
が
あ
る
と
い
う
に
は
不
十
分
で
あ
り
、
低
賃
金
上
級
幹
部
は
、
他
の
一
般
的
な
労

働
者
と
同
じ
よ
う
に
、
搾
取
と
強
制
に
直
面
し
う
る
、
と
判
断
し
た（

（18
（

。
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ⅱ　

施
行
日
前
の
競
業
禁
止
条
項
の
許
容

　

本
規
則
で
は
、
上
級
幹
部
に
対
す
る
競
業
禁
止
条
項
に
も
、
前
記
ⅰ
❶
❷
の
よ
う
に
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
影
響
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
級
幹
部
の
競
業
禁
止
条
項
に
限
っ
て
、
施
行
日
前
に
締
結
さ
れ
た
も
の
は
そ
の
効
力
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

　

上
級
幹
部
は
、
前
記
ⅰ
②
の
通
り
、
一
般
的
な
労
働
者
と
比
べ
、
競
業
禁
止
条
項
に
関
連
し
て
搾
取
ま
た
は
強
制
さ
れ
る
可
能
性

が
非
常
に
低
く
、
し
た
が
っ
て
、
一
般
的
な
労
働
者
が
既
存
の
競
業
禁
止
条
項
に
よ
っ
て
現
在
被
っ
て
い
る
よ
う
な
深
刻
か
つ
継
続

的
な
、
個
人
的
な
損
害
を
受
け
る
可
能
性
も
非
常
に
低
い
、
と
考
え
ら
れ
た（

（18
（

（
前
記
⑴
ⅲ
も
参
照
）。
む
し
ろ
、
上
級
幹
部
は
、
一
般

的
な
労
働
者
と
比
べ
、
競
業
禁
止
条
項
を
め
ぐ
っ
て
交
渉
し
、
こ
れ
を
締
結
し
た
見
返
り
と
し
て
相
当
な
対
価
を
受
け
取
っ
て
い
る

可
能
性
が
高
い
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
公
正
な
交
渉
を
経
て
締
結
さ
れ
た
可
能
性
の
高
い
競
業
禁
止
条
項
を
覆
す
こ
と
は
、
使

用
者
と
上
級
幹
部
と
の
間
の
再
交
渉
な
ど
を
迫
る
こ
と
に
な
り
、
か
え
っ
て
混
乱
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た（

（18
（

。
そ
こ
で
、

連
邦
取
引
委
員
会
は
、
既
存
の
上
級
幹
部
と
の
競
業
禁
止
条
項
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
後
も
効
力
を
残
存
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
そ

し
て
、
連
邦
取
引
委
員
会
は
、
上
級
幹
部
と
の
競
業
禁
止
条
項
が
競
争
条
件
に
及
ぼ
す
悪
影
響
も
、
そ
の
競
業
禁
止
条
項
の
期
限
が

切
れ
る
に
つ
れ
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
解
消
さ
れ
て
い
く
、
と
説
明
し
て
い
る（

（18
（

。

ⅲ　

上
級
幹
部
労
働
者
の
意
義

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
規
則
で
は
、「
上
級
幹
部
」
に
は
一
般
的
な
「
労
働
者
」
と
は
異
な
る
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

の
「
上
級
幹
部
」
の
概
念
に
つ
き
、
九
一
〇
・
一
条
で
次
の
よ
う
な
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
。

九
一
〇
・
一
条
（
定
義
）

　

本
款
に
お
い
て
、（
中
略
）

　
「
役
員
（O

ffi
cer

）」
は
、
社
長
、
副
社
長
、
秘
書
役
（secretary

）、
財
務
部
長
（treasurer

）
ま
た
は
主
席
財
務
責
任
者
（principal 
financial offi

cer

）、
監
査
役
（com

ptroller

）
ま
た
は
主
席
会
計
責
任
者
（principal accounting offi

cer

）、
お
よ
び
、
法
人
化
さ
れ
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て
い
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
事
業
体
に
関
し
て
日
常
的
に
同
等
の
職
務
を
遂
行
す
る
自
然
人
を
意
味
す
る
。（
中
略
）

　
「
方
針
決
定
権
限
（Policy-m

aking authority

）」
は
、
事
業
体
ま
た
は
共
同
事
業
（com

m
on enterprise

）
の
重
要
な
側
面
を
管
理

す
る
方
針
決
定
を
行
う
最
終
的
な
権
限
を
意
味
す
る
が
、
当
該
方
針
決
定
に
対
す
る
助
言
も
し
く
は
影
響
力
の
行
使
に
限
定
さ
れ
た
権
限
ま

た
は
共
同
事
業
の
子
会
社
も
し
く
は
関
連
会
社
に
対
し
て
の
み
方
針
決
定
を
行
う
最
終
的
な
権
限
を
有
す
る
こ
と
は
含
ま
な
い
。

　
「
方
針
決
定
を
行
う
地
位
に
あ
る
者
（Policy-m

aking position

）」
は
、
事
業
体
の
社
長
、
最
高
経
営
責
任
者
も
し
く
は
こ
れ
に
相
当

す
る
者
、
方
針
決
定
権
限
を
も
つ
事
業
体
の
そ
の
他
の
役
員
、
ま
た
は
方
針
決
定
権
限
を
も
つ
役
員
と
同
様
に
事
業
体
に
対
す
る
方
針
決
定

権
限
を
も
つ
そ
の
他
の
自
然
人
を
意
味
す
る
。
共
同
事
業
の
一
部
で
あ
る
事
業
体
の
子
会
社
も
し
く
は
関
連
会
社
の
役
員
で
、
共
同
事
業
に

対
す
る
方
針
決
定
権
限
を
有
す
る
者
は
、
本
段
落
に
お
け
る
方
針
決
定
を
行
う
地
位
に
あ
る
者
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
共
同
事
業
に

対
す
る
方
針
決
定
権
限
を
も
た
な
い
自
然
人
は
、
そ
の
者
が
共
通
事
業
の
一
部
で
あ
る
事
業
体
の
子
会
社
ま
た
は
関
連
会
社
に
対
す
る
方
針

決
定
権
限
を
も
っ
て
い
て
も
、
方
針
決
定
を
行
う
地
位
に
あ
る
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。

　
「
前
年
（Preceding year

）」
は
、
直
前
の
五
二
週
の
年
、
直
前
の
暦
年
、
直
前
の
会
計
年
度
ま
た
は
雇
用
さ
れ
て
い
る
直
前
一
年
間
の

い
ず
れ
か
の
期
間
か
ら
者
（person

）
が
選
択
し
た
期
間
を
意
味
す
る
。

　
「
上
級
幹
部
（Senior executive

）」
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
も
満
た
す
労
働
者
を
意
味
す
る
。

　

⑴　

方
針
決
定
を
行
う
地
位
に
あ
る
者
に
あ
っ
た
こ
と

　

⑵　

雇
用
に
つ
い
て
次
の
い
ず
れ
か
を
者
か
ら
受
け
取
っ
た
こ
と

　
　

ⅰ　

一
五
万
一
一
六
四
ド
ル
以
上
の
前
年
の
年
間
総
報
酬

　
　

ⅱ　

前
年
の
一
部
の
期
間
の
み
雇
用
さ
れ
て
い
た
場
合
の
年
間
換
算
で
一
五
万
一
一
六
四
ド
ル
以
上
の
総
報
酬

　
　

ⅲ　

労
働
者
が
前
年
よ
り
前
に
退
職
し
て
お
り
、
競
業
禁
止
条
項
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
場
合
の
退
職
前
年
の
年
間
換
算
で
一
五
万
一

一
六
四
ド
ル
以
上
の
年
間
総
報
酬

　
「
年
間
総
報
酬
（T

otal annual com
pensation

）」
は
、
労
働
者
の
前
年
の
収
入
に
基
づ
く
。
年
間
総
報
酬
に
は
、
五
二
週
間
で
得
ら

れ
た
給
与
、
歩
合
、
非
裁
量
的
賞
与
お
よ
び
そ
の
他
の
非
裁
量
的
報
酬
が
含
ま
れ
う
る
。
年
間
総
報
酬
に
は
、29‌ CFR 541.606

で
定
義
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さ
れ
る
食
事
、
住
宅
そ
の
他
の
便
宜
（facility

）
は
含
ま
れ
ず
、
医
療
保
険
の
支
払
い
、
生
命
保
険
の
支
払
い
、
退
職
金
制
度
へ
の
拠
出

お
よ
び
そ
の
他
の
同
様
の
福
利
厚
生
費
用
も
含
ま
な
い
。（
後
略（

（18
（

）

　

前
記
ⅱ
の
通
り
、
上
級
幹
部
は
、
競
業
禁
止
条
項
を
め
ぐ
っ
て
有
意
義
な
代
償
に
つ
い
て
交
渉
し
た
可
能
性
が
高
く
、
搾
取
や
強

制
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
低
い
こ
と
か
ら
、
一
般
的
な
労
働
者
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
上
級
幹
部
」
の
定
義

も
、
そ
の
よ
う
な
者
を
一
般
的
な
「
労
働
者
」
か
ら
区
別
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
低
賃
金
労
働
者
は
も
ち

ろ
ん
、
比
較
的
高
い
賃
金
の
労
働
者
ま
た
は
熟
練
し
た
労
働
者
で
あ
っ
て
も
、
組
織
内
に
お
け
る
「
方
針
決
定
権
限
」
を
も
た
な
い

者
は
、
競
業
禁
止
条
項
を
め
ぐ
っ
て
有
意
義
な
対
価
を
受
け
ら
れ
ず
、
搾
取
や
強
制
を
受
け
る
懸
念
が
大
き
い
た
め
、「
上
級
幹
部
」

の
定
義
に
は
該
当
し
な
い
。「
上
級
幹
部
」
の
定
義
は
、
前
年
の
年
間
総
報
酬
が
十
五
万
一
一
六
四
ド
ル
以
上
の
収
入
な
ど
の
収
入

基
準
（earnings test

）
と
「
方
針
決
定
を
行
う
地
位
に
あ
る
者
に
あ
っ
た
こ
と
」
と
い
う
職
務
基
準
（job duties test

）
と
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
連
邦
取
引
委
員
会
は
、
本
規
則
の
「
上
級
幹
部
」
の
定
義
を
充
足
す
る
者
は
、
労
働
者
全
体
の
お
よ
そ
〇
・
七
五

％
で
あ
る
と
推
計
し
て
い
る
。
連
邦
取
引
委
員
会
が
、
こ
れ
ら
の
二
要
件
審
査
を
採
用
し
た
理
由
に
つ
き
、
こ
れ
が
競
業
禁
止
条
項

と
引
換
え
に
有
意
義
な
代
償
を
交
渉
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
労
働
者
の
集
団
を
、
管
理
し
や
す
い
方
法
で
最
も
よ
く
捕
捉
で
き
る

か
ら
、
と
説
明
し
て
い
る（

（18
（

。

　

ま
ず
、
収
入
基
準
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
客
観
的
で
あ
り
、
す
べ
て
の
利
害
関
係
人
に
と
っ
て
容
易
に
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
容
易
に
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
報
酬
の
基
準
額
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
利
害
関
係
人
は
基

準
額
を
下
回
る
労
働
者
の
職
務
を
職
務
基
準
の
下
で
評
価
す
る
こ
と
に
時
間
を
浪
費
せ
ず
に
済
み
、
利
害
関
係
人
の
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、
職
務
基
準
は
、
当
該
組
織
の
中
で
最
高
レ
ベ
ル
の
職
務
権
限
を
も
つ
者
な
ど
、
個
別
に
交
渉
さ
れ
た
合

意
を
締
結
す
る
可
能
性
の
高
い
者
を
識
別
で
き
る
よ
う
に
す
る
一
方
で
、
高
収
入
で
は
あ
る
が
、
競
業
禁
止
条
項
に
よ
り
搾
取
や
強

制
を
受
け
る
可
能
性
が
高
く
、
通
常
、
競
業
禁
止
条
項
に
つ
い
て
交
渉
し
な
い
者
が
定
義
に
含
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
と
な
っ
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て
い
る（

（18
（

。

　

二
号
の
収
入
基
準
の
う
ち
、
年
間
換
算
を
行
う
ⅱ
は
、
前
年
の
一
部
の
期
間
に
の
み
「
方
針
決
定
を
行
う
地
位
に
あ
る
者
に
あ
っ

た
」
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
、
前
年
の
途
中
で
、
雇
用
さ
れ
た
労
働
者
、
退
職
し
た
労
働
者
、
方
針
決
定
を
行
う
地
位
に
あ

る
者
に
昇
進
ま
た
は
そ
れ
か
ら
降
格
し
た
労
働
者
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ⅲ
で
は
、
一
年
以
上
前
に
使
用
者
を
退
職
し
た
が
、

期
間
を
一
八
か
月
間
と
す
る
競
業
禁
止
条
項
な
ど
に
よ
り
、
依
然
と
し
て
競
業
禁
止
条
項
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
場
合
を
想
定
し
、

退
職
前
一
年
間
の
年
間
総
報
酬
を
基
準
と
し
て
い
る（

（18
（

。
収
入
基
準
と
し
て
定
め
ら
れ
た
一
五
万
一
一
六
四
ド
ル
は
、
二
〇
二
三
年
に

お
け
る
全
国
で
の
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
す
る
給
与
所
得
者
の
年
間
総
報
酬
の
八
五
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル
値
で
あ
る（

（18
（

（
そ
の
上
位
の
一
五
％

が
一
五
万
一
一
六
四
ド
ル
以
上
と
い
う
こ
と
に
な
る
。）。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
労
働
省
が
、
二
〇
二
三
年
九
月
に
提
案
し
、
二
〇
二
四

年
四
月
二
三
日
に
採
択
さ
れ
た
、
公
正
労
働
基
準
法
（
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ａ
）
に
お
け
る
時
間
外
労
働
規
制
に
対
す
る
「
高
額
賃
金
エ
グ
ゼ
ン

プ
ト
（H

ighly Com
pensated Em

ployees
）」
の
適
用
除
外
の
俸
給
要
件
の
引
上
げ
（
二
〇
二
四
年
七
月
一
日
に
一
三
万
二
九
六
四
ド

ル
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
二
〇
二
五
年
九
月
一
日
に
一
五
万
一
一
六
四
ド
ル
に
引
き
上
げ
ら
れ
る（

（18
（

。）
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
連
邦
取
引

委
員
会
は
、
本
規
則
で
労
働
省
の
報
酬
要
件
を
借
用
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
労
働
省
が
高
額
賃
金
労
働
者
と
し
て
の
適
格
性
を
有
す

る
か
ど
う
か
の
判
断
に
つ
き
専
門
性
を
も
っ
て
お
り
、
使
用
者
は
労
働
省
の
規
制
に
つ
き
知
識
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
こ

と
、
使
用
者
の
法
令
遵
守
の
負
担
を
最
小
限
に
抑
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
た（

（19
（

（「
年
間
総
報
酬
」
や
「
前
年
」
の
定
義
も
労

働
省
の
規
制
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る（

（19
（

。）。
そ
し
て
、
こ
の
基
準
は
、
競
業
禁
止
条
項
に
つ
い
て
交
渉
す
る
可
能
性
が
低
く
、
搾
取
や
強

制
を
受
け
る
可
能
性
が
高
い
労
働
者
の
報
酬
を
反
映
す
る
と
同
時
に
、
使
用
者
に
と
っ
て
管
理
し
や
す
い
線
引
き
と
な
っ
て
い
る
、

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
基
準
に
よ
り
、
そ
れ
未
満
の
労
働
者
が
競
業
禁
止
条
項
の
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
を
市
場
参
加
者
は
容

易
に
知
る
こ
と
が
で
き
、
強
迫
的
効
果
を
最
小
限
に
抑
え
る
と
と
も
に
、
職
務
基
準
の
下
で
職
務
を
評
価
す
る
管
理
上
の
負
担
も
解

消
で
き
る（

（19
（

。
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一
号
の
職
務
基
準
は
、
搾
取
や
強
制
を
受
け
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
労
働
者
が
上
級
幹
部
の
定
義
に
含
ま
れ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
を

最
小
限
に
抑
え
る
観
点
か
ら
、
職
名
だ
け
で
な
く
、
主
と
し
て
職
務
内
容
に
焦
点
を
当
て
て
判
断
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
す
べ
て
の
企

業
が
同
じ
職
名
を
使
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
上
、
職
名
は
組
織
内
の
労
働
者
の
現
実
の
権
限
レ
ベ
ル
を
反
映
し
て
い
な
い
可
能

性
も
あ
る
た
め
で
あ
る（

（19
（

。

　
「
上
級
幹
部
」
の
職
務
基
準
に
お
い
て
、「
方
針
決
定
を
行
う
地
位
に
あ
る
者
」
の
定
義
に
よ
り
、「
社
長
、
最
高
経
営
責
任
者
も

し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
者
」
は
、「
上
級
幹
部
」
と
み
な
さ
れ
る
が
、
そ
の
他
の
役
員
な
ど
が
「
上
級
幹
部
」
に
該
当
す
る
に
は
、

「
方
針
決
定
権
限
」
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
ま
た
、
前
記
の
よ
う
に
職
名
で
な
く
、
職
務
内
容
に
焦
点
を
当
て
て
い

る
こ
と
か
ら
、「
最
高
経
営
責
任
者
も
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
者
」
を
「
方
針
決
定
を
行
う
地
位
に
あ
る
者
」
に
含
め
る
こ
と
と

し
た（

（19
（

。

　
「
方
針
決
定
権
限
」
は
、
搾
取
や
強
制
を
受
け
る
可
能
性
の
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
、
職
位
の
低
い
労
働
者
が
上
級
幹
部
の
定
義
に

含
ま
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
特
定
の
事
業
所
や
部
門
な
ど
の
小
さ
い
単
位
で
は
な
く
、
事
業
全
体
を
単
位
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。

そ
の
中
で
は
、
職
位
が
よ
り
高
い
労
働
者
の
承
認
を
必
要
と
せ
ず
に
事
業
体
の
重
要
な
側
面
を
統
制
す
る
方
針
決
定
を
行
う
労
働
者

の
権
限
が
考
慮
さ
れ
る（

（19
（

。

⑶　

合
理
性
基
準
等
の
不
採
用

　

前
記
一
㈡
で
も
述
べ
た
通
り
、
こ
れ
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
法
の
州
法
で
は
、
競
業
禁
止
特
約
を
全
面
的
に
禁
止
す
る
の
で
は
な
く
、

正
当
な
利
益
が
存
在
し
、
そ
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
期
間
や
地
域
、
活
動
範
囲
に
お
い
て
合
理
的
な
範
囲
に
限
定
さ
れ
て
い
れ

ば
、
当
該
特
約
を
有
効
と
す
る
と
い
う
立
場
も
あ
り
、
む
し
ろ
そ
ち
ら
の
立
場
を
採
用
す
る
法
域
の
ほ
う
が
多
数
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
、
本
規
則
は
、
競
業
禁
止
条
項
の
締
結
や
強
制
な
ど
を
一
律
に
不
公
正
な
競
争
方
法
と
み
な
す
こ
と
に
よ
り
、
競
業
禁
止
条
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項
を
全
面
的
に
禁
止
し
て
い
る
。
連
邦
取
引
委
員
会
は
、
合
理
的
な
内
容
の
競
業
禁
止
条
項
を
許
容
す
る
ル
ー
ル
を
採
用
し
な
か
っ

た
理
由
に
つ
い
て
も
説
明
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
競
業
禁
止
条
項
を
支
え
る
と
さ
れ
る
事
業
上
の
利
益
は
、
競
業
禁
止
条
項
に
よ
る
相
当
な
損
害
を
正
当
化
す
る

も
の
で
は
な
く
、
使
用
者
は
、
投
資
し
た
価
値
を
守
る
た
め
に
、
競
業
禁
止
条
項
と
比
較
し
、
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向

が
小
さ
い
、
よ
り
制
限
的
で
な
い
代
替
手
段
を
も
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

（19
（

。

　

こ
れ
ま
で
競
業
禁
止
条
項
を
正
当
化
す
る
事
業
上
の
利
益
と
し
て
は
、
労
働
者
と
の
間
で
共
有
し
た
営
業
秘
密
な
ど
の
企
業
秘
密

や
顧
客
関
係
、
労
働
者
の
特
別
訓
練
な
ど
の
能
力
開
発
へ
の
投
資
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
競
業
禁
止
特
約
が
正
当
化
さ
れ
な
い

と
、
使
用
者
が
商
業
的
に
価
値
の
あ
る
情
報
の
開
発
へ
の
投
資
を
躊
躇
す
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る（

（19
（

。

　

し
か
し
、
連
邦
取
引
委
員
会
は
、
営
業
秘
密
な
ど
の
企
業
秘
密
を
守
る
た
め
の
、
競
争
へ
の
負
担
が
よ
り
小
さ
い
代
替
手
段
と
し

て
、
営
業
秘
密
法
や
特
許
法
に
よ
る
知
的
財
産
の
保
護
、
秘
密
保
持
契
約
、
発
明
譲
渡
契
約
を
挙
げ
、
労
働
者
に
対
す
る
教
育
訓
練

投
資
を
守
る
た
め
の
代
替
手
段
と
し
て
、（
ア
メ
リ
カ
で
は
ほ
と
ん
ど
の
州
に
お
い
て
随
意
雇
用
（at-w

ill em
ploym

ent

）
の
下
で
い
つ

で
も
解
雇
が
で
き
る
と
こ
ろ
）
有
期
労
働
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
、
よ
り
よ
い
賃
金
・
労
働
条
件
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
る
労
働
者

の
引
留
め
（
人
材
獲
得
競
争
へ
の
参
加
）
を
挙
げ
た（

（19
（

。
ま
た
、
古
く
か
ら
、
競
業
禁
止
条
項
を
広
く
無
効
に
し
て
い
る
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州（

（19
（

、
ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
州（

（20
（

、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州（

（20
（

を
挙
げ
、
競
業
禁
止
条
項
が
知
的
財
産
や
秘
密
情
報
を
守
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で

は
な
く（

（20
（

、
特
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
、
世
界
的
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
産
業
の
中
心
地
と
な
っ
て
お
り
、
よ
り
制
限
的
で
な
い
代
替
措

置
に
よ
り
、
企
業
が
成
長
し
、
革
新
す
る
の
に
十
分
な
保
護
が
与
え
ら
れ
て
き
た（

（20
（

、
と
考
え
て
い
る
。
特
に
営
業
秘
密
法
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
に
基
づ
く
訴
訟
が
多
数
提
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
営
業
秘
密
を
保
護
す
る
た
め
に
十
分
に
機
能
し
て
い
る
、
と
分
析

し
て
い
る（

（20
（

。
ま
た
、
顧
客
関
係
を
守
る
た
め
の
代
替
手
段
と
し
て
も
、
有
期
労
働
契
約
や
（
顧
客
情
報
に
つ
い
て
は
）
秘
密
保
持
契

約
の
ほ
か
、
能
率
競
争
を
通
じ
て
労
働
者
や
顧
客
を
引
き
留
め
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る（

（20
（

。
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3
　
そ
の
他
の
規
定

⑴　

通　

知

　

本
規
則
で
は
、
上
級
幹
部
で
は
な
い
一
般
的
な
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
競
業
禁
止
条
項
を
「
締
結
し
、
ま
た
は
締
結
し
よ
う
と
す

る
こ
と
」
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
「
強
制
し
、
ま
た
は
強
制
し
よ
う
と
す
る
こ
と
」
と
そ
の
「
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
述
べ
る
こ

と
」
を
禁
止
し
て
い
る
（
九
一
〇
・
二
条
⒜
項
一
号
）
と
こ
ろ
、
そ
の
遵
守
を
促
進
し
、
労
働
者
が
有
意
義
な
情
報
提
供
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
一
般
的
な
労
働
者
に
対
す
る
通
知
を
要
求
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
多
く
の
労
働
者
が
競
業
禁
止
条

項
に
関
す
る
法
律
そ
の
も
の
や
、
そ
の
法
律
に
基
づ
く
自
ら
の
権
利
を
認
識
し
て
い
な
い
か
、
そ
の
権
利
を
行
使
で
き
ず
、
そ
の
結

果
と
し
て
、
競
争
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
を
萎
縮
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
連
邦
取
引
委
員
会
は
、
本
規

則
が
施
行
さ
れ
た
後
も
、
明
確
な
通
知
が
な
け
れ
ば
、
労
働
者
は
転
職
や
起
業
す
る
こ
と
を
萎
縮
し
続
け
る
、
と
判
断
し
た
。
こ
の

状
況
は
、
競
業
禁
止
条
項
が
完
全
に
効
力
を
有
し
て
い
る
場
合
と
同
様
に
、
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
に
あ
る
た
め
、
こ

の
通
知
要
件
を
課
す
に
至
っ
た（

（20
（

。

　

本
規
則
の
九
一
〇
・
二
条
⒝
項
が
、
次
の
よ
う
に
使
用
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る
通
知
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

九
一
〇
・
二
条
（
不
公
正
な
競
争
方
法
）

⒝　
「
既
存
の
競
業
禁
止
条
項
に
つ
い
て
の
通
知
要
件
（N

otice requirem
ent

）」

　

⑴　
「
求
め
ら
れ
る
通
知
」　

本
条
⒜
項
⑴
号
ⅱ
に
基
づ
き
、
強
制
し
、
ま
た
は
強
制
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
不
公
正
な
競
争
方
法
と
な
る

既
存
の
競
業
禁
止
条
項
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
労
働
者
と
競
業
禁
止
条
項
を
締
結
し
た
者
は
、
当
該
労
働
者
の
競
業
禁
止
特
約
が

当
該
労
働
者
に
対
し
て
強
制
さ
れ
ず
、
法
的
に
強
制
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
、
本
規
則
施
行
日
ま
で
に
当
該
労
働
者
に
対
し

て
明
確
か
つ
目
立
つ
よ
う
な
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

⑵　
「
通
知
形
式
」　

本
条
⒝
項
⑴
号
で
求
め
ら
れ
る
労
働
者
へ
の
通
知
は
、
次
の
各
号
を
満
た
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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ⅰ　

当
該
労
働
者
と
競
業
禁
止
条
項
を
締
結
し
た
者
を
特
定
す
る
こ
と

　
　

ⅱ　

紙
に
印
刷
し
、
当
該
労
働
者
に
直
接
手
渡
し
、
当
該
労
働
者
の
最
新
の
知
り
う
る
個
人
住
所
に
郵
送
し
、
当
該
労
働
者
の
現
在
の

勤
務
先
の
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
も
し
く
は
最
新
の
知
り
う
る
個
人
の
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
含
む
当
該
労
働
者
の
電
子
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
に
電
子
メ
ー
ル
を
送
り
、
ま
た
は
当
該
労
働
者
の
携
帯
電
話
番
号
に
テ
キ
ス
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
も
の
で
あ
る
こ

と

　

⑶　
「
例
外
」　

本
条
⒝
項
⑴
号
に
基
づ
い
て
通
知
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
者
が
、
住
所
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
携
帯
電
話
番
号

の
記
録
を
も
た
な
い
場
合
、
そ
の
者
は
、
当
該
労
働
者
に
関
し
、
本
条
⒝
項
⑴
号
の
通
知
要
件
が
免
除
さ
れ
る
。

　

⑷　
「
文
言
ひ
な
形
（M

odel language

）」　

本
条
⒝
項
⑴
号
に
お
い
て
、
次
の
文
言
ひ
な
形
は
、
労
働
者
の
競
業
禁
止
条
項
は
法
的
に

執
行
さ
れ
ず
、
労
働
者
に
対
し
て
執
行
さ
れ
な
い
こ
と
を
労
働
者
に
対
し
て
通
知
す
る
も
の
と
な
る
。（
中
略
）

　

⑸　
「
免
責
（Safe harbor

）」　

本
条
⒝
項
⑷
号
に
従
っ
て
労
働
者
に
通
知
を
行
っ
た
者
は
、
本
条
⒝
⑴
項
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と

す
る
。

　

⑹　
「
追
加
の
言
語
に
よ
る
任
意
の
通
知
」　

本
条
⒝
項
⑴
号
で
求
め
ら
れ
る
通
知
を
英
語
で
行
う
こ
と
に
加
え
て
、
当
該
通
知
を
英
語
以

外
の
一
つ
の
言
語
で
（
も
し
く
は
複
数
の
言
語
で
）
行
う
こ
と
、
ま
た
は
追
加
の
言
語
へ
の
翻
訳
へ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
ン
ク
を

含
め
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
て
い
る
。
委
員
会
が
提
供
す
る
こ
の
⒝
項
⑹
号
の
文
言
ひ
な
形
の
翻
訳
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
後
略（

（20
（

）

　

本
規
則
の
最
終
規
則
で
は
、（
提
案
さ
れ
た
規
則
と
の
対
比
で
）
通
知
の
要
件
が
簡
素
化
さ
れ
る（

（20
（

と
と
も
に
、
使
用
者
に
様
々
な
選

択
肢
と
効
率
的
な
遵
守
方
法
を
提
供
し
、
規
制
が
よ
り
確
実
に
遵
守
さ
れ
る
よ
う
に
手
続
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
通
知
の

方
法
と
し
て
、
書
面
の
手
渡
し
、
郵
送
だ
け
で
な
く
、
電
子
メ
ー
ル
や
テ
キ
ス
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
送
信
を
認
め
て
お
り
（
二
号
）、

使
用
者
は
柔
軟
、
迅
速
か
つ
低
コ
ス
ト
で
の
通
知
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
テ
キ
ス
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
る
通
知
も
、
広
く
活
用
さ

れ
て
お
り
、
迅
速
に
配
信
さ
れ
、
使
用
者
に
と
っ
て
低
コ
ス
ト
で
あ
り
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
も
た
な
い
労
働
者
と
の
関
係
で
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効
果
的
な
通
信
手
段
と
な
る
た
め
、
連
邦
取
引
委
員
会
は
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
。（
稀
な
事
態
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
も

の
の
）
使
用
者
が
、
住
所
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
携
帯
電
話
番
号
、
そ
の
他
労
働
者
や
元
労
働
者
に
連
絡
す
る
手
段
の
記
録
を

保
持
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
使
用
者
の
通
知
要
件
は
免
除
さ
れ
る
（
三
号（

（20
（

）。
ま
た
、
使
用
者
に
通
知
の
翻
訳
の
負
担
を
課
す
こ

と
を
避
け
る
た
め
、
通
知
の
言
語
は
英
語
以
外
の
も
の
に
す
る
こ
と
を
任
意
と
し
て
い
る
（
六
号（

（21
（

）。

⑵　

例　

外

　

本
規
則
は
、
労
働
者
に
対
す
る
競
業
禁
止
条
項
の
使
用
を
不
公
正
な
競
争
方
法
と
し
て
禁
止
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
例
外
と

し
て
、
事
業
譲
渡
の
場
合
、
既
存
の
訴
訟
原
因
が
あ
る
場
合
、
誠
実
性
が
あ
る
場
合
を
挙
げ
る
。

ⅰ　

事
業
譲
渡

　

本
規
則
は
、
九
一
〇
・
三
条
⒜
項
で
、「
真
正
の
（Bona fide

）
事
業
譲
渡
」
と
題
し
、
本
規
則
の
「
要
件
は
、
事
業
体
、
事
業

体
に
お
け
る
個
人
の
持
分
権
、
ま
た
は
事
業
体
の
営
業
資
産
の
全
部
も
し
く
は
実
質
的
な
全
部
の
真
正
な
譲
渡
に
従
っ
て
締
結
さ
れ

た
競
業
禁
止
条
項
に
は
適
用
さ
れ
な
い
」
と
定
め
て
お
り
、
事
業
譲
渡
人
と
事
業
譲
受
人
と
の
間
の
競
業
禁
止
条
項
を
本
規
則
か
ら

除
外
す
る
形
で
例
外
を
定
め
て
い
る（

（21
（

。
連
邦
取
引
委
員
会
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
け
る
競
業
禁
止
条
項
が
競
争
に
と
っ
て
有
益

で
あ
る
と
い
う
分
析
か
ら
こ
の
例
外
を
創
設
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
競
業
禁
止
条
項
は
独
特
の
利
益
を
伴
い
、
独
特
の

効
果
を
も
つ
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
本
規
則
の
適
用
対
象
外
と
し
た
。
こ
の
例
外
に
当
た
る
競
業
禁
止
条
項
は
、
本
規
則
に
は
違
反

し
な
い
が
、
連
邦
ト
ラ
ス
ト
法
な
ど
そ
の
他
の
法
律
の
適
用
は
あ
り
う
る（

（21
（

。
こ
の
規
定
に
い
う
「
真
正
の
譲
渡
」
と
は
、
一
般
的
に
、

独
立
し
た
対
等
な
関
係
の
二
当
事
者
間
で
行
わ
れ
、
譲
渡
人
が
事
業
譲
渡
の
条
件
を
交
渉
す
る
合
理
的
な
機
会
を
も
つ
売
買
を
い
い
、

本
規
則
の
適
用
を
回
避
す
る
こ
と
の
み
を
目
的
と
す
る
取
引
で
は
な
く
、
誠
実
に
（in good faith

）
行
わ
れ
た
売
買
と
い
う
趣
旨

で
あ
る（

（21
（

。
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ⅱ　

既
存
の
訴
訟
原
因

　

前
記
2
⑴
の
通
り
、
一
般
的
な
労
働
者
に
対
し
、
施
行
日
前
に
締
結
さ
れ
た
競
業
禁
止
条
項
を
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

九
一
〇
・
三
条
⒝
項
は
、
本
規
則
が
「
施
行
日
よ
り
も
前
に
競
業
禁
止
条
項
に
関
連
す
る
訴
訟
原
因
が
生
じ
た
場
合
に
は
適
用
さ
れ

な
い
」
と
定
め
て
い
る（

（21
（

。
こ
の
規
定
は
、
施
行
日
前
か
ら
存
在
し
た
法
律
に
基
づ
い
て
取
得
さ
れ
た
既
得
の
権
利
を
消
滅
さ
せ
た
り
、

損
な
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
規
則
が
遡
及
的
に
適
用
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
懸
念
に
応
え
た
も
の
で
あ
る（

（21
（

。

ま
た
、
こ
の
規
定
は
、
施
行
日
前
か
ら
の
既
存
の
競
業
禁
止
条
項
は
そ
の
発
生
日
か
ら
無
効
（unenforceable or invalid

）
に
な
る

も
の
で
は
な
い
こ
と
も
明
確
に
し
て
い
る（

（21
（

。
そ
し
て
、
本
規
則
が
不
当
な
遡
及
適
用
（im

perm
issibly retroactive

）
で
は
な
い
理

由
と
し
て
、
本
規
則
は
、
過
去
の
行
為
に
対
し
て
新
た
な
義
務
を
発
生
さ
せ
、
ま
た
は
新
た
な
障
害
を
課
す
も
の
で
は
な
く
、
施
行

日
前
の
行
為
に
法
的
効
果
を
課
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
や
、
九
一
〇
・
二
条
⒝
項
の
通
知
要
件
も
、
施
行
日
後
に
も
存
在
す
る
競
業

禁
止
条
項
を
将
来
的
に
強
制
し
な
い
こ
と
を
通
知
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
だ
け
で
あ
る
こ
と
、
本
規
則
は
、
施
行
日
前
に
当
事
者
が

競
業
禁
止
条
項
を
締
結
し
た
こ
と
を
違
法
ま
た
は
制
裁
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
施
行
日
以
降
に
一
般
的
な
労
働
者
に
競
業
禁

止
条
項
を
強
制
す
る
こ
と
、
も
し
く
は
強
制
し
よ
う
と
す
る
こ
と
や
、
有
効
な
競
業
禁
止
条
項
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
規
定
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

（21
（

。

ⅲ　

誠
実
性

　

前
記
2
⑴
お
よ
び
⑵
の
通
り
、
九
一
〇
・
二
条
⒜
項
一
号
ⅱ
・
二
号
ⅱ
に
お
い
て
、
競
業
禁
止
条
項
を
強
制
す
る
こ
と
、
ま
た
は

強
制
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、
同
項
一
号
ⅲ
・
二
号
ⅲ
に
お
い
て
、
労
働
者
が
競
業
禁
止
条
項
の
対
象
で
あ
る
と
述
べ
る

こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
本
規
則
に
よ
っ
て
表
現
の
自
由
を
保
障
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
第
一
修
正（

（21
（

が
保
護
し
て
い
る
行
為

が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
九
一
〇
・
二
条
⒜
項
の
明
確
性
を
向
上
す
る
た
め
、
本
規
則
は
九
一
〇
・
三
条
⒞

項
に
「
誠
実
性
（Good faith

）」
の
例
外
を
定
め
た（

（21
（

。
同
項
に
よ
れ
ば
、
本
規
則
が
「
適
用
さ
れ
な
い
と
信
ず
る
こ
と
に
つ
い
て
使
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用
者
に
誠
実
な
根
拠
が
あ
る
場
合
、
競
業
禁
止
条
項
を
強
制
し
、
も
し
く
は
強
制
し
よ
う
と
し
、
ま
た
は
競
業
禁
止
条
項
に
つ
い
て

述
べ
る
こ
と
は
、
不
公
正
な
競
争
方
法
で
は
な
い（

（22
（

」。

　

し
か
し
、
本
規
則
の
下
で
、
競
業
禁
止
条
項
を
強
制
す
る
た
め
の
訴
訟
は
、
憲
法
上
保
護
さ
れ
な
い
「
擬
装
訴
訟
（sham

）」、

す
な
わ
ち
客
観
的
に
根
拠
が
な
く
、
主
観
的
に
も
っ
ぱ
ら
競
争
を
阻
止
す
る
こ
と
の
み
を
目
的
と
し
て
い
る
訴
訟（

（22
（

と
み
な
さ
れ
る
可

能
性
が
高
い
。
ま
た
、
競
業
禁
止
条
項
の
対
象
に
な
る
と
述
べ
る
こ
と
は
、
虚
偽
の
発
言
と
な
り
、
憲
法
上
保
護
さ
れ
る
発
言
で
は

な
い
。
も
っ
と
も
、
第
一
修
正
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
状
況
に
あ
れ
ば
、
誠
実
性
の
例
外
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
例
外
が
あ
る
こ
と
に

よ
り
、
本
規
則
は
第
一
修
正
に
違
反
し
な
い
こ
と
と
な
る（

（22
（

。

⑶　

専　

占

　

本
規
則
と
連
邦
取
引
委
員
会
法
は
、
連
邦
法
の
体
系
に
位
置
付
け
ら
れ
る
た
め
、
規
定
内
容
が
異
な
る
州
法
と
の
関
係
が
問
題
に

な
る
。
こ
の
点
に
関
し
、
本
規
則
で
は
、
九
一
〇
・
四
条
が
本
規
則
の
州
法
に
対
す
る
専
占
（preem

ption

）
の
範
囲
に
つ
き
、
次

の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

九
一
〇
・
四
条
（
州
法
と
の
関
係
な
ら
び
に
州
の
権
限
お
よ
び
私
人
の
訴
権
の
保
持
）

⒜　

九
一
〇
款
は
、
州
の
独
占
禁
止
法
お
よ
び
消
費
者
保
護
法
、
州
判
例
法
を
含
む
が
こ
れ
ら
に
限
ら
れ
な
い
、
競
業
禁
止
条
項
に
適
用
さ

れ
る
州
の
制
定
法
、
規
制
、
命
令
も
し
く
は
解
釈
を
無
効
に
し
、
ま
た
は
そ
れ
ら
の
遵
守
を
免
除
す
る
も
の
と
は
解
釈
さ
れ
な
い
。
た

だ
し
、
九
一
〇
款
は
、
そ
れ
ら
の
法
が
九
一
〇
・
二
条
⒜
項
に
基
づ
く
不
公
正
な
競
争
方
法
た
る
行
為
ま
た
は
九
一
〇
・
二
条
⒝
項
の

通
知
要
件
に
抵
触
す
る
行
為
を
行
う
こ
と
を
許
容
し
、
も
し
く
は
許
可
す
る
範
囲
に
お
い
て
、
か
つ
そ
の
範
囲
に
限
り
、
そ
れ
ら
の
法

に
優
先
す
る
（supersede

）。

⒝　

本
条
⒜
項
に
基
づ
い
て
優
先
さ
れ
る
法
に
関
す
る
場
合
を
除
き
、
九
一
〇
款
の
い
か
な
る
規
定
も
、
州
の
独
占
禁
止
法
お
よ
び
消
費
者
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保
護
法
、
州
判
例
法
を
含
む
が
こ
れ
ら
に
限
ら
れ
な
い
、
州
の
制
定
法
、
規
制
、
命
令
も
し
く
は
解
釈
に
基
づ
い
て
生
じ
る
、
州
の
司

法
長
官
そ
の
他
の
規
制
機
関
も
し
く
は
執
行
機
関
の
権
限
、
ま
た
は
請
求
も
し
く
は
規
制
措
置
を
提
起
す
る
者
の
権
利
を
変
更
し
、
制

限
し
、
も
し
く
は
影
響
を
与
え
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る（

（22
（

。

　

こ
れ
ま
で
、
競
業
禁
止
特
約
へ
の
規
制
は
、
州
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
が
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
労
働
者
に
と
っ
て
も
使
用

者
に
と
っ
て
も
、
競
業
禁
止
特
約
の
有
効
性
を
め
ぐ
っ
て
混
乱
を
生
じ
さ
せ
、
そ
の
対
応
を
困
難
に
し
て
い
た
。
本
規
則
の
大
き
な

意
義
の
一
つ
が
、
連
邦
レ
ベ
ル
の
規
制
に
よ
り
、
労
働
者
と
使
用
者
に
と
っ
て
理
解
し
や
す
く
、
使
用
者
が
、
労
働
者
を
違
法
な
競

業
禁
止
条
項
の
対
象
に
し
た
り
、
法
廷
地
あ
さ
り
を
し
た
り
す
る
危
険
性
を
下
げ
、
統
一
的
で
高
い
水
準
の
競
争
保
護
を
提
供
す
る

こ
と
に
あ
る
（
前
記
㈠
2
）。
本
規
則
の
こ
の
役
割
は
、
専
占
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
る
。
連
邦
取
引
委
員
会
も
、
本
規

則
に
抵
触
す
る
州
法
（
州
コ
モ
ン
ロ
ー
を
含
む
）
に
対
す
る
専
占
は
、
労
働
者
の
流
動
性
の
阻
害
や
、
労
働
市
場
、
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
市
場
に
お
け
る
競
争
条
件
の
低
下
な
ど
、
州
法
の
寄
せ
集
め
（patchw

ork

）
に
よ
る
悪
影
響
を
最
も
緩
和
す
る
、
と
判
断
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、CO

V
ID

-19

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
降
、
州
境
を
越
え
た
仕
事
や
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
お
よ
び
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ワ
ー
ク
の
増
加
も
考
慮
す
る
と
、
連
邦
に
よ
る
最
低
基
準
に
よ
っ
て
州
法
の
寄
せ
集
め
に
対
し
て
専

占
す
る
こ
と
が
特
に
重
要
で
あ
る
、
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（22
（

。
こ
れ
が
、
こ
の
九
一
〇
・
四
条
の
専
占
規
定
が
定
め
ら
れ
た
趣
旨
で

あ
る
。

　

九
一
〇
・
四
条
⒝
項
に
よ
り
、
州
に
よ
る
競
業
禁
止
条
項
規
制
が
本
規
則
よ
り
も
緩
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
本
規
則

と
抵
触
（conflict

）
し
な
い
限
り
、
州
は
、
引
き
続
き
州
法
を
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（22
（

。
す
な
わ
ち
、
州
法
は
、
本
規
則
の
下
で

禁
止
さ
れ
て
い
る
競
業
禁
止
条
項
を
有
効
に
す
る
（authorize

）
こ
と
は
で
き
な
い
（
⒜
項
た
だ
し
書
）
が
、
そ
の
州
法
に
よ
る
競

業
禁
止
条
項
の
禁
止
範
囲
が
本
規
則
の
禁
止
範
囲
よ
り
も
狭
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
州
は
、
競
業
禁
止
条
項
を
禁
止
す
る
自
ら
の
州

法
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
、
執
行
措
置（

（22
（

を
と
る
こ
と
が
で
き（

（22
（

、
労
働
者
な
ど
の
個
人
も
、
州
法
の
下
で
違
法
な
競
業
禁
止
条
項
に
対
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し
て
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
で
、
州
法
の
執
行
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る（

（22
（

。
し
た
が
っ
て
、
州
が
競
業
禁
止
条
項
を
制
限
し
、
そ
の

州
法
が
本
規
則
と
抵
触
し
な
い
場
合
、
使
用
者
は
、
本
規
則
と
そ
の
州
法
の
双
方
の
規
定
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
労
働
者
は
、

双
方
の
規
定
（
連
邦
法
を
上
回
る
州
の
制
限
（restrictions

）
お
よ
び
制
裁
（penalties

）
を
含
む
。）
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
趣
旨
で
、
九
一
〇
・
四
条
⒜
項
が
定
め
ら
れ
て
い
る（

（22
（

。
以
上
の
よ
う
に
、
州
法
に
専
占
せ
ず
、
州
当
局
の
権
限
と
私
人

の
訴
権
を
保
持
す
る
ル
ー
ル
と
な
っ
た
理
由
は
、
州
当
局
や
私
人
で
は
連
邦
取
引
委
員
会
法
が
執
行
で
き
な
い
一
方
、
州
の
競
業
禁

止
条
項
規
制
の
多
く
は
そ
れ
ら
に
よ
る
執
行
を
認
め
て
い
る
上
、
州
の
規
制
に
よ
る
制
裁
が
競
業
禁
止
条
項
に
対
す
る
抑
止
力
と
し

て
重
要
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
た（

（23
（

こ
と
か
ら
、
連
邦
取
引
委
員
会
が
、
競
業
禁
止
条
項
規
制
と
し
て
、
本
規
則
の
み
に
依
拠
す
る
の

で
は
な
く
、
州
法
が
本
規
則
と
矛
盾
し
な
い
限
り
に
お
い
て
州
の
権
限
と
資
源
に
よ
り
本
規
則
を
補
足
す
る
こ
と
が
、
労
働
者
と
競

争
の
双
方
を
保
護
す
る
の
に
有
益
で
あ
る
、
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
る（

（23
（

。

　

な
お
、
本
規
則
は
、
使
用
者
に
は
、
営
業
秘
密
や
顧
客
関
係
を
守
る
た
め
に
、
よ
り
制
限
的
で
な
い
代
替
手
段
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
競
業
禁
止
条
項
の
全
面
的
禁
止
を
相
当
と
し
て
お
り
（
前
記
2
⑶
）、
も
っ
ぱ
ら
競
業
禁
止
条
項
を
規
制
し
て
い
る
（
前
記

1
⑵
ⅱ
）
一
方
、
顧
客
勧
誘
禁
止
条
項
や
秘
密
保
持
条
項
な
ど
、
そ
れ
以
外
の
特
約
類
型
へ
の
規
制
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
州
法

に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る（

（23
（

。

㈢
　
本
規
則
採
択
後
の
状
況

　

二
〇
二
四
年
九
月
四
日
に
本
規
則
は
施
行
日
を
迎
え
た
が
、
本
規
則
の
採
択
後
に
、
本
規
則
の
施
行
日
延
期
の
申
立
て
（M

otion 

for Stay of Effective D
ate

）
と
暫
定
的
差
止
命
令
（prelim

inary injunction

）
を
求
め
る
訴
訟
が
複
数
提
起
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
差
止
め
を
認
め
た
裁
判
例
と
、
認
め
な
か
っ
た
裁
判
例
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
東
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
は
、A

T
S T

ree Servs., LLC v. FT
C

事
件（

（23
（

に
お
い
て
、
二
〇
二
四
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年
七
月
二
三
日
、
暫
定
的
差
止
命
令
の
発
出
を
認
め
な
か
っ
た
。
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
（Federal Rule of Civil Procedure

）
六

五
条（

（23
（

は
、
有
害
な
行
為
を
禁
止
す
る
暫
定
的
差
止
命
令
（prelim

inary injunction

）
を
発
す
る
権
限
を
裁
判
所
に
認
め
て
い
る
と

こ
ろ
、
こ
の
事
件
で
は
、
暫
定
的
差
止
命
令
を
発
し
う
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
そ
の
判
断
要
素
は
、
①
申
立
人
が
合
理
的
な
本
案

勝
訴
可
能
性
を
示
し
た
か
ど
う
か
、
②
救
済
の
否
定
に
よ
っ
て
申
立
人
が
回
復
不
能
の
損
害
を
被
る
か
ど
う
か
、
③
暫
定
的
差
止
命

令
の
発
出
に
よ
っ
て
被
申
立
人
当
事
者
に
さ
ら
に
大
き
な
損
害
が
生
じ
る
か
ど
う
か
、
④
暫
定
的
差
止
命
令
の
発
出
が
公
共
の
利
益

と
な
る
か
ど
う
か
、
で
あ
る（

（23
（

。
こ
れ
に
つ
き
、
申
立
人
が
主
張
し
た
、
連
邦
取
引
委
員
会
に
対
し
て
回
収
を
求
め
る
こ
と
の
で
き
な

い
本
規
則
を
遵
守
す
る
た
め
の
費
用
（
九
一
〇
・
二
条
⒝
項
一
号
に
基
づ
く
通
知
義
務
の
履
行
、
弁
護
士
費
用
な
ど
が
か
か
る
契
約
実
務
の

見
直
し
、
労
働
者
の
特
別
訓
練
制
度
の
変
更
）、
労
働
者
の
競
合
他
社
へ
の
流
出
の
危
険
は
、
②
回
復
不
能
の
損
害
要
件
を
充
足
し
な

い
と
判
断
さ
れ
た（

（23
（

。
ま
た
、
本
稿
で
は
詳
細
な
検
討
は
行
わ
な
い
が
、
①
本
案
勝
訴
可
能
性
要
件
と
の
関
係
で
も
、
連
邦
取
引
委
員

会
に
は
、
手
続
法
に
関
す
る
（procedural
）
規
則
制
定
権
限
し
か
な
く
、
本
規
則
を
制
定
す
る
の
に
必
要
な
実
体
法
に
関
す
る

（substantive

）
規
則
制
定
権
限
を
有
し
て
い
な
い
、
な
ど
の
申
立
人
の
主
張
も
排
斥
し
た（

（23
（

。

　

こ
れ
に
対
し
、
二
〇
二
四
年
六
月
二
一
日
に
提
訴
さ
れ
たProps. of the V

ills., Inc. v. FT
C

事
件（

（23
（

で
は
、
フ
ロ
リ
ダ
州
中
部

地
方
裁
判
所
オ
カ
ラ
支
部
は
、
当
該
事
件
に
限
り
、
暫
定
的
差
止
命
令
を
認
め
た
。
同
事
件
で
も
、A

T
S T

ree Servs., LLC v. 

FT
C

事
件
の
①
な
い
し
④
と
概
ね
同
様
の
要
素
が
充
足
さ
れ
る
か
否
か
か
が
問
題
と
な
っ
た（

（23
（

。
裁
判
所
は
、
①
連
邦
取
引
委
員
会

に
は
不
公
正
な
競
争
方
法
を
め
ぐ
る
実
体
法
に
関
す
る
規
則
制
定
権
限
を
有
す
る
と
解
し
た（

（24
（

が
、
本
規
則
が
「
ア
メ
リ
カ
経
済
の
大

部
分
（significant portion

）
に
影
響
を
及
ぼ
す
」
こ
と（

（24
（

や
、
既
存
の
契
約
へ
の
適
用
を
含
む
本
規
則
の
適
用
範
囲
の
広
さ（

（24
（

か
ら
、

行
政
機
関
の
権
限
に
つ
い
て
明
確
な
議
会
の
承
認
を
要
求
す
る
重
要
問
題
法
理
（m

ajor questions doctrine

（
（24
（

）
の
問
題
を
生
じ
る

可
能
性
が
あ
っ
て
、
本
規
則
の
制
定
権
限
に
つ
い
て
は
、
連
邦
取
引
委
員
会
法
が
そ
の
組
織
法
（organic act

）
に
基
づ
い
て
与
え

ら
れ
て
い
る
権
限
を
超
え
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
た
め（

（24
（

、
本
案
勝
訴
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ
た
。
②
回
復
不
能
の
損
害
に
つ
い
て
は
、
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A

T
S T

ree Servs., LLC v. FT
C

事
件
の
判
断
と
は
異
な
り
、
本
規
則
を
遵
守
す
る
た
め
の
既
存
の
契
約
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

見
直
し
・
変
更
に
伴
う
費
用
や
、
本
規
則
の
効
力
が
争
わ
れ
て
い
る
間
に
本
規
則
を
遵
守
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
事
業
の
混
乱

か
ら
、
回
復
不
能
の
損
害
を
認
め
た（

（24
（

。

　

そ
し
て
現
在
、
本
規
則
に
対
し
て
最
も
大
き
な
影
響
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
判
決
が
、Ryan LLC v. FT

C

事
件（

（24
（

で
あ
る
。
同
事

件
で
は
、
テ
キ
サ
ス
州
北
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
ダ
ラ
ス
支
部
が
、
二
〇
二
四
年
八
月
二
〇
日
、
本
規
則
を
無
効
と
し
、
本
規
則

は
二
〇
二
四
年
九
月
四
日
以
降
に
執
行
さ
れ
ず
、
施
行
も
さ
れ
な
い
、
と
い
う
本
案
判
決
を
出
し
た
（
こ
れ
に
先
立
ち
、
暫
定
的
差
止

命
令
も
同
年
七
月
三
日
に
発
出
さ
れ
て
い
た（

（24
（

。）。
判
決
は
、
❶
上
記
のA

T
S T

ree Servs., LLC v. FT
C

事
件
と
は
違
い
、
実
体
法

に
関
す
る
規
則
制
定
権
限
を
有
し
て
い
な
い
と
い
う
原
告
の
主
張
を
認
め
て
い
る（

（24
（

。
加
え
て
、
❷
次
の
二
点
の
理
由
に
よ
り
、
本
規

則
は
「『
合
理
性
の
範
囲
内
に
あ
る
』
と
も
『
合
理
的
に
説
明
さ
れ
る
』
と
も
結
論
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い（

（24
（

」
た
め
、
連
邦
取
引

委
員
会
に
よ
る
本
規
則
の
公
布
は
、
行
政
手
続
法
（A

dm
inistrative Procedure A

ct

（
（25
（

）
上
、「
恣
意
的
（arbitrary

）」
で
「
根
拠

薄
弱
（capricious

）」
な
行
政
機
関
の
行
為
（agency action

）
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
ⅰ
連
邦
取
引
委
員
会
に
よ

る
本
規
則
ほ
ど
広
範
な
競
業
禁
止
規
則
を
制
定
し
た
州
は
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
連
邦
取
引
委
員
会
が
少
数
の
競
業
禁
止
条
項
に
対

す
る
州
政
策
の
経
済
分
析
に
依
拠
し
て
お
り
、
競
業
禁
止
条
項
の
有
用
性
に
関
す
る
多
数
の
証
拠
を
無
視
し
た
こ
と（

（25
（

、
ま
た
、
ⅱ
連

邦
取
引
委
員
会
は
、
混
乱
の
少
な
い
代
替
手
段
を
検
討
す
る
一
方
で
「
信
頼
利
益
が
あ
る
か
ど
う
か
を
評
価
し
、
そ
れ
が
重
要
か
ど

う
か
を
判
断
し
、
そ
の
よ
う
な
利
益
を
対
立
す
る
政
策
的
懸
念
と
比
較
衡
量
す
る
必
要
が
あ
っ
た
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う

な
分
析
を
行
う
こ
と
な
く
、
競
業
禁
止
条
項
の
執
行
可
能
性
に
つ
い
て
個
別
事
案
ご
と
に
判
決
を
出
す
の
は
競
業
禁
止
条
項
が
競
争

条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
に
対
処
す
る
連
邦
取
引
委
員
会
の
目
的
を
著
し
く
損
な
う
、
と
い
う
結
論
を
出
し
た（

（25
（

こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
上
記
❶
お
よ
び
❷
か
ら
、
本
規
則
を
、
行
政
手
続
法
に
基
づ
き
、「
違
法
と
し
、
取
り
消
す
（hold unlaw

ful and set 

aside

）」
と
述
べ
た（

（25
（

。
こ
の
取
消
し
の
効
果
と
し
て
、
本
規
則
自
体
を
違
法
と
し
て
取
り
消
し
、
本
規
則
は
施
行
日
で
あ
る
二
〇
二
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四
年
九
月
四
日
以
降
に
執
行
さ
れ
ず
、
施
行
も
さ
れ
な
い
、
と
判
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（

（25
（

。
な
お
、Ryan LLC v. FT

C

事
件
に

対
し
て
は
、
本
稿
執
筆
時
点
で
連
邦
取
引
委
員
会
が
控
訴
を
検
討
し
て
い
る
状
況
で
あ
る（

（25
（

。

三　

若
干
の
考
察

　

本
規
則
は
、
競
業
禁
止
条
項
が
、
労
働
市
場
や
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
の
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
、
労
働
者
と
の
間
で
の
競
業
禁
止
条
項
の
締
結
等
の
行
為
を
一
律
に
「
不
公
正
な
競
争
方
法
」
に
該
当
す
る

も
の
と
み
な
し
、
競
争
法
た
る
連
邦
取
引
委
員
会
法
に
よ
り
禁
止
し
て
い
る
。

　

本
規
則
の
基
礎
と
な
る
分
析
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
❶
競
業
禁
止
条
項
は
、
労
働
者
に
対
し
、
訴
訟
費
用
な
ど
に

よ
っ
て
萎
縮
効
果
を
生
じ
さ
せ
、
労
働
力
の
流
動
性
を
抑
止
す
る
。
そ
の
結
果
、
よ
り
専
門
性
・
技
能
を
生
か
せ
る
競
争
的
な
労
働

市
場
へ
の
参
入
が
妨
げ
ら
れ
、
高
い
賃
金
な
ど
の
労
働
条
件
を
申
し
出
る
使
用
者
と
の
効
率
的
な
結
合
が
阻
害
さ
れ
、
労
働
者
の
賃

金
な
ど
の
労
働
条
件
が
競
業
禁
止
条
項
の
な
い
場
合
と
比
較
し
て
悪
化
す
る
こ
と
か
ら
、
競
業
禁
止
条
項
に
は
、
労
働
市
場
に
お
け

る
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
が
あ
る
。
し
か
も
、
上
級
幹
部
以
外
の
一
般
的
な
労
働
者
は
、
優
越
的
地
位
に
あ
る
使
用
者

に
対
し
、
競
業
禁
止
条
項
に
つ
い
て
交
渉
で
き
ず
、
代
償
が
得
ら
れ
な
い
。
❷
加
え
て
、
競
業
禁
止
条
項
は
、
競
争
を
促
進
す
る
新

規
事
業
の
設
立
そ
の
も
の
や
、
熟
練
労
働
者
の
獲
得
に
よ
る
競
合
他
社
の
事
業
拡
大
を
阻
止
し
、
集
中
を
生
み
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
減
ら
す
結
果
、
製
品
の
品
質
と
消
費
者
の
選
択
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
け
る
競
争
条
件
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
傾
向
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
傾
向
は
、
新
規
事
業
の
設
立
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
上
級

幹
部
の
場
合
に
よ
り
顕
著
と
な
る
。
さ
ら
に
、
競
業
禁
止
条
項
は
、
企
業
間
の
労
働
力
移
動
を
減
少
さ
せ
、
そ
の
知
識
の
流
れ
を
も

阻
害
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
減
ら
す
こ
と
か
ら
も
、
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
け
る
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾
向
が
あ
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る
。
日
本
に
お
い
て
も
、
人
材
獲
得
競
争
の
場
面
で
の
競
業
避
止
特
約
の
使
用
は
、
競
争
事
業
者
の
参
入
自
体
の
制
限
、
供
給
・
参

入
に
必
要
な
人
材
獲
得
の
制
限
、
供
給
・
参
入
コ
ス
ト
の
引
上
げ
な
ど
を
通
じ
て
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
や
市
場
参
入
を
困
難
に

す
る
点
で
、
競
争
を
阻
害
し
、
排
他
条
件
付
取
引
や
拘
束
条
件
付
取
引
な
ど
（
不
公
正
な
取
引
方
法
）
に
当
た
り
う
る（

（25
（

と
の
見
解
が

あ
る
（
前
記
一
㈠
2
）。
そ
れ
ら
の
行
為
に
お
け
る
自
由
競
争
減
殺
効
果
な
ど
を
判
断
す
る
前
提
と
し
て
市
場
（「
一
定
の
取
引
分
野
」）

の
画
定
が
必
要
と
な
る
。
一
方
、
本
規
則
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
連
邦
取
引
委
員
会
法
五
条
（
不
公
正
な
競
争
方
法
）
は
、
現
在
の

反
競
争
的
効
果
や
市
場
の
画
定
を
要
求
し
て
お
ら
ず
、
問
題
と
な
っ
た
行
為
の
性
質
お
よ
び
傾
向
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
（
前
記
二

㈡
2
⑴
ⅰ
）。

　

そ
し
て
、
本
規
則
は
、
競
業
禁
止
条
項
を
全
面
的
に
禁
止
す
る
こ
と
が
競
争
を
最
大
限
に
促
進
す
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
が
、
本

規
則
を
制
定
し
た
ア
メ
リ
カ
と
日
本
と
を
比
較
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
競
業
禁
止
条
項
の
使
用
実
態
な
ど
の
違
い
が
あ
れ
ば
、
そ
の

違
い
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う（

（25
（

。
ま
ず
、
競
業
禁
止
条
項
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
労
働
者
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
新
規
事
業
の

設
立
や
熟
練
労
働
者
の
獲
得
も
困
難
に
な
る
と
こ
ろ
、
連
邦
取
引
委
員
会
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
は
お
よ
そ
五
人
に
一
人

が
競
業
禁
止
条
項
の
対
象
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
使
用
実
態
全
体
を
み
る
と
、
競
業
禁
止
条
項
が
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
傾

向
も
そ
れ
だ
け
強
い
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
次
に
、
競
業
避
止
特
約
規
制
が
州
に
よ
っ
て
異
な
る
な
ど
の
複
雑
さ
の
た
め
に
、
規
制

内
容
を
理
解
し
て
い
な
い
労
働
者
も
多
く
、
使
用
者
が
そ
の
無
知
に
乗
じ
て
い
る
実
態
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
事
情
が
本
規
則
制
定
の
根
底
に
は
あ
る
と
も
思
わ
れ
る
。

　

前
記
一
㈠
1
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
フ
ォ
セ
コ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ミ
テ
ィ
ッ
ド
事
件
で
は
、（
Ｃ
）
競
業
避
止
特
約
の
も
つ
競
争

へ
の
影
響
に
着
目
し
た
要
素
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
た
だ
、
そ
の
位
置
づ
け
が
不
明
確
で
あ
っ
た
。
一
方
、
ア
メ
リ
カ
法
は
、
競
業

避
止
特
約
の
（
契
約
と
し
て
の
）
効
力
に
対
す
る
規
制
や
制
限
は
、
具
体
的
な
ル
ー
ル
は
法
域
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
の
、
総
じ
て

競
争
法
的
な
観
点
か
ら
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、
合
理
性
基
準
に
加
え
て
競
争
法
上
の
観
点
に
も
触
れ
て
い
る
州
判
例
法
も
あ
る
が
、
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少
な
く
と
も
同
判
決
は
そ
れ
を
理
由
と
し
て
特
約
の
効
力
を
否
定
し
た
も
の
で
も
な
い（

（25
（

た
め
、
や
は
り
そ
の
要
素
が
競
業
避
止
特
約

の
有
効
性
に
及
ぼ
す
影
響
は
な
お
不
明
確
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
連
邦
取
引
委
員
会
も
、
競
業
禁
止
条
項
は
、
そ
の

当
事
者
以
外
の
、
他
の
労
働
者
や
他
の
企
業
、
消
費
者
、
経
済
に
重
大
な
損
害
（
負
の
外
部
性
）
を
も
た
ら
し
て
い
る（

（25
（

で
あ
ろ
う
と

こ
ろ
、
合
理
性
基
準
で
は
競
業
禁
止
条
項
が
競
争
に
与
え
る
悪
影
響
に
よ
っ
て
他
の
労
働
者
や
他
の
企
業
、
消
費
者
、
経
済
が
被
る

損
害
は
考
慮
さ
れ
な
い
、
と
指
摘
し
て
お
り
（
前
記
二
㈠
3
）、
二
当
事
者
間
の
契
約
の
枠
組
み
で
考
慮
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
も
思

わ
れ
る
。
こ
の
点
、
日
本
法
の
解
釈
に
お
い
て
も
、
競
争
法
と
の
関
係
で
は
、
優
越
的
地
位
の
濫
用
に
つ
い
て
は
代
償
措
置
を
考
慮

し
て
い
る
が
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
け
る
自
由
競
争
減
殺
や
競
争
の
実
質
的
制
限
の
観
点
か
ら
は
役
務
提
供
者
へ
の
不
利
益

緩
和
措
置
と
し
て
の
代
償
措
置
等
を
考
慮
せ
ず
、
競
業
制
限
の
過
大
性
（
範
囲
の
合
理
性
）
の
ほ
か
に
も
、
競
業
避
止
義
務
を
課
さ

れ
る
役
務
提
供
者
の
範
囲
・
役
務
提
供
者
を
確
保
で
き
な
い
競
争
事
業
者
の
範
囲
（
競
業
避
止
特
約
の
使
用
実
態
）、
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
供
給
に
と
っ
て
の
競
業
避
止
義
務
を
負
う
者
の
重
要
性
な
ど
、
二
当
事
者
間
の
契
約
の
枠
組
み
を
超
え
る
要
素
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
（
前
記
一
㈠
2
）。
そ
の
よ
う
な
要
素
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
の
帰
結
と
し
て
、
あ
る
競
業
避
止
特
約
が
（
職
業
選
択
の
自
由
の
価

値
を
反
映
し
た
）
公
序
に
は
違
反
せ
ず
有
効
に
な
る
一
方
で
、
そ
の
締
結
が
独
占
禁
止
法
違
反
に
は
な
る
（
し
た
が
っ
て
、
同
法
に
基

づ
く
措
置
や
請
求
が
認
め
ら
れ
う
る
）、
と
い
う
こ
と
が
起
こ
り
う
る（

（26
（

。

　

そ
れ
で
は
、
競
業
避
止
特
約
に
つ
き
、（
退
職
労
働
者
個
人
の
）
職
業
選
択
の
自
由
へ
の
過
度
な
制
約
と
い
う
側
面
か
ら
は
公
序
に

違
反
し
な
い
と
い
う
場
合
に
お
い
て
も
、（
負
の
外
部
性
に
よ
り
）
競
争
秩
序
を
阻
害
す
る
行
為
も
公
序
違
反
を
構
成
し
う
る
も
の
と

し
て（

（26
（

、
退
職
労
働
者
自
身
や
他
の
事
業
者
に
よ
る
、
退
職
労
働
者
が
締
結
し
た
特
約
の
無
効
の
主
張
を
な
お
認
め
る
こ
と
が
で
き
る

か
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
フ
ォ
セ
コ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ミ
テ
ィ
ッ
ド
事
件
が
示
唆
し
た
よ
う
な
、
競
業
避
止
特
約
に
よ
る
競
争
減

殺
の
対
市
場
効
果
の
有
無
・
程
度
な
ど
（
公
正
取
引
委
員
会
に
委
ね
る
べ
き
事
柄
）
を
裁
判
所
が
民
事
訴
訟
を
通
じ
て
測
定
・
判
断
す

る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
な
ど
が
課
題
と
な
る
だ
ろ
う（

（26
（

。
一
方
、
ア
メ
リ
カ
の
本
規
則
の
下
で
は
、
九
一
〇
・
四
条
の
専
占
規
定
に
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よ
り
、
使
用
者
は
、
競
業
禁
止
条
項
に
つ
き
、
こ
れ
を
競
争
阻
害
行
為
と
し
て
一
律
に
禁
止
す
る
本
規
則
（
お
よ
び
排
除
措
置
命
令

の
権
限
な
ど
（
前
記
二
㈠
3
）
を
定
め
る
連
邦
取
引
委
員
会
法
）
と
そ
の
契
約
と
し
て
の
効
力
な
ど
を
規
制
し
執
行
さ
れ
る
州
法
と
の

双
方
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
前
記
二
㈡
3
⑶
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
本
規
則
は
、
従
来
の
州
法
規
制
（
合
理
性
基
準
）
の
前
述

し
た
問
題
点
も
認
識
し
つ
つ
、
労
働
者
保
護
お
よ
び
競
争
促
進
を
最
大
化
す
る
た
め
に
、
本
規
則
自
身
と
州
法
執
行
と
が
相
互
補
完

的
に
機
能
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
規
則
は
、
適
用
対
象
な
い
し
保
護
対
象
を
「
労
働
者
（w
orker

）」
と
規
定
し
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
は
被
用
者
（em

ployee

）

に
限
定
さ
れ
ず
、
独
立
契
約
者
な
ど
も
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
規
則
は
広
く
役
務
提
供
関
係
全
般
に
適
用
さ
れ
う
る（

（26
（

。
ま
た
、
競

業
避
止
特
約
の
契
約
と
し
て
の
有
効
性
ま
た
は
適
法
性
を
規
律
す
る
法
律
（
も
し
く
は
法
律
案
）
と
し
て
、
例
え
ば
、
統
一
雇
用
競

業
避
止
特
約
法
（
前
記
一
㈡
1
）
も
、
そ
の
適
用
対
象
た
る
「
労
働
者
（w

orker

）」
に
、
独
立
契
約
者
も
含
ま
れ
る
た
め
、
や
は
り

役
務
提
供
関
係
に
広
く
適
用
さ
れ
う（

（26
（

る（
（26
（

。
こ
の
趣
旨
は
、
ど
ち
ら
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
も
、
そ
の
目
的
（
競
争
条
件
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
傾
向
が
あ
る
競
業
禁
止
条
項
の
除
去
、
ま
た
は
営
業
秘
密
・
顧
客
関
係
の
保
護
と
労
働
力
移
動
と
の
調
和
的
実
現
）
の
達
成
と
の
関
係

で
、
役
務
提
供
者
が
被
用
者
で
あ
る
か
否
か
は
問
題
で
は
な
い
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
日
本
法
に
お
い
て
も
、
前
記
一
㈠
の
通

り
、
契
約
と
し
て
の
有
効
性
が
問
わ
れ
る
（
＝
契
約
に
よ
っ
て
職
業
選
択
の
自
由（

（26
（

が
制
約
さ
れ
る
）
場
面
で
あ
っ
て
も
、
人
材
獲
得
局

面
の
競
争
に
対
す
る
悪
影
響
が
問
題
と
な
る
場
面
で
あ
っ
て
も
、
競
業
避
止
特
約
に
よ
っ
て
拘
束
を
受
け
る
役
務
提
供
者
（
人
材
）

が
「
労
働
者
」（
労
働
契
約
法
二
条
一
項
、
労
働
基
準
法
九
条
、
労
働
組
合
法
三
条
な
ど
）
で
あ
る
か
ど
う
か
は
本
質
的
な
問
題
で
は
な

い
（
な
お
、
独
占
禁
止
法
に
つ
い
て
は
、「
人
材
と
競
争
政
策
に
関
す
る
検
討
会
報
告
書
」
の
よ
う
に
労
働
者
や
労
働
関
係
へ
の
同
法
の
適
用

が
排
除
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
見
解
を
採
用
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。）。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
競
業
避
止
特
約
を
め
ぐ
る
法
律
関
係

に
お
い
て
「
労
働
者
」
と
し
て
の
法
的
地
位
や
特
性
は
そ
れ
ほ
ど
意
味
を
な
さ
な
い
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る（

（26
（

。
こ
の
こ
と
は
、
ア

メ
リ
カ
法
に
お
い
て
、
競
業
避
止
特
約
規
制
に
よ
る
特
約
の
全
面
禁
止
や
一
律
禁
止
の
対
象
者
が
、
役
務
提
供
者
が
「
上
級
幹
部
」
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概
念
（
収
入
基
準
と
職
務
基
準
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
。）
に
当
て
は
ま
る
か
ど
う
か
（
本
規
則
九
一
〇
・
二
条
⒜
項
二
号
）
や
、
報
酬
要
件

を
充
足
す
る
か
（
統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
五
条（

（26
（

や
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
法（

（26
（

、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州（

（27
（

な
ど（

（27
（

）
に
よ
り
決
せ
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
法
で
は
、
競
業
避
止
特
約
が
競
争
を
促
進
す
る
か
阻
害
す
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
競
業
避
止
特
約
に
関
す
る
ル
ー
ル

が
形
成
さ
れ
た
り
、
個
別
具
体
的
な
特
約
の
効
力
が
判
断
さ
れ
た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
連
邦
取
引
委
員
会
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た

本
規
則
は
、
競
業
禁
止
条
項
を
全
面
的
に
禁
止
す
る
こ
と
こ
そ
が
労
働
市
場
と
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
け
る
競
争
を
最
大
限
に

促
進
す
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
純
然
た
る
競
争
法
上
の
規
制
と
い
う
よ
り
も
、
契
約
と
し
て
の
効
力
を
否
定
す
る
規
制
と
し
て
で

あ
る
が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
や
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
、
ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
州
、
さ
ら
に
最
近
で
は
ミ
ネ
ソ
タ
州（

（27
（

（
二
〇
二
三
年
七
月
一

日
施
行
）
の
よ
う
に
そ
の
よ
う
な
立
場
を
と
る
州
法
も
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
多
く
の
州
法
や
各
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
、
統
一
雇

用
競
業
避
止
特
約
法
に
よ
る
ル
ー
ル
は
、
や
は
り
主
と
し
て
契
約
法
の
枠
組
み
の
中
で
、
合
理
性
基
準
に
よ
っ
て
競
業
避
止
特
約
の

効
力
を
判
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
合
理
的
な
内
容
の
特
約
は
む
し
ろ
競
争
を
促
進
す
る
、
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
点
、

競
業
避
止
特
約
に
は
、
企
業
秘
密
な
ど
を
労
働
者
と
共
有
で
き
る
よ
う
に
し
、
価
値
あ
る
情
報
の
開
発
へ
の
投
資
を
促
進
す
る
と
い

う
機
能
・
有
用
性
が
あ
る
、
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
記
一
㈡
1
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
例
え
ば
、
会
社
の
最
高
経
営
責
任
者
な

ど
の
重
要
な
役
員
は
、
事
業
情
報
を
含
む
企
業
秘
密
を
知
り
う
る
地
位
に
あ
る
が
、
競
合
他
社
に
移
動
す
れ
ば
そ
れ
ら
の
秘
密
は
容

易
に
失
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
秘
密
保
持
特
約
で
も
実
効
的
に
保
護
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
競
業
避
止
特
約
に
つ
い
て
交
渉

力
を
持
っ
て
い
る
そ
れ
ら
の
者
に
つ
い
て
は
、
通
知
お
よ
び
約
因
に
関
す
る
統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
四
条
の
よ
う
な
規
制
を
通

じ
て
労
働
市
場
の
機
能
を
強
化
し
た（

（27
（

上
で
、
競
業
避
止
特
約
を
認
め
た
ほ
う
が
、
労
働
者
・
使
用
者
・
公
共
の
利
益
を
最
も
保
護
す

る
強
力
な
市
場
が
実
現
で
き
る
、
と
い
う
見
解
も
あ
る（

（27
（

。
競
業
避
止
特
約
に
対
す
る
日
本
の
競
争
法
の
考
え
方
に
も
、
秘
密
漏
洩
防

止
の
目
的
に
照
ら
し
て
合
理
的
な
制
限
で
あ
れ
ば
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
け
る
競
争
促
進
効
果
が
あ
る
と
い
う
立
場
が
あ
る



58

法学研究 98 巻 2 号（2025：2）

（
前
記
一
㈠
2
）。
こ
の
よ
う
に
、
本
規
則
の
立
場
は
、
競
争
法
規
制
な
い
し
競
争
促
進
政
策
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
絶
対
視
で
き
る

も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る（

（27
（

。

　

さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
の
競
業
避
止
特
約
規
制
に
対
す
る
本
規
則
の
影
響
も
、
い
ま
だ
不
透
明
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
れ
ま
で

州
法
レ
ベ
ル
の
対
応
と
し
て
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
策
定
事
業
（
第
一
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
、
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン

ト
、
雇
用
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
）
と
統
一
州
法
案
策
定
事
業
（
統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
）
を
駆
使
し
て
競
業
避
止
特
約
を
め
ぐ
る

ル
ー
ル
の
統
一
化
を
志
向
し
て
き
た
も
の
の
、
そ
の
立
法
努
力
が
成
功
し
て
い
た
と
は
い
え
な
か
っ
た（

（27
（

た
め
、
本
規
則
に
よ
る
競
業

禁
止
条
項
規
制
の
全
国
統
一
化
を
図
っ
た
。
競
業
避
止
特
約
に
関
す
る
ル
ー
ル
の
州
際
的
な
違
い
に
よ
る
不
統
一
が
労
働
者
の
み
な

ら
ず
、
使
用
者
に
と
っ
て
も
混
乱
の
原
因
と
な
っ
て
き
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
本
規
則
は
、
連
邦
法
レ
ベ
ル
で
そ
の
ル
ー
ル
を
統
一

化
し
、
か
つ
、
競
業
禁
止
条
項
の
全
面
禁
止
と
い
う
極
め
て
明
快
な
ル
ー
ル
を
定
め
た
点
で
、
大
き
な
意
義
を
も
つ
内
容
で
あ
る（

（27
（

と

い
え
る
。
し
か
し
、
前
記
二
㈢
の
通
り
、
本
稿
執
筆
時
点
で
、
本
規
則
の
施
行
を
め
ぐ
っ
て
は
連
邦
裁
判
所
で
複
数
の
訴
訟
が
提
起

さ
れ
て
お
り
、
連
邦
地
方
裁
判
所
に
よ
っ
て
結
論
や
見
解
は
分
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
本
規
則
を
（
当
該
事
案
に
取
消
し
の

効
果
を
限
定
せ
ず
に
）
広
く
無
効
と
し
た
判
決
も
あ
る
。
本
規
則
の
効
力
に
関
わ
る
主
た
る
論
点
は
、
労
働
法
や
競
争
法
に
直
接
関

連
す
る
理
論
や
、
労
働
者
保
護
政
策
ま
た
は
競
争
促
進
政
策
と
し
て
の
当
否
で
は
な
く
、
連
邦
取
引
委
員
会
に
実
体
法
に
関
す
る
規

則
制
定
権
限
が
あ
る
の
か
、
ま
た
は
同
権
限
が
本
規
則
の
制
定
に
及
ぶ
の
か
、
と
い
う
行
政
法
な
ど
の
理
論
に
あ
る
が
、
い
ず
れ
は
、

本
規
則
の
法
的
拘
束
力
に
つ
い
て
連
邦
最
高
裁
判
所
の
判
断
も
示
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
本
規
則
の
効
力
が
確
定

的
に
否
定
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
（
た
だ
し
そ
の
場
合
も
、
連
邦
取
引
委
員
会
が
、
そ
の
権
限
に
基
づ
き
、
個
別
の
事
案
に
つ
い
て
競
業
禁

止
条
項
の
使
用
を
不
公
正
な
競
争
方
法
と
判
断
し
、
排
除
措
置
命
令
な
ど
を
発
出
す
る
こ
と
は
あ
り
う
る
。）。
加
え
て
、
連
邦
取
引
委
員
会

に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
も
の
の
、
一
般
的
に
行
政
機
関
に
よ
る
規
制
は
、
新
し
い
大
統
領
の
選
出
に
伴
う
新
し
い
委
員
の
任
命
に

よ
り
、
そ
の
規
則
が
変
更
ま
た
は
撤
回
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る（

（27
（

。
実
際
、
統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
の
策
定
や
、
全
国
労
働
関
係
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法
の
解
釈
に
関
す
る
覚
書
、
そ
し
て
本
規
則
の
制
定
は
、
い
ず
れ
も
競
業
避
止
特
約
規
制
の
強
化
に
向
け
た
政
策
的
要
請
に
基
づ
く

も
の
と
も
思
わ
れ
る
（
前
記
二
㈠
1
）
が
、
そ
の
よ
う
な
政
策
が
永
続
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
規
則
を
中
心

し
て
ア
メ
リ
カ
法
の
競
業
避
止
特
約
規
制
を
考
察
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
今
後
の
状
況
に
つ
い
て
は
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

〔
追
記
〕　

脱
稿
後
の
二
〇
二
四
年
一
〇
月
三
日
、A

T
S T

ree Servs., LLC v. FT
C

事
件
（
二
㈢
）
に
つ
い
て
、
原
告
で
あ
るA

T
S 

T
ree Servs., LLC

か
ら
の
訴
訟
手
続
停
止
の
申
立
て
（M

otion to Stay Proceedings

）
が
却
下
さ
れ
た
（2024 U

.S. D
ist. 

LEX
IS 192128 

（E.D
. Pa. O

ct. 03, 2024

））
た
め
、
翌
四
日
、A

T
S T

ree Servs., LLC

は
訴
え
の
任
意
的
取
下
げ
（voluntarily 

dism
issal

）
を
行
い
、
こ
れ
に
よ
り
訴
訟
は
終
了
し
た
。
ま
た
、
二
〇
二
四
年
一
〇
月
一
八
日
、
連
邦
取
引
委
員
会
は
、Ryan LLC v. 

FT
C

事
件
に
つ
き
、
控
訴
を
提
起
し
た
（
注（
255
）参
照
）。
さ
ら
に
、「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
整
備
す
る
た

め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、
令
和
六
年
一
〇
月
一
八
日
に
改
定
さ
れ
た
（
注（
14
）参
照
。
本
稿
に
関
わ
る
内
容
に
変
更
は
な
か
っ
た
）。

＊　

本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
雇
用
終
了
後
の
競
業
避
止
義
務
の
実
現
手
段
に
関
す
る
比

較
法
的
展
開
」（
課
題
番
号
：22K

01197

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
1
）　

ダ
イ
オ
ー
ズ
サ
ー
ビ
シ
ー
ズ
事
件
（
東
京
地
判
平
成
一
四
年
八
月
三
〇
日
労
判
八
三
八
号
三
二
頁
）
な
ど
。

（
2
）　

東
京
地
判
平
成
二
一
年
五
月
一
九
日
判
タ
一
三
一
四
号
二
一
八
頁
な
ど
。
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
事
件
（
東
京
地
決
平
成
七
年
一

〇
月
一
六
日
労
判
六
九
〇
号
七
五
頁
）
も
参
照
。

（
3
）　

東
京
地
判
平
成
二
一
年
三
月
九
日
判
時
二
〇
三
七
号
三
五
頁
、
東
京
地
判
令
和
元
年
一
一
月
二
八
日
判
例
集
未
登
載
（LEX

/D
B

文
献
番
号25582007

）、
東
京
地
判
令
和
三
年
一
月
二
五
日
判
例
集
未
登
載
（LEX

/D
B

文
献
番
号25587643

）
な
ど
。

（
4
）　

一
方
、
競
業
行
為
を
理
由
と
す
る
退
職
金
の
不
支
給
は
、
正
に
「
労
働
法
」
上
の
問
題
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
退
職
金
債

権
は
、
労
働
契
約
（
個
別
の
労
働
契
約
の
定
め
、
ま
た
は
労
働
契
約
の
内
容
と
な
っ
た
就
業
規
則
、
労
働
協
約
も
し
く
は
労
使
慣
行
）
を

根
拠
に
発
生
す
る
権
利
（
労
働
条
件
）
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
不
支
給
も
ま
た
労
働
契
約
上
の
不
支
給
条
項
（
債
権
発
生
の
解
除
条
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件
）
に
基
づ
く
措
置
で
あ
る
。

（
5
）　

代
償
措
置
等
と
し
て
は
、
通
常
、
賃
金
や
退
職
金
、
そ
の
他
の
手
当
の
金
額
の
多
寡
を
考
慮
す
る
（
モ
リ
ク
ロ
（
競
業
避
止
義
務
・

仮
処
分
）
事
件
（
大
阪
地
決
平
成
二
一
年
一
〇
月
二
三
日
労
判
一
〇
〇
〇
号
五
〇
頁
）、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ラ
イ
フ
・
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン

ス
・
カ
ン
パ
ニ
ー
事
件
（
東
京
地
判
平
成
二
四
年
一
月
一
三
日
労
判
一
〇
四
一
号
八
二
頁
）、
ア
フ
ラ
ッ
ク
事
件
（
東
京
地
決
平
成
二
二

年
九
月
三
〇
日
労
判
一
〇
二
四
号
八
六
頁
）、
レ
ジ
ェ
ン
ド
元
従
業
員
事
件
（
福
岡
高
判
令
和
二
年
一
一
月
一
一
日
労
判
一
二
四
一
号
七

〇
頁
））。
ま
た
、
代
償
措
置
の
要
否
に
関
し
、
こ
れ
を
競
業
避
止
特
約
の
有
効
要
件
と
す
る
見
解
も
あ
る
（
西
谷
敏
『
労
働
法
〔
第
三

版
〕』
二
一
八
頁
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
二
〇
年
）、
松
本
恵
里
・
土
田
道
夫
・
瀬
領
真
悟
「
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
と
労
働
法
・
独
占

禁
止
法
―
労
働
法
と
競
争
法
の
交
錯
」
季
刊
労
働
法
二
七
四
号
八
七
―
八
八
頁
（
二
〇
二
一
年
）
な
ど
）
が
、
有
効
要
件
で
は
な
く
、
公

序
違
反
性
を
判
断
す
る
た
め
の
一
要
素
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
（
菅
野
和
夫
・
山
川
隆
一
『
労
働
法
〔
第
一
三
版
〕』
一
八

四
頁
（
弘
文
堂
、
二
〇
二
四
年
）
参
照
）。
代
償
措
置
等
の
内
容
は
、
前
述
し
た
も
の
に
限
ら
れ
ず
に
様
々
な
も
の
が
あ
り
う
る
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
競
業
制
限
と
の
対
価
性
も
前
提
と
し
て
い
な
い
た
め
、
要
件
化
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
ほ
ど
定
ま
っ
た
も
の
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
解
釈
論
と
し
て
も
、
競
業
避
止
特
約
が
公
序
に
違
反
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
枠
組
み
で
判
断
す
る
以
上
、
民
法
九

〇
条
か
ら
代
償
措
置
等
を
有
効
要
件
と
し
て
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
代
償
措
置
必
要
説
は
採
用
し
が
た
い
と
思
わ
れ
る
（
公

序
法
理
を
適
用
す
る
に
あ
た
っ
て
職
業
選
択
の
自
由
の
重
要
性
を
考
慮
し
、
代
償
措
置
を
重
要
な
要
素
と
位
置
づ
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
で
概
ね
同
様
の
結
論
が
導
か
れ
よ
う
。）。
確
か
に
、
諸
外
国
で
は
、
競
業
避
止
特
約
が
法
的
拘
束
力
を
も

つ
た
め
に
は
、
金
銭
給
付
な
ど
を
要
件
と
す
る
ル
ー
ル
も
存
在
す
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
法
は
、
そ
の
よ
う
な
要
件
を
明
確
に

定
め
る
制
定
法
が
存
在
し
（
商
法
典
七
四
条
二
項
）、
ア
メ
リ
カ
法
は
、
競
業
避
止
特
約
も
契
約
の
一
つ
で
あ
る
と
こ
ろ
、
契
約
法
の
一

般
的
ル
ー
ル
と
し
て
、
当
事
者
間
の
約
束
が
法
的
拘
束
力
を
も
つ
た
め
に
対
価
を
要
求
す
る
約
因
法
理
が
存
在
す
る
た
め
、
少
な
く
と
も

こ
れ
ら
の
外
国
法
は
、
金
銭
的
給
付
を
要
求
す
る
法
的
な
基
盤
が
存
在
す
る
点
で
日
本
法
と
異
な
る
。

（
6
）　

ア
フ
ラ
ッ
ク
事
件
（
東
京
地
決
平
成
二
二
年
九
月
三
〇
日
労
判
一
〇
二
四
号
八
六
頁
）
参
照
。

（
7
）　

ア
メ
リ
カ
ン
・
ラ
イ
フ
・
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
・
カ
ン
パ
ニ
ー
事
件
（
東
京
地
判
平
成
二
四
年
一
月
一
三
日
労
判
一
〇
四
一
号
八
二

頁
）
参
照
。

（
8
）　

も
っ
と
も
、
合
理
性
基
準
が
公
序
法
理
の
適
用
の
一
場
面
で
あ
り
、
労
働
者
の
背
信
性
な
ど
様
々
な
要
素
が
考
慮
さ
れ
う
る
（
ト
ー
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レ
ラ
ザ
ー
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
事
件
・
東
京
地
決
平
成
一
六
年
九
月
二
二
日
労
判
八
八
二
号
一
九
頁
な
ど
）
こ
と
な
ど
か
ら
も
、

（
Ｃ
）
の
要
素
の
位
置
づ
け
が
不
明
確
と
い
っ
て
も
、
こ
の
基
準
そ
の
も
の
は
、
こ
の
要
素
を
積
極
的
に
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
と
解

さ
れ
る
。

（
9
）　

人
材
獲
得
市
場
と
は
、
同
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
発
注
者
や
使
用
者
は
、
役
務
提
供
者
の
獲
得
に
係
る
条
件
を
他
の
発
注
者
よ
り
も
良

い
も
の
と
す
る
こ
と
で
、
優
れ
た
役
務
提
供
者
の
獲
得
を
め
ぐ
っ
て
競
争
し
、
労
働
者
な
ど
の
役
務
提
供
者
は
、
自
己
の
提
供
す
る
役
務

の
内
容
を
他
の
役
務
提
供
者
よ
り
も
良
い
も
の
と
す
る
こ
と
で
、
優
良
な
役
務
提
供
条
件
に
よ
る
供
給
を
め
ぐ
っ
て
競
争
す
る
場
を
い
う
。

（
10
）　

た
だ
し
、
労
働
者
と
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
で
は
、
特
に
契
約
存
続
中
の
競
業
避
止
義
務
の
存
否
に
違
い
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
労
働
者
は
、
前
記
1
の
通
り
、
在
職
中
は
労
働
契
約
の
付
随
義
務
と
し
て
競
業
避
止
義
務
を
負
う
（
在
任
取
締
役
も
会
社
法
上
の

競
業
規
制
（
三
五
六
条
一
項
一
号
）
が
及
び
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
も
競
業
避
止
義
務
を
負
う
と
解
さ
れ
る
。）
一
方
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

は
、
契
約
存
続
中
に
当
然
に
は
競
業
避
止
義
務
を
負
う
も
の
で
は
な
い
（
し
た
が
っ
て
専
属
義
務
の
存
否
が
問
題
と
な
る
。）
と
解
さ
れ

る
。

（
11
）　

加
え
て
、
複
数
の
発
注
者
（
使
用
者
）
に
お
い
て
競
業
避
止
特
約
が
同
時
に
締
結
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
、
独
占
禁
止
法
上
の
問
題
に
な

り
や
す
い
。

（
12
）　

こ
の
理
由
は
、
同
報
告
書
の
中
で
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
競
業
避
止
特
約
は
、
他
の
発
注
者
（
行
為
者
た
る
発
注
者

（
使
用
者
）
と
競
争
関
係
に
あ
る
発
注
者
）
と
役
務
提
供
者
の
間
の
役
務
提
供
に
係
る
取
引
を
制
限
し
、
人
材
獲
得
市
場
に
お
け
る
発
注

者
間
の
人
材
獲
得
競
争
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
人
材
獲
得
競
争
（
定
義
は
注（
9
）の
通
り
）
が
発
注
者
間
で
行
わ
れ
る

た
め
に
は
、
役
務
提
供
者
が
、
発
注
者
か
ら
提
示
さ
れ
た
条
件
を
正
確
に
理
解
し
た
上
で
発
注
者
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、

役
務
提
供
者
は
発
注
者
と
比
べ
て
、
情
報
が
少
な
く
、
交
渉
力
も
弱
い
た
め
、
発
注
者
か
ら
情
報
が
十
分
に
提
供
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
く
、

実
際
と
異
な
る
説
明
や
不
十
分
な
説
明
に
よ
り
、
他
の
発
注
者
と
の
取
引
を
妨
げ
る
こ
と
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
13
）　

同
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
発
注
者
が
役
務
提
供
者
に
対
し
て
優
越
し
た
地
位
に
あ
る
と
い
う
の
は
、
役
務
提
供
者
に
と
っ
て
発
注
者
と

の
取
引
の
継
続
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
事
業
経
営
上
大
き
な
支
障
を
来
す
た
め
、
発
注
者
が
役
務
提
供
者
に
と
っ
て
著
し
く
不
利
益
な
要

請
等
を
行
っ
て
も
、
役
務
提
供
者
が
こ
れ
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
場
合
を
い
い
、
こ
れ
に
当
た
る
か
ど
う
か
は
、
役
務
提
供

者
の
発
注
者
に
対
す
る
取
引
依
存
度
、
発
注
者
の
市
場
に
お
け
る
地
位
、
役
務
提
供
者
に
と
っ
て
の
取
引
先
変
更
の
可
能
性
、
そ
の
他
発
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注
者
と
取
引
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
示
す
具
体
的
事
実
の
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
認
定
す
る
。

（
14
）　

内
閣
官
房
・
公
正
取
引
委
員
会
・
中
小
企
業
庁
・
厚
生
労
働
省
の
連
名
で
公
表
さ
れ
た
「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
安
心
し
て
働
け
る

環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
令
和
三
年
三
月
二
六
日
）。

（
15
）　

東
京
地
判
令
和
元
年
一
一
月
二
八
日
・
前
掲
注（
3
）も
参
照
。

（
16
）　

独
占
禁
止
法
違
反
行
為
に
よ
り
侵
害
さ
れ
う
る
「
権
利
又
は
法
律
上
保
護
さ
れ
る
利
益
」
と
し
て
は
、
事
業
者
の
「
自
由
な
競
争
市

場
に
お
い
て
製
品
を
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
利
益
」（
日
本
遊
戯
銃
協
同
組
合
事
件
（
東
京
地
判
平
成
九
年
四
月
九
日
審
決
集
四
四
号

六
三
五
頁
））
や
、
一
般
消
費
者
の
「
自
由
競
争
の
下
で
形
成
さ
れ
た
価
格
で
商
品
を
購
入
す
る
利
益
」（
鶴
岡
灯
油
事
件
（
仙
台
高
秋
田

支
判
昭
和
六
〇
年
三
月
二
六
日
審
決
集
三
一
号
二
〇
四
頁
））
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
17
）　

岐
阜
商
工
信
用
組
合
事
件
（
最
二
小
判
昭
和
五
二
年
六
月
二
〇
日
民
集
三
一
巻
四
号
四
四
九
頁
）（
た
だ
し
、
判
示
の
該
当
部
分
は

傍
論
に
す
ぎ
な
い
と
の
指
摘
も
あ
る
。
田
尾
桃
二
『
判
解
』
最
判
解
民
事
篇
昭
和
五
二
年
度
二
〇
三
頁
（
一
九
八
一
年
）、
森
田
修
「『
独

禁
法
違
反
行
為
の
私
法
上
の
効
力
』
試
論
―
独
禁
法
に
よ
る
民
法
の
〈
支
援
〉」
日
本
経
済
法
学
会
年
報
一
九
号
一
〇
七
―
一
〇
八
頁

（
一
九
九
八
年
）
な
ど
）。
こ
の
点
に
つ
き
、
花
王
化
粧
品
販
売
事
件
（
東
京
高
判
平
成
九
年
七
月
三
一
日
高
民
五
〇
巻
二
号
二
六
〇
頁
）

も
参
照
。

（
18
）　

自
動
車
教
習
所
事
件
（
名
古
屋
高
金
沢
支
決
昭
和
五
三
年
七
月
一
一
日
審
決
集
二
八
号
一
七
九
頁
）。

（
19
）　

奥
道
後
温
泉
バ
ス
路
線
事
件
（
高
松
高
判
昭
和
六
一
年
四
月
八
日
判
タ
六
二
九
号
一
七
九
頁
）。
独
占
禁
止
法
違
反
と
な
る
契
約
の

私
法
上
の
効
力
に
つ
い
て
は
、「
独
占
禁
止
法
の
規
定
の
性
格
は
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
か
な
り
異
な
っ
て
お
り
、
効
力
規
定
的
要
素
が

強
い
も
の
か
ら
行
政
取
締
法
規
的
要
素
が
強
い
も
の
ま
で
種
々
様
々
で
あ
る
か
ら
、
独
占
禁
止
法
違
反
の
契
約
、
協
定
で
あ
っ
て
も
一
律

に
有
効
ま
た
は
無
効
と
考
え
る
の
は
相
当
で
な
く
、
規
定
の
趣
旨
と
違
反
行
為
の
違
法
性
の
程
度
、
取
引
の
安
全
保
護
等
諸
般
の
事
情
か

ら
具
体
的
契
約
、
協
定
毎
に
そ
の
効
力
を
考
え
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

（
20
）　

後
述
の
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
六
条
お
よ
び
一
八
八
条
は
、「
公
序
を
理
由
と
す
る
無
効
（U

nenforceability 
on Grounds of Public Policy

）」
と
題
し
た
八
章
の
中
の
条
文
で
あ
る
。R

est
a

t
em

en
t 

（S
eco

n
d

） O
f C

o
n

t
ra

ct
s 

（A
m. L

a
w 

In
st. 1981

）.

（
21
）　Id.
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（
22
）　See e.g. BD

O
 Seidm

an v. H
irshberg, 93‌ N

.Y
.2d 382, 388-389 

（1999

）, D
eSantis v. W

ackenhut Corp., 793 S.W
.2d 

67 0, 681-682 （T
ex. 1990

）.
（
23
）　R

est
a

t
em

en
t （S

eco
n

d

） O
f C

o
n

t
ra

ct
s § 188 （A

m. L
a

w In
st. 1981

）.

（
24
）　Id. § 186.

（
25
）　Id. § 186 cm

t. a.

な
お
、
こ
れ
ら
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
記
述
す
る
ル
ー
ル
は
、
取
引
制
限
の
約
束
（prom

ise

）

が
連
邦
法
お
よ
び
州
法
に
よ
っ
て
広
く
規
制
さ
れ
て
お
り
（
特
に
連
邦
法
が
そ
の
規
制
を
ほ
ぼ
完
全
に
占
め
て
お
り
）、
無
効
に
な
る
だ

け
で
な
く
、
民
事
上
・
刑
事
上
の
責
任
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
と
こ
ろ
、
コ
モ
ン
ロ
ー
に
依
拠
す
る
べ
き
場
合
に
、
連
邦
法
や
州
法

を
補
完
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。Id. ch. 8, intro. note.

（
26
）　Id. § 188 cm

t. d.

（
27
）　

ア
メ
リ
カ
法
で
は
、
契
約
法
に
お
け
る
約
因
法
理
か
ら
、
競
業
避
止
特
約
は
、
合
理
性
に
加
え
、
約
因
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
必
要
に
な
る
。Id. § 187 cm

t. b.

（
28
）　Id. § 188 cm

t. c, § 188 cm
t. g.

（
29
）　E

.g. U
n

ifo
rm R

est
rict

iv
e E

m
plo

y
m

en
t A

greem
en

t A
ct, Prefatory N

ote （U
n

if. L
a

w C
o

m
m’n 2021

）.

（
30
）　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
、
二
〇
二
三
年
六
月
、
競
業
避
止
特
約
を
全
面
的
に
禁
止
す
る
制
定
法
の
法
案
が
可
決
さ
れ
た
（N

.Y
. 

Legis. A
ssem

b. A
-01278. Reg. Sess. 2023-2024 
（2023

）、N
.Y

. Legis. S. S-3100A
. Reg. Sess. 2023-2024 

（2023

））
が
、

こ
の
法
案
に
対
し
て
は
、
二
〇
二
三
年
一
二
月
二
三
日
に
州
知
事
の
拒
否
権
が
行
使
さ
れ
て
い
る
。
拒
否
権
行
使
の
理
由
と
し
て
、
州
知

事
に
と
っ
て
の
優
先
事
項
は
、
中
流
階
級
と
低
賃
金
労
働
者
を
保
護
し
つ
つ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
企
業
が
高
給
の
人
材
を
保
持
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
に
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
お
け
る
激
し
い
競
争
環
境
の
下
で
様
々
な
産
業
の
企
業
は
、
本
法
案
に
よ
る
画
一
的
ア

プ
ロ
ー
チ
で
は
実
現
さ
れ
な
い
正
当
な
利
益
を
有
し
て
い
る
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
31
）　BD

O
 Seidm

an v. H
irshberg, 93‌ N

.Y
.2d 382, 391 （1999

）.

（
32
）　Id. at 393-394.

同
事
件
判
決
に
見
ら
れ
る
優
越
的
地
位
の
濫
用
の
よ
う
な
考
え
方
に
つ
い
て
、
植
田
達
「
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
法
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
に
基
づ
く
権
利
救
済
論
」
法
学
研
究
九
五
巻
七
号
五
五
頁
注
（
二
二
）（
二
〇
二
二
年
）。
雇
用
法
リ

ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
も
、
八
・
〇
六
条
⒟
項
で
、「
競
業
制
限
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
地
域
に
お
い
て
、
当
該
退
職
労
働
者
の
特
別
な
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（special

）
技
能
（skills

）
や
労
務
（services

）
に
対
す
る
一
般
市
民
の
大
き
な
需
要
が
、
特
約
の
執
行
に
お
け
る
使
用
者
の
あ
ら
ゆ

る
正
当
な
利
益
（legitim

ate interest

）
を
上
回
っ
て
い
る
場
合
」
は
、
競
業
避
止
特
約
が
正
当
な
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
範
囲
・

地
域
・
期
間
が
合
理
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
無
効
に
な
る
と
記
述
し
て
い
る
。R

est
a

t
em

en
t O

f E
m

plo
y

m
en

t L
a

w § 
8.06 （A

m. L
a

w In
st. 2015

）.
（
33
）　

以
上
に
つ
き
、
植
田
達
「
ア
メ
リ
カ
・
テ
キ
サ
ス
州
制
定
法
に
基
づ
く
競
業
避
止
特
約
規
制
（
一
）」
法
学
研
究
九
六
巻
一
〇
号
四

四
―
四
六
頁
（
二
〇
二
三
年
）。

（
34
）　

後
掲
注（
50
）参
照
。

（
35
）　Edw

ards v. A
rthur A

ndersen LLP, 44‌ Cal. 4th 937, 946 （2008

）.

（
36
）　

統
一
州
法
委
員
全
国
会
議
（N

ational Conference of Com
m

issioners on U
niform

 State Law
s

）
と
も
呼
ば
れ
る
。

（
37
）　U

n
ifo

rm R
est

rict
iv

e E
m

plo
y

m
en

t A
greem

en
t A

ct 

（U
n

if. L
a

w C
o

m
m’n 2021

）.

統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
に
つ
い
て

は
、
植
田
達
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
全
国
統
一
的
な
競
業
避
止
特
約
規
制
の
形
成
に
向
け
た
取
組
み
過
程
（
一
）
―
統
一
雇
用
競
業
避
止

特
約
法
（U

niform
 Restrictive Em

ploym
ent A

greem
ent A

ct

）
の
策
定
を
契
機
と
し
て
」
法
学
研
究
九
五
巻
八
号
三
九
頁
（
二

〇
二
二
年
）、
同
「（
二
）」
法
学
研
究
九
五
巻
九
号
一
頁
（
二
〇
二
二
年
）、
同
「（
三
・
完
）」
法
学
研
究
九
五
巻
一
〇
号
一
頁
（
二
〇
二

二
年
）
も
参
照
。

（
38
）　

統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
の
適
用
対
象
は
、「
雇
用
に
お
け
る
競
業
避
止
特
約
（restrictive em

ploym
ent agreem

ent

）」
で

あ
る
が
、
同
法
（
案
）
の
「
労
働
者
（w

orker
）」
は
、
被
用
者
（em

ployee

）
だ
け
で
な
く
、
独
立
契
約
者
（independent 

contractor

）
も
含
ま
れ
る
た
め
、
厳
密
に
は
雇
用
関
係
に
限
定
さ
れ
ず
、
役
務
提
供
関
係
に
広
く
適
用
さ
れ
う
る
。U

n
ifo

rm 
R

est
rict

iv
e E

m
plo

y
m

en
t A

greem
en

t A
ct § 2‌ （U

n
if. L

a
w C

o
m

m’n 2021

）.

（
39
）　

同
法
（
案
）
に
よ
る
七
条
の
注
釈
に
は
、「
合
理
性
の
検
討
で
は
、
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
、
一
般
的
に
、
使
用
者
の
利
益
、
労
働

者
の
利
益
、
公
共
の
利
益
の
均
衡
が
と
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら
、
合
理
性
の
判
断
は
、
特

約
が
も
た
ら
す
利
益
が
損
害
を
上
回
る
か
ど
う
か
を
問
う
こ
と
と
な
る
。」
と
し
か
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約

法
の
策
定
事
業
に
お
け
る
顧
問
（reporter

）
を
務
め
た
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
Ｊ
・
シ
ュ
ワ
ブ
教
授
に
よ
れ
ば
、
従
前
の
ル
ー
ル
（
雇
用
法

リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
八
・
〇
六
条
（R

est
a

t
em

en
t O

f E
m

plo
y

m
en

t L
a

w § 8.06 
（A

m. L
a

w In
st. 2015

））
な
ど
）
と
同
様
、
競
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業
避
止
特
約
が
合
理
的
で
あ
る
た
め
に
は
、
①
正
当
な
利
益
（
営
業
秘
密
や
顧
客
関
係
な
ど
）
が
必
要
で
あ
り
、
②
そ
の
利
益
を
保
護
す

る
た
め
に
期
間
、
地
域
、
範
囲
に
お
い
て
厳
密
に
限
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
解
さ
れ
て
い
る
。Stew

art J. Schw
ab, 

R
egulating N

oncom
petes Beyond the Com

m
on Law

: T
he U

niform
 R

estrictive E
m

ploym
ent A

greem
ent A

ct,  98‌ In
d. 

L.j. 275, 295 （2022

）.

（
40
）　U

n
ifo

rm R
est

rict
iv

e E
m

plo
y

m
en

t A
greem

en
t A

ct Prefatory N
ote （U

n
if. L

a
w C

o
m

m’n 2021

）.

（
41
）　Schw

ab, supra note 39, at 285-286.

（
42
）　M

o. Legis. H
. H

B-2787. 102d Gen. A
ssem

b. （2024

）.

（
43
）　N

.C. Legis. H
. H

B-812. 2023-2024 Sess. （2023

）.

（
44
）　O

kla. Legis. H
. H

B-1799. 59th. Leg., 1st Sess. （2023

）, O
kla. Legis. S. SB-697. 59th. Leg., 1st Sess. （2023

）.

（
45
）　V

t. Legis. H
. H

-667. 2021-2021 Leg., Reg. Sess. （2022

）.

（
46
）　W

. V
a. Legis. S. SB-453. Reg. Sess. 2022 （2022

）.

（
47
）　Colo. Legis. H

. H
B-22-1216. 73d Gen. A

ssem
b. 2d Reg. Sess. （2022

）.

（
48
）　

州
法
案
の
採
択
・
提
出
状
況
に
つ
い
て
は
、U

niform
 Law

 Com
m

ission, R
est

rict
iv

e E
m

plo
y

m
en

t A
greem

en
t A

ct, 
https://w

w
w

.uniform
law

s.org/com
m

ittees/com
m

unity-hom
e?C

om
m

unityK
ey=

f8 70a839-27cd-4150-ad5f-
51d8214f1cd2 （last visited Sept. 27, 2022

）。

（
49
）　Stew

art J. Schw
ab, N

oncom
pete Law

, the U
niform

 A
ct, and the FT

C Proposed R
ule, 34‌ U

. F
la. J.l. &

 P
u

b. 
P

o
l’y 279, 281 （2024

）.

（
50
）　

例
え
ば
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
、
事
業
お
よ
び
職
業
法
典
（Business and Professions Code

）
一
六
六
〇
〇
条
で
「
本
章
で

規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
適
法
な
職
業
（profession

）、
取
引
（trade

）
ま
た
は
事
業
（business

）
に
従

事
す
る
こ
と
を
制
限
す
る
す
べ
て
の
契
約
は
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
無
効
（void

）
で
あ
る
」（B

u
s. &

 P
ro

f. §16600

）
と
定
め
て
お

り
、
労
働
関
係
に
お
け
る
退
職
後
の
競
業
避
止
特
約
を
全
面
的
に
禁
止
し
て
い
る
州
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
統
一
雇
用
競
業
避

止
特
約
法
に
付
さ
れ
た
注
釈
で
は
、
同
州
に
お
い
て
さ
え
も
労
働
者
が
特
約
を
締
結
し
て
い
る
例
が
二
〇
％
近
く
あ
り
、
少
な
く
な
い
と

い
う
実
態
が
あ
る
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
背
景
に
、
統
一
州
法
案
は
、
そ
の
要
件
を
充
足
し
な
い
特
約
は
「
無
効
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（unenforceable

）」
と
す
る
だ
け
で
な
く
、「
禁
止
さ
れ
（prohibited

）」
て
い
る
こ
と
を
宣
言
す
る
規
定
を
置
き
、
こ
れ
に
よ
り
、
禁

止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
周
知
し
、
た
と
え
無
効
な
も
の
で
あ
っ
て
も
競
業
避
止
特
約
に
よ
っ
て
生
じ
る
萎
縮
効
果
を
除
去
し
よ
う
と
し
て

い
る
。U

n
ifo

rm R
est

rict
iv

e E
m

plo
y

m
en

t A
greem

en
t A

ct § 4‌ C
m

t. 

（U
n

if. L
a

w C
o

m
m’n 2021

）.

二
〇
二
三
年
、
同
州
は
、

事
業
お
よ
び
職
業
法
典
を
改
正
し
、
従
来
は
競
業
避
止
特
約
の
よ
う
な
契
約
を
「
無
効
」
と
定
め
る
に
と
ど
め
て
い
た
と
こ
ろ
、「
本
章

の
例
外
を
満
た
さ
な
い
競
業
禁
止
条
項
（noncom

pete clause

）
を
雇
用
契
約
に
定
め
る
こ
と
、
ま
た
は
労
働
者
に
対
し
て
競
業
禁
止

条
項
を
締
結
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
は
違
法
で
あ
る
」
と
定
め
た
同
法
典
一
六
六
〇
〇
・
一
条
ａ
項
を
追
加
し
た
。
ま
た
、
同
条
は
、

同
法
典
の
例
外
要
件
（
事
業
譲
渡
に
伴
う
競
業
禁
止
条
項
な
ど
）
を
充
足
し
な
い
既
存
の
競
業
禁
止
契
約
が
無
効
で
あ
る
こ
と
を
二
〇
二

四
年
二
月
一
四
日
ま
で
に
通
知
す
る
義
務
を
使
用
者
に
課
し
（
ｂ
項
）、
同
条
違
反
は
、
同
法
典
の
下
で
、
不
正
競
争
行
為
（act of 

unfair com
petition

）
に
該
当
す
る
と
定
め
た
（
ｃ
項
）。B

u
s. &

 P
ro

f. §16600.1.

さ
ら
に
、
同
法
典
に
よ
り
無
効
と
な
る
契
約
を
締

結
し
た
り
、
強
制
し
よ
う
と
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
民
事
違
反
（civil violation

）
に
当
た
る
こ
と
、
労
働
者
や
退
職
労
働
者
が
勝
訴
し

た
場
合
に
合
理
的
な
弁
護
士
費
用
な
ど
の
費
用
を
回
収
す
る
権
利
が
認
容
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
定
め
た
権
利
救
済
に
関
す
る
規
定
も
追
加

さ
れ
た
（
一
六
六
〇
〇
・
五
条
。
統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
一
六
条
も
参
照
）。B

u
s. &

 P
ro

f. §16600.5. See also U
n

ifo
rm 

R
est

rict
iv

e E
m

plo
y

m
en

t A
greem

en
t A

ct § 16‌ 

（U
n

if. L
a

w C
o

m
m’n 2021

）.

以
上
の
改
正
は
、
二
〇
二
四
年
一
月
よ
り
施
行
さ

れ
て
い
る
。

（
51
）　

全
国
労
働
関
係
法
七
条
に
基
づ
く
権
利
と
は
、「
団
結
す
る
権
利
、
労
働
団
体
を
結
成
・
加
入
・
支
援
す
る
権
利
、
自
ら
選
ん
だ
代

表
者
を
通
じ
て
団
体
交
渉
を
行
う
権
利
、
お
よ
び
、
団
体
交
渉
ま
た
は
そ
の
他
の
相
互
扶
助
な
い
し
相
互
保
護
の
た
め
に
、
そ
の
他
の
団

体
行
動
を
行
う
権
利
」、「
そ
れ
ら
の
行
動
の
い
ず
れ
か
を
、
ま
た
は
い
ず
れ
を
も
行
わ
な
い
権
利
」
で
あ
る
。29‌ U

.S.C. § 157.

（
52
）　

全
国
労
働
関
係
法
八
条
⒜
項
一
号
は
、「
七
条
に
お
い
て
保
障
さ
れ
て
い
る
権
利
の
行
使
に
関
し
て
被
用
者
に
干
渉
、
妨
害
ま
た
は

威
圧
す
る
こ
と
」
を
使
用
者
に
よ
る
不
当
労
働
行
為
と
定
め
て
い
る
。29‌ U

.S.C. § 158.

（
53
）　M
em

orandum
 GC 23-08, Jennifer A

. A
bruzzo, Gen. Couns. of N

.L.R.B., N
on-Com

pete A
greem

ents that V
iolate 

the N
ational Labor Relations A

ct （M
ay 30, 2023

）.

（
54
）　Id.

（
55
）　Id.
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（
56
）　J.O

. M
ory, Inc., 25-CA

-309577, 25-CA
-336995, JD

-36-24 （A
LJ D

ecision, June 13, 2024

）.
（
57
）　Id. at 19.

（
58
）　Stericycle, 372 N

LRB 113 （2023

）.

（
59
）　J.O

. M
ory, Inc., 25-CA

-309577, 25-CA
-336995, JD

-36-24, 20-21 

（A
LJ D

ecision, June 13, 2024

）.

違
法
な
競
業
禁
止

条
項
に
関
連
す
る
救
済
命
令
と
し
て
、
違
法
な
競
業
禁
止
条
項
を
含
む
雇
用
契
約
書
へ
の
署
名
の
要
求
、
職
場
規
則
の
維
持
の
中
止
を
命

じ
る
と
と
も
に
、
競
業
禁
止
条
項
の
解
除
と
、
同
条
項
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
現
在
お
よ
び
過
去
の
労
働
者
に
対
し
て
同
条
項
が
解
除
さ

れ
、
そ
の
義
務
か
ら
解
放
さ
れ
た
こ
と
の
通
知
を
命
じ
た
。Id. at 24-26.

（
60
）　15‌ U

.S.C. §§ 41-58.

（
61
）　89‌ Fed. Reg. 38342 （M

ay 7, 2024

）, 16‌ C.F.R. §§ 910.1-910.6.

（
62
）　

本
稿
で
は
、「
競
業
禁
止
」
を
競
合
他
社
で
の
就
労
開
始
や
競
合
事
業
の
開
始
な
ど
に
よ
る
「
競
業
」
そ
の
も
の
を
禁
止
す
る
と
い

う
意
味
で
用
い
、「
競
業
避
止
」
は
「
競
業
禁
止
」
の
ほ
か
、
顧
客
勧
誘
禁
止
な
ど
も
含
む
、
や
や
広
い
概
念
と
し
て
用
い
、
区
別
す
る

こ
と
と
す
る
。

（
63
）　See e.g. T

hom
as W

. M
errill, A

ntitrust Rulem
aking: T

he FT
C’s D

elegation D
eficit, 75‌ A

d
m

in. L. R
ev. 277 

（Spring 2023

）; Schw
ab, supra note 49, at 291-293.

（
64
）　89‌ Fed. Reg. 38342, 38349-38355 （M

ay 07, 2024

）.

（
65
）　

こ
の
こ
と
は
し
ば
し
ば
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
チ
ェ
ー
ン
の
店
員
に
も
競
業
禁
止
条
項
が
付
さ
れ
て
い
る
、
と
表
現
さ
れ
る
。E

.g. 
Schw

ab, supra note 39, at 281; D
ave Jam

ieson, Jim
m

y John’s M
akes L

ow
-W

age W
orkers Sign `O

ppressive’ 
N

oncom
pete A

greem
ents, H

u
ffpo

st, 

（O
ct. 13, 2014, 4:03 PM

）, https://w
w

w
.huffpost.com

/​entry/​jim
m

y-johns-non-
com

pete_ ​n_​5978180.

（
66
）　T

h
e W

hi
t

e H
o

u
se, S

t
a

t
e C

a
ll T

o A
ct

io
n O

n N
o

n-C
o

m
pet

e A
greem

en
t

s 

（2016

）, https://obam
aw

hitehouse.
archives.gov/sites/default/files/com

petition/noncom
petes-calltoaction-final.pdf.

（
67
）　U

n
ifo

rm R
est

rict
iv

e E
m

plo
y

m
en

t A
greem

en
t A

ct Prefatory N
ote （U

n
if. L

a
w C

o
m

m’n 2021

）.

（
68
）　Exec. O

rder N
o.14,036 § 5‌

（g

） （July 09, 2021

）.
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（
69
）　Id.

（
70
）　M

em
orandum

 of U
nderstanding Betw

een the Federal T
rade Com

m
ission 

（FT
C

） and the N
ational Labor 

Relations Board 

（N
LRB

）, Regarding Inform
ation Sharing, Cross-A

gency T
raining, and O

utreach in A
reas of 

Com
m

on Regulatory Interest 

（July 19, 2022

）, https://w
w

w
.nlrb.gov/sites/default/files/attachm

ents/pages/node-
7857/ftcnlrb-m

ou-71922.pdf.

（
71
）　M

em
orandum

 of U
nderstanding Betw

een the U
.S. D

epartm
ent of Justice and the N

ational Labor Relations 
Board 

（July 26, 2022

）, https://w
w

w
.nlrb.gov/sites/default/files/attachm

ents/pages/node-7857/dojantitrust-nlrb-
m

ou- 72622.pdf.

（
72
）　H

earings on Com
petition and Consum

er Protection in the 21st Century, 83‌ FR 38307 （A
ug. 6, 2018

）.

（
73
）　FT

C, N
on-Com

petes in the W
orkplace: Exam

ining A
ntitrust and Consum

er Protection Issues 

（Jan. 9, 2020

）, 
https://w

w
w

.ftc.gov/new
s-events/events/2020/01/non-com

petes-w
orkplace-exam

ining-antitrust-consum
er-

protection-issues.

（
74
）　89‌ Fed. Reg. 38342, 38343-38344 （M

ay 07, 2024

）.

（
75
）　FT

C Cracks D
ow

n on Com
panies T

hat Im
pose H

arm
ful N

oncom
pete Restrictions on T

housands of W
orkers 

（Jan. 4, 2023

）, https://w
w

w
.ftc.gov/new

s-events/new
s/press-releases/2023/01/ftc-cracks-dow

n-com
panies-im

pose-
harm

ful-noncom
pete-restrictions-thousands-w

orkers.

（
76
）　D

ecision and O
rder, A

rdagh Group S.A
., et al., FT

C D
ocket N

o. C-4785 

（Feb. 21, 2023

） （consent order

）, 
https://w

w
w

.ftc.gov/system
/files/ftc_gov/pdf/2110182-c4785-ardagh-decision-and-order.pdf; D

ecision and O
rder, 

O
-I Glass, Inc., FT

C D
ocket N

o. C-4786 

（Feb. 21, 2023
） （consent order

）, https://w
w

w
.ftc.gov/system

/files/ftc_
gov/pdf/2110182_c 4786-o-i-glass-inc-decision-and-order.pdf; D

ecision and O
rder, A

nchor G
lass C

ontainer 
Corporation, et al., FT

C D
ocket N

o. C-4793 

（M
ay 18, 2023

） （consent order

）, https://w
w

w
.ftc.gov/system

/files/
ftc_gov/pdf/211_0182_c 4793_anchor_glass_final_order_w

ith_appendices.pdf.

　

こ
れ
ら
の
命
令
に
お
い
て
「
競
業
禁
止
特
約
」
は
、
被
申
立
人
と
被
用
者
と
の
間
の
契
約
で
あ
っ
て
、
当
該
労
働
者
の
雇
用
終
了
後
の
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何
ら
か
の
期
間
、
誰
か
と
の
雇
用
を
求
め
、
も
し
く
は
受
諾
し
、
ま
た
は
事
業
を
運
営
し
、
そ
の
他
の
方
法
で
被
申
立
人
と
競
業
す
る
権

利
も
し
く
は
能
力
を
制
限
す
る
も
の
、
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。「
間
接
的
に
」
と
い
う
文
言
を
よ
り
具
体
化
し
て
、「
法
人
（corporation

）、

会
社
（com

pany

）、
事
業
（business

）、
組
合
（partnership

）、
子
会
社
（subsidiary

）、
部
門
（division

）、
代
理
人
（agent

）、

使
用
人
（servant

）、
被
用
者
、
商
号
（trade nam

e

）
そ
の
他
の
手
段
を
通
じ
て
」
と
い
う
表
現
を
用
い
た
同
意
命
令
も
あ
る
。
こ

れ
は
、
被
申
立
人
に
お
い
て
、
被
用
者
に
対
し
、
競
業
禁
止
特
約
を
執
行
す
る
と
脅
す
行
為
や
、
競
業
禁
止
特
約
を
執
行
す
る
た
め
の
訴

訟
提
起
が
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
競
合
他
社
に
対
し
、
被
用
者
が
締
結
し
て
い
る
競
業
禁
止
特
約
を
理
由
に
、
採
用
し
な
い
こ
と
を
求
め

る
行
為
が
あ
っ
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。D

ecision and O
rder, Prudential Security, Inc., et al., FT

C D
ocket N

o. C-4787 

（Feb. 21, 2023

） （consent order

）, https://w
w

w
.ftc.gov/system

/files/ftc_gov/pdf/c47872210026prudentialsecurityfin
alconsent.pdf.

（
77
）　

連
邦
取
引
委
員
会
法
五
条
（「
違
法
な
不
公
正
な
競
争
方
法
：
委
員
会
に
よ
る
禁
止
」）
は
、
⒜
項
（「
違
法
性
の
宣
言
、
不
正
競
争

を
禁
止
す
る
権
限
お
よ
び
外
国
貿
易
へ
の
不
適
用
」）
の
一
号
で
「
通
商
（com

m
erce

）
に
お
け
る
、
も
し
く
は
通
商
に
影
響
を
与
え

る
不
公
正
な
競
争
方
法
、
お
よ
び
、
通
商
に
お
け
る
、
も
し
く
は
通
商
に
影
響
を
与
え
る
不
公
正
・
欺
瞞
的
な
行
為
ま
た
は
慣
行
は
、
こ

こ
で
違
法
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
る
。」、
二
号
で
「
委
員
会
は
、
こ
こ
に
個
人
、
組
合
（partnership

）、
法
人
（
中
略
）
が
、
通
商
に
お

け
る
、
ま
た
は
通
商
に
影
響
を
与
え
る
不
公
正
な
競
争
方
法
、
お
よ
び
、
通
商
に
お
け
る
、
も
し
く
は
通
商
に
影
響
を
与
え
る
不
公
正
・

欺
瞞
的
な
行
為
ま
た
は
慣
行
を
用
い
る
こ
と
を
阻
止
す
る
権
限
を
付
与
さ
れ
、
指
示
さ
れ
て
い
る
。」
と
定
め
て
い
る
。15‌ U

.S.C. § 45‌ 

（a

）.

（
78
）　

連
邦
取
引
委
員
会
法
六
条
（「
委
員
会
の
追
加
権
限
」）
は
、「
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
権
限
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。」
と
定
め
、

⒢
項
（「
法
人
の
分
類
、
規
制
」）
で
「
随
時
、〔
本
法
〕
の
規
定
を
実
行
す
る
に
当
た
っ
て
法
人
を
分
類
し
、（
本
章
五
七
ａ
条
⒜
項
二
号

に
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
）
規
則
お
よ
び
規
制
を
制
定
す
る
権
限
を
有
す
る
。」
と
定
め
て
い
る
。15‌ U

.S.C. § 46‌ （g

）.

（
79
）　89‌ Fed. Reg. 3482 （proposed Jan. 19, 2023

） （to be codified at 16‌ C.F.R. pt. 910

）.

（
80
）　

当
初
、
二
〇
二
三
年
三
月
二
〇
日
が
募
集
期
限
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
延
長
さ
れ
た
。FT

C Extends Public Com
m

ent 
Period on Its Proposed Rule to Ban N

oncom
pete Clauses U

ntil A
pril 19‌ （M

ar. 6, 2023

）, https://w
w

w
.ftc.gov/new

s-
events/new

s/press-releases/2023/03/ftc-extends-public-com
m

ent-period-its-proposed-rule-ban-noncom
pete-clauses-
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until-april-19.

（
81
）　89‌ Fed. Reg. 38342, 38343 （M

ay 07, 2024

）.
（
82
）　Id. at 38381-38382.

（
83
）　Id. at 38346.

（
84
）　Id.

（
85
）　Id. at 38381.

（
86
）　

前
掲
注（
50
）参
照
。

（
87
）　89‌ Fed. Reg. 38342, 38466 （M

ay 07, 2024

） （quoting A
lexander J.S. Colvin &

 H
eidi Shierholz, Econ. Policy Inst., 

N
oncom

pete A
greem

ents, R
eport  at 3‌ （D

ec. 10, 2019

））.

（
88
）　Id. at 38343.

（
89
）　Id. at 38465.

（
90
）　Id. 

（quoting Gillian Lester &
 Elizabeth Ryan, C

hoice of L
aw

 and E
m

ployee R
estrictive C

ovenants: A
n 

A
m

erican Perspective,  31‌ C
o

m
p. L

a
b. &

 P
o

l’y J. 389, 396-402 （2010

））.

（
91
）　Id.

（
92
）　Id. at 38453.

（
93
）　Id. at 38456.

（
94
）　16‌ C.F.R. § 910.6.

（
95
）　15‌ U

.S.C. § 1.

（
96
）　89‌ Fed. Reg. 38342, 38463-38464 （M

ay 07, 2024
）.

（
97
）　See supra note 76‌ and accom

panying text.

（
98
）　89‌ Fed. Reg. 38342, 38349 （M

ay 07, 2024

）.

（
99
）　Id. at 38462-38463.

（
100
）　Id. at 38463.
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（
101
）　Id. at 38464.

（
102
）　But see supra note 32‌ and accom

panying text.
（
103
）　89‌ Fed. Reg. 38342, 38464 （M

ay 07, 2024

）.

（
104
）　15‌ U

.S.C. § 45‌ （b

）.

（
105
）　Id. § 45‌ （l

）.

（
106
）　

暫
定
的
差
止
命
令
（prelim

inary injunction

）
に
つ
い
て
は
、
連
邦
取
引
委
員
会
法
一
三
条
⒝
項
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。Id. § 

53‌ （b

）.

（
107
）　89‌ Fed. Reg. 38342, 38349 （M

ay 07, 2024

）.

（
108
）　Schw

ab, supra note 49, at 291.

（
109
）　16‌ C.F.R. § 910.1.

（
110
）　89‌ Fed. Reg. 38342, 38371 （M
ay 07, 2024

）.

（
111
）　29‌ U

.S.C. § 203 （e

）.

（
112
）　89‌ Fed. Reg. 3482, 3511 （proposed Jan. 19, 2023

） （to be codified at 16‌ C.F.R. pt. 910

）.

（
113
）　Id.

（
114
）　

規
則
案
で
は
、
労
働
者
の
定
義
規
定
に
「
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
と
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
と
の
間
の
競
業
禁
止
条
項
は
、
連
邦
反
ト
ラ

ス
ト
法
お
よ
び
そ
の
他
す
べ
て
の
適
用
可
能
な
法
に
従
う
」
と
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
部
分
は
、
最
終
規
則
で
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
関
係
に
お
け
る
競
業
禁
止
条
項
だ
け
が
連
邦
反
ト
ラ
ス
ト
法
な
ど
の
適
用
対
象
の
ま
ま
で
あ
る
と
の
誤
解
を
避
け
る
た
め
、
削
除
さ
れ

た
。89‌ Fed. Reg. 38342, 38371 （M

ay 07, 2024

）.

（
115
）　

本
規
則
に
よ
れ
ば
、「
雇
用
（em

ploym
ent

）」
は
、「
者
（person
）
の
た
め
に
働
く
（w

ork

）
こ
と
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
者
」
の
定
義
は
、「
委
員
会
の
管
轄
権
内
に
あ
る
自
然
人
、
組
合
（partnership

）、
法
人
（corporation

）、
社
団

（association

）
そ
の
他
の
法
的
主
体
を
意
味
し
、
州
法
の
承
認
（color

）
ま
た
は
権
限
（authority

）
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
者
を
含

む
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。16‌ C.F.R. § 910.1.

（
116
）　Id.
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（
117
）　89‌ Fed. Reg. 38342, 38364 （M

ay 07, 2024

）.

（
118
）　

潜
在
的
な
競
争
相
手
に
対
し
て
市
場
か
ら
の
撤
退
を
求
め
て
支
払
い
を
す
る
こ
と
は
、
本
規
則
に
お
け
る
競
業
禁
止
条
項
に
は
該
当

し
な
い
と
し
て
も
、
独
占
禁
止
法
に
違
反
す
る
可
能
性
が
あ
る
。Id.

（
119
）　Id.

（
120
）　Id. at 38366.

な
お
、
日
本
法
で
は
、
こ
の
よ
う
な
条
項
は
労
働
基
準
法
一
六
条
の
問
題
が
生
じ
う
る
。

（
121
）　Id. at 38364.

（
122
）　Id. at 38364-38365.

（
123
）　Id. at 38365.

（
124
）　U

n
ifo

rm R
est

rict
iv

e E
m

plo
y

m
en

t A
greem

en
t A

ct § 9‌ （U
n

if. L
a

w C
o

m
m’n 2021

）.

（
125
）　89‌ Fed. Reg. 38342, 38365 （M

ay 07, 2024

）.

（
126
）　Id. at 38366.

（
127
）　Id.

（
128
）　Id. at 38367.

（
129
）　

規
則
案
で
は
、「
契
約
条
項
」
と
定
義
さ
れ
て
い
た
。89‌ Fed. Reg. 3482, 3535 

（proposed Jan. 19, 2023

） （to be codified 
at 16‌ C.F.R. pt. 910

）.

（
130
）　89‌ Fed. Reg. 38342, 38368 （M

ay 07, 2024
）.

（
131
）　16‌ C.F.R. § 910.2.

（
132
）　See supra note 76‌ and accom

panying text.

（
133
）　A

tl. Refin. Co. v. FT
C, 381 U

.S. 357, 371 

（1965
）; FT

C v. T
exaco, 393 U

.S. 223, 230 

（1968

） （quoted in 89‌ Fed. 
Reg. 38342, 38358 （M

ay 07, 2024

））.

（
134
）　89‌ Fed. Reg. 38342, 38358 （M

ay 07, 2024

）.

（
135
）　Id. at 38372.

（
136
）　Id. at 38374.
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（
137
）　Id.

（
138
）　Id. at 38379.

（
139
）　Id. at 38374.

（
140
）　Id. at 38375.

（
141
）　U

.s. T
rea

sur
y D

ep’t, R
ep., T

h
e S

t
a

t
e O

f L
a

b. M
k

t. C
o

m
pet

it
io

n 

（M
ar. 7, 2022

） （quoted in 89‌ Fed. Reg. 38342, 
38375 （M

ay 07, 2024

））.

（
142
）　

合
意
の
一
部
を
有
効
と
す
る
裁
判
所
の
権
限
を
肯
定
す
る
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
優
越
的
地
位
に
あ
る
当

事
者
が
提
供
し
た
ひ
な
形
に
競
業
避
止
義
務
な
ど
の
契
約
条
件
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
事
実
は
、
競
業
避
止
条
項
を
一
部
の
み
を

無
効
と
し
て
残
部
を
有
効
と
す
る
裁
判
所
の
権
限
の
行
使
を
否
定
す
る
事
情
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。R

est
a

t
em

en
t 

（S
eco

n
d

） O
f 

C
o

n
t

ra
ct

s § 184 cm
t. b （A

m. L
a

w In
st. 1981

）.

（
143
）　Evan P. Starr, J.J. Prescott, &
 N

orm
an D

. Bishara, N
oncom

pete A
greem

ents in the U
S Labor Force, 64‌ J. L. &

 
E

co
n. 53, 72‌ （2021

） （quoted in 89‌ Fed. Reg. 38342, 38376 （M
ay 07, 2024

））.

（
144
）　89‌ Fed. Reg. 38342, 38376 （M

ay 07, 2024

）.

（
145
）　Id. at 38377.

（
146
）　Id. at 38378.

（
147
）　

前
掲
注（
9
）も
参
照
。

（
148
）　89‌ Fed. Reg. 38342, 38380 （M

ay 07, 2024

）.

（
149
）　Id. at 38382.

（
150
）　Id. at 38381-38382.

（
151
）　Id. at 38382.

（
152
）　M

atthew
 S. Johnson, K

urt J. Lavetti, &
 M

ichael Lipsitz, T
he Labor M

arket E
ffects of Legal R

estrictions on 
W

orker M
obility,  N

a
t’l B

ur
ea

u O
f E

co
n. R

sch. 2, 37‌ （2023

） （quoted in 89‌ Fed. Reg. 38342, 38382 （M
ay 07, 2024

））.

（
153
）　Id. at 3‌ （quoted in 89‌ Fed. Reg. 38342, 38382 （M

ay 07, 2024

））.
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（
154
）　89‌ Fed. Reg. 38342, 38387 （M

ay 07, 2024

）.

（
155
）　Id. at 38388.

（
156
）　Id. at 38399.

（
157
）　Id. at 38389.

（
158
）　Id.

（
159
）　Id. at 38398.

（
160
）　Id. at 38402.

（
161
）　Id.

（
162
）　Id. at 38403.

（
163
）　Id. at 38404.

（
164
）　Id. at 38421.

（
165
）　16‌ C.F.R. § 910.2.

（
166
）　89‌ Fed. Reg. 38342, 38372 （M

ay 07, 2024

）.

（
167
）　Id. at 38410.

（
168
）　Id. at 38407.

（
169
）　Id.

（
170
）　Id.

（
171
）　Id. 38405.

（
172
）　

前
掲
注（
11
）も
参
照
。

（
173
）　89‌ Fed. Reg. 38342, 38407 （M

ay 07, 2024

）.

（
174
）　Id. at 38410.

（
175
）　Id.

（
176
）　Id. at 38407-38408.
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（
177
）　Id, at 38408.

（
178
）　Id. at 38406.

（
179
）　Id. at 38405.

（
180
）　Id. at 38406.

（
181
）　Id. at 38411.

（
182
）　Id. at 38412.

（
183
）　Id. at 38413.

（
184
）　16‌ C.F.R. § 910.1.

（
185
）　89‌ Fed. Reg. 38342, 38413 （M

ay 07, 2024

）.

（
186
）　Id. at 38414.

（
187
）　Id.

（
188
）　Id. at 38415.

（
189
）　D

efining and D
elim

iting the Exem
ptions for Executive, A

dm
inistrative, Professional, O

utside Sales, and 
Com

puter Em
ployees, 89‌ Fed. Reg. 32842 （A

pril 26, 2024

） （to be codified at 29‌ C.F.R. pt. 541

）.

こ
れ
に
つ
き
、
独
立
行

政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
の
俸
給
水
準
要
件
を
二
段
階
で
引
き
上
げ
」（
二
〇
二

四
年
五
月
一
五
日
）（https://w

w
w

.jil.go.jp/foreign/jihou/2024/05/usa_01.htm
l,

二
〇
二
四
年
九
月
二
七
日
最
終
閲
覧
）
も
参

照
。

（
190
）　89‌ Fed. Reg. 38342, 38415 （M

ay 07, 2024

）.

（
191
）　Id. at 38416-38417.

（
192
）　Id. at 38415.

（
193
）　Id. at 38418.

（
194
）　Id.

（
195
）　Id. at 38419.
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（
196
）　Id. at 38422.

（
197
）　Id. at 38423.

前
記
一
㈡
1
で
述
べ
た
統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
も
、
競
業
避
止
特
約
に
は
、
こ
の
よ
う
な
投
資
を
促
進
す
る
有

用
性
な
い
し
機
能
が
あ
る
と
述
べ
、
七
条
で
合
理
性
基
準
を
採
用
し
て
い
る
。U

n
ifo

rm R
est

rict
iv

e E
m

plo
y

m
en

t A
greem

en
t 

A
ct, Prefatory N

ote, § 7‌ （U
n

if. L
a

w C
o

m
m’n 2021

）.
（
198
）　89‌ Fed. Reg. 38342, 38424 （M

ay 07, 2024

）.

（
199
）　

前
掲
注（
50
）参
照
。

（
200
）　N

.D
. C

en
t. C

o
d

e § 9-08-06.

（
201
）　O

k
la. S

t
a

t. tit. 15, § 15-219A
.

（
202
）　Id. at 38424-38425.

（
203
）　Id. at 38429.

（
204
）　Id. at 38425.

（
205
）　Id. at 38430.

（
206
）　Id. at 38435-38436.

（
207
）　16‌ C.F.R. § 910.2.

（
208
）　

例
え
ば
、
二
〇
二
三
年
一
月
に
提
案
さ
れ
た
規
則
で
は
、
使
用
者
が
す
べ
て
の
労
働
者
に
対
し
、
競
業
禁
止
条
項
を
維
持
す
る

（m
aintain

）
こ
と
も
不
公
正
な
競
争
方
法
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
た
た
め
、
こ
れ
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
に
、
使
用
者
に
対
し
、
施
行
日

ま
で
に
競
業
禁
止
条
項
を
解
除
す
る
（rescind

）
こ
と
（
お
よ
び
、
取
り
消
し
て
か
ら
四
五
日
以
内
に
通
知
す
る
こ
と
）
を
要
求
し
て

い
た
。89‌ Fed. Reg. 3482, 3535 

（proposed Jan. 19, 2023
） （to be codified at 16‌ C.F.R. pt. 910

）.

し
か
し
、
最
終
規
則
で
、

禁
止
行
為
が
「
強
制
し
、
ま
た
は
強
制
し
よ
う
と
す
る
こ
と
」
に
修
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
解
除
要
件
も
通
知
要
件
に
修
正
さ
れ
た
。

89‌ Fed. Reg. 38342, 38434 

（M
ay 07, 2024

）.

こ
の
修
正
に
よ
り
、
本
規
則
は
当
初
提
案
さ
れ
た
規
則
よ
り
も
簡
素
化
さ
れ
、
労
働

市
場
、
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
け
る
競
争
に
よ
る
利
益
を
可
及
的
速
や
か
に
確
保
す
る
た
め
、
通
知
を
施
行
日
の
四
五
日
ま
で
で
は

な
く
、
施
行
日
ま
で
に
行
う
こ
と
を
義
務
付
け
、
法
令
遵
守
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
使
用
者
の
負
担
を
軽
減
し
た
。Id. at 38435.

（
209
）　89‌ Fed. Reg. 38342, 38436 （M

ay 07, 2024

）.
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（
210
）　Id. at 38347.

（
211
）　16‌ C.F.R. § 910.3 （a

）.
（
212
）　89‌ Fed. Reg. 38342, 38438 （M

ay 07, 2024

）.

（
213
）　Id. at 38438-38439.

（
214
）　16‌ C.F.R. § 910.3 （b

）.

（
215
）　89‌ Fed. Reg. 38342, 38439 （M

ay 07, 2024

）.

（
216
）　Id. at 38434-38435, 38440.

（
217
）　Id. at 38439.

（
218
）　U

.S. C
o

n
st. am

end. I.

（
219
）　89‌ Fed. Reg. 38342, 38441 （M

ay 07, 2024

）.

（
220
）　16‌ C.F.R. § 910.3 （c

）.

（
221
）　Pro. Real Est. Invs., Inc. v. Colum

bia Pictures Indus., Inc., 508 U
.S. 49, 60‌ 

（1993

） （quoted in 89‌ Fed. Reg. 38342, 
38441 （M

ay 07, 2024

））.

（
222
）　89‌ Fed. Reg. 38342, 38441 （M

ay 07, 2024
）.

（
223
）　16‌ C.F.R. § 910.4.

（
224
）　89‌ Fed. Reg. 38342, 38453 （M

ay 07, 2024
）.

（
225
）　

二
〇
二
三
年
一
月
に
提
案
さ
れ
た
規
則
で
は
、「
こ
の
九
一
〇
条
は
、
州
の
制
定
法
、
規
則
、
命
令
ま
た
は
解
釈
が
こ
の
九
一
〇
条

と
矛
盾
す
る
限
り
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
制
定
法
、
規
則
、
命
令
ま
た
は
解
釈
に
優
先
す
る
（supersede

）。
州
の
制
定
法
、
規
則
、

命
令
ま
た
は
解
釈
に
よ
っ
て
労
働
者
に
与
え
ら
れ
る
保
護
が
こ
の
九
一
〇
条
に
基
づ
い
て
与
え
ら
れ
る
保
護
よ
り
も
大
き
い
場
合
、
そ
れ

ら
の
州
の
制
定
法
、
規
則
、
命
令
ま
た
は
解
釈
は
、
こ
の
九
一
〇
条
の
規
定
と
矛
盾
し
な
い
。」
と
定
め
て
お
り
、
本
規
則
と
抵
触
す
る

州
法
に
優
先
し
、
本
規
則
よ
り
も
強
力
な
保
護
を
定
め
た
州
法
に
は
優
先
し
な
い
、
と
い
う
専
占
ル
ー
ル
だ
っ
た
。89‌ Fed. Reg. 

3482, 3535 

（proposed Jan. 19, 2023

） （to be codified at 16‌ C.F.R. pt. 910
）.
こ
れ
に
対
し
て
最
終
規
則
で
は
、
競
業
禁
止
条
項

を
制
限
す
る
州
法
は
、
最
終
規
則
と
抵
触
し
な
け
れ
ば
専
占
（preem

pt

）
さ
れ
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
。89‌ Fed. Reg. 38342, 
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38452 （M

ay 07, 2024

）.

（
226
）　

例
え
ば
、
統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
（
前
記
一
㈡
2
⑴
）
も
、
一
六
条
⒠
項
で
民
事
違
反
（civil violation

）
を
理
由
と
す
る
法

定
損
害
賠
償
と
州
司
法
長
官
等
の
提
訴
権
限
を
定
め
て
い
る
。U

n
ifo

rm R
est

rict
iv

e E
m

plo
y

m
en

t A
greem

en
t A

ct § 16‌ 

（e

） 
（U

n
if. L

a
w C

o
m

m’n 2021

）.
（
227
）　89‌ Fed. Reg. 38342, 38454 

（M
ay 07, 2024

）.

例
と
し
て
、
州
法
が
年
間
十
五
万
ド
ル
未
満
の
収
入
の
労
働
者
に
対
す
る
競
業

禁
止
条
項
の
み
を
禁
止
し
て
い
る
場
合
、
こ
れ
は
本
規
則
の
禁
止
範
囲
よ
り
も
狭
い
が
、
本
規
則
に
直
接
抵
触
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

州
は
、
年
間
十
五
万
ド
ル
未
満
の
収
入
の
労
働
者
に
対
す
る
競
業
禁
止
条
項
に
対
し
て
州
法
を
執
行
で
き
る
と
同
時
に
、
競
業
禁
止
条
項

は
、（
労
働
者
の
収
入
に
関
係
な
く
）
本
規
則
の
下
で
不
公
正
な
競
争
方
法
で
あ
り
、
違
法
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
228
）　Id. at 38454.

（
229
）　Id.

（
230
）　Id. at 38454.

（
231
）　Id. at 38453.

（
232
）　Schw

ab, supra note 49, at 294.

（
233
）　2024 U

.S. D
ist. LEX

IS 129398 （E.D
. Pa. July 23, 2024

）.

（
234
）　F

ed. R. C
iv. P. 65‌

（a

）.

（
235
）　2024 U

.S. D
ist. LEX

IS 129398, at *18-19 （E.D
. Pa. July 23, 2024

）.

（
236
）　Id. at *21-31.

（
237
）　Id. at *31-56.

（
238
）　2024 U

.S. D
ist. LEX

IS 151982 *6 （M
.D

. Fla. A
ug. 15, 2024

）.

（
239
）　

正
確
に
は
、
こ
ち
ら
の
裁
判
所
で
の
暫
定
的
差
止
命
令
の
要
件
は
、
①
本
案
勝
訴
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
②
差
止
命
令
が
発
出
さ
れ

な
け
れ
ば
回
復
不
能
の
損
害
を
被
る
こ
と
、
③
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
損
害
が
、
差
止
命
令
に
よ
り
相
手
方
が
被
る
損
害
を
上
回
る
こ

と
、
④
差
止
命
令
が
公
共
の
利
益
に
反
し
な
い
こ
と
、
で
あ
る
。Id. at *8.

（
240
）　Id. at *10-14.
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（
241
）　Id. at *18-19.

（
242
）　Id. at *19-21.

（
243
）　

行
政
機
関
が
特
別
な
経
済
的
お
よ
び
政
治
的
重
要
性
の
あ
る
規
則
を
発
す
る
権
限
が
あ
る
と
主
張
す
る
場
合
、
主
張
す
る
権
限
に
つ

い
て
明
確
な
議
会
の
承
認
を
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
原
則
を
い
う
。W

. V
a. v. EPA

, 597 U
.S. 697, 721-723 （2022

）.

連
邦
取
引
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
連
邦
取
引
委
員
会
法
六
条
⒢
項
に
基
づ
き
、
不
公
正
な
競
争
方
法
を
定
義
す
る
規
則
を
公
布
し
て

き
た
事
実
な
ど
か
ら
、
こ
の
重
要
問
題
法
理
の
問
題
も
生
じ
な
い
と
説
明
し
て
い
る
。89‌ Fed. Reg. 38342, 38353-38354 

（M
ay 07, 

2024

）.

（
244
）　2024 U

.S. D
ist. LEX

IS 151982 *21-25 （M
.D

. Fla. A
ug. 15, 2024

）.

（
245
）　Id. at *26-27.

（
246
）　2024 U

.S. D
ist. LEX

IS 148488 （N
.D

. T
ex. A

ug. 20, 2024

）.

（
247
）　2024 U

.S. D
ist. LEX

IS 117418 （N
.D

. T
ex. July 3, 2024

）.

（
248
）　2024 U

.S. D
ist. LEX

IS 148488, at *22-33 （N
.D

. T
ex. A

ug. 20, 2024

）.

（
249
）　Id. at *37 （quoting Em
ily’s List v. FEC, 581 F.3d 1, 22‌ n.20 （D

.C. Cir. M
ay 4, 2009

））.

（
250
）　5‌ U

.S.C. § 706

（2‌

）.

（
251
）　2024 U

.S. D
ist. LEX

IS 148488, at *35-36 （N
.D

. T
ex. A

ug. 20, 2024

）.

（
252
）　Id. at *36. 

（quoting W
ages &

 W
hite Lion Invs., L.L.C. v. U

nited States FD
A

, 16‌ F.4th 1130, 1139 

（5th Cir. O
ct. 

26, 2021

））.

（
253
）　Id. at *38.

（
254
）　Id.

（
255
）　

本
規
則
に
関
す
る
複
数
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.ftc.gov/new
s-events/features/noncom

petes

な
ど
（
二
〇
二
四

年
九
月
二
七
日
閲
覧
））
に
「
八
月
二
〇
日
、
地
方
裁
判
所
は
、
連
邦
取
引
委
員
会
に
対
し
、
九
月
四
日
に
本
規
則
を
執
行
す
る
こ
と
を

差
し
止
め
る
命
令
を
発
出
し
た
。
連
邦
取
引
委
員
会
は
、
控
訴
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
の
判
断
は
、
連
邦
取
引
委
員
会
が
個
別
事
案
の
執

行
措
置
を
通
じ
て
競
業
禁
止
条
項
に
対
処
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
も
の
で
は
な
い
。（O

n A
ugust 20, a district court issued an 
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order stopping the FT

C from
 enforcing the rule on Septem

ber 4. T
he FT

C is considering an appeal. T
he decision 

does not prevent the FT
C from

 addressing noncom
petes through case-by-case enforcem

ent actions.

）」
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

（
256
）　

長
谷
河
亜
希
子
「
労
働
法
と
経
済
法
の
協
働
―
米
国
競
争
当
局
の
動
向
を
参
考
に
」
日
本
労
働
法
学
会
誌
一
三
七
号
七
一
頁
（
二
〇

二
四
年
）。

（
257
）　

も
っ
と
も
、
締
結
状
況
だ
け
で
見
る
と
、
内
閣
府
「
政
策
課
題
分
析
シ
リ
ー
ズ
一
七　

日
本
の
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
―
そ
の
規

模
や
特
徴
、
競
業
避
止
義
務
の
状
況
や
影
響
の
分
析
」（
令
和
元
年
七
月
）
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
日
本
に
お
い
て
も
、
競
業
避
止
義
務
の

契
約
に
つ
い
て
「
雇
用
者
」
の
一
三
・
九
％
が
「
あ
る
」、
一
〇
・
五
％
が
「
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」、
三
七
・
八
％
が
「
わ
か
ら
な
い
」

と
回
答
し
、「
正
社
員
」
の
一
八
・
三
％
が
「
あ
る
」、
一
三
・
一
％
が
「
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」、
三
七
・
一
％
が
「
わ
か
ら
な
い
」
と

回
答
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
と
比
較
し
て
そ
れ
ほ
ど
少
数
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
な
お
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
相
当
す
る
役
務
提
供
者
の

四
・
三
か
ら
四
・
六
％
が
「
あ
る
」、
四
・
一
か
ら
四
・
三
％
が
「
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。
一
方
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ

サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
「
人
材
を
通
じ
た
技
術
流
出
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
」（
平
成
二
五
年
三
月
）
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

就
業
規
則
の
秘
密
保
持
義
務
規
定
と
は
別
に
秘
密
保
持
契
約
を
締
結
し
て
い
る
企
業
は
五
五
・
五
％
で
、
競
業
避
止
特
約
を
締
結
し
て
い

る
企
業
は
一
四
・
三
％
だ
っ
た
。
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
「
従
業
員
関
係
の
枠
組
み
と
採
用
・
退
職
に
関
す
る
実
態

調
査
（
Ⅰ
）
―
労
働
契
約
を
め
ぐ
る
実
態
」（
平
成
一
七
年
五
月
）
の
調
査
と
比
較
す
る
と
、
競
業
避
止
特
約
の
活
用
が
拡
大
傾
向
に
あ

る
こ
と
が
窺
え
る
。

（
258
）　See supra note 32‌ and accom

panying text.

（
259
）　

競
業
避
止
特
約
の
有
害
性
と
し
て
、
労
働
者
が
よ
り
生
産
性
の
高
い
機
会
に
移
動
す
る
こ
と
を
制
限
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な

が
る
同
業
種
で
の
新
規
事
業
を
阻
害
し
て
社
会
的
な
生
産
性
に
も
損
害
を
与
え
う
る
、
と
解
し
て
い
る
統
一
雇
用
競
業
避
止
特
約
法
も
、

こ
う
し
た
負
の
外
部
性
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
る
（See also U

n
ifo

rm R
est

rict
iv

e E
m

plo
y

m
en

t A
greem

en
t A

ct Prefatory 
N

ote （U
n

if. L
a

w C
o

m
m’n 2021

）.）
も
の
の
、
合
理
性
基
準
（
七
条
、
八
条
）
は
、
①
正
当
な
利
益
（
営
業
秘
密
や
顧
客
関
係
な
ど
）

が
必
要
で
あ
り
、
②
そ
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
期
間
、
地
域
、
範
囲
に
お
い
て
厳
密
に
限
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い

う
理
解
の
よ
う
で
あ
り
（
前
掲
注（
39
））、
競
争
法
的
な
視
点
は
捨
象
さ
れ
て
い
る
と
も
思
わ
れ
る
。
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（
260
）　

松
本
・
土
田
・
瀬
領
・
前
掲
注（
5
）九
三
、
九
八
頁
。
一
方
、「
労
働
法
上
適
法
で
は
な
い
競
業
を
妨
げ
る
行
為
」（
労
働
者
が
締
結

す
る
競
業
避
止
特
約
の
う
ち
、
公
序
に
違
反
す
る
も
の
、
と
い
う
趣
旨
と
解
さ
れ
る
。）
に
限
り
、
独
占
禁
止
法
が
適
用
さ
れ
る
、
と
い

う
見
解
も
あ
る
（
和
久
井
理
子
「
競
業
・
転
職
・
独
立
開
業
を
妨
げ
る
行
為
と
競
争
政
策
：
競
業
避
止
義
務
を
め
ぐ
る
労
働
法
と
独
禁
法

の
交
錯
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
一
五
七
号
九
頁
（
二
〇
一
九
年
））。

（
261
）　

大
村
敦
志
「
取
引
と
公
序
」『
生
活
民
法
研
究
Ⅰ　

契
約
法
か
ら
消
費
者
法
へ
』
一
八
七
―
一
八
八
頁
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九

九
九
年
）〔
初
出
一
九
九
三
年
〕、
森
田
修
「
市
場
に
お
け
る
公
正
と
公
序
良
俗
」
金
子
晃
ほ
か
監
修
『
企
業
と
フ
ェ
ア
ネ
ス　

公
正
と
競

争
の
原
理
』
七
五
―
七
六
頁
（
信
山
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
参
照
。

（
262
）　

曽
野
裕
夫
「
競
争
秩
序
と
契
約
法
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
八
六
三
号
六
九
―
七
一
頁
（
二
〇
〇
七
年
）。
岐
阜
商
工
信
用
組
合
事
件
・
前
掲
注

（
17
）も
、
独
占
禁
止
法
違
反
の
法
律
行
為
が
直
ち
に
無
効
に
な
る
と
は
解
さ
れ
な
い
こ
と
の
理
由
と
し
て
で
は
あ
る
が
、「
同
法
二
〇
条

は
、
専
門
的
機
関
で
あ
る
公
正
取
引
委
員
会
を
し
て
、
取
引
行
為
に
つ
き
同
法
一
九
条
違
反
の
事
実
の
有
無
及
び
そ
の
違
法
性
の
程
度
を

判
定
し
、
そ
の
違
法
状
態
の
具
体
的
か
つ
妥
当
な
収
拾
、
排
除
を
図
る
に
適
し
た
内
容
の
勧
告
、
差
止
命
令
を
出
す
な
ど
弾
力
的
な
措
置

を
と
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
法
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
263
）　

前
掲
注（
115
）の
通
り
、「
雇
用
」
と
は
、「
者
の
た
め
に
働
く
こ
と
」
を
い
い
、
こ
の
定
義
か
ら
も
、
役
務
提
供
関
係
を
広
く
包
含
す

る
こ
と
が
窺
え
る
。

（
264
）　

前
掲
注（
38
）。

（
265
）　

さ
ら
に
、
前
記
一
㈡
1
で
述
べ
た
第
二
次
契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
一
八
八
条
二
項
も
、「
労
働
者
（em

ployee

）
そ
の
他
の

代
理
人
（agent

）
が
そ
の
使
用
者
（em

ployer

）
そ
の
他
の
本
人
（principal

）」
と
記
述
し
て
お
り
、
雇
用
関
係
に
限
定
せ
ず
、
代

理
な
ど
の
そ
の
他
の
役
務
提
供
関
係
に
も
適
用
さ
れ
る
ル
ー
ル
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

（
266
）　

職
業
選
択
の
自
由
も
、
本
来
的
に
競
争
に
参
入
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
な
い
こ
と
を
も
保
障
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
芦
部
信
喜

（
高
橋
和
之
補
訂
）『
憲
法
〔
第
八
版
〕』
二
四
九
頁
（
岩
波
書
店
、
二
〇
二
三
年
）、
薬
局
開
設
距
離
制
限
違
憲
判
決
（
最
大
判
昭
和
五
〇

年
四
月
三
〇
日
民
集
二
九
巻
四
号
五
七
二
頁
）
参
照
。

（
267
）　

使
用
者
に
よ
る
競
業
制
限
に
労
働
者
た
る
地
位
や
労
働
法
の
特
性
が
関
わ
る
と
す
れ
ば
、
日
本
法
の
下
で
は
、
就
業
規
則
の
規
定
に

よ
る
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
の
設
定
が
問
題
と
な
る
場
面
（
労
働
契
約
法
七
条
本
文
・
一
〇
条
本
文
の
「
労
働
条
件
」
に
当
た
る
か
ど
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う
か
が
問
題
と
な
る
。
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
事
件
・
前
掲
注（
2
）、
モ
リ
ク
ロ
（
競
業
避
止
義
務
・
仮
処
分
）
事
件
・
前
掲
注（
5
）

参
照
）
や
、
退
職
後
の
競
業
行
為
を
理
由
と
す
る
退
職
金
の
不
支
給
が
問
題
と
な
る
場
面
（
す
な
わ
ち
、
厳
密
に
は
競
業
避
止
義
務
の
問

題
で
は
な
く
、
労
働
契
約
上
の
退
職
金
不
支
給
条
項
の
効
力
・
適
用
解
釈
の
問
題
で
あ
る
。
前
掲
注（
4
））
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
法
で
は
、

不
当
労
働
行
為
該
当
性
（
こ
ち
ら
も
競
業
禁
止
条
項
に
限
ら
れ
な
い
が
、
表
面
上
は
中
立
的
な
職
場
規
則
が
全
国
労
働
関
係
法
（
Ｎ
Ｌ
Ｒ

Ａ
）
七
条
の
権
利
行
使
を
萎
縮
さ
せ
る
も
の
か
ど
う
か
）
が
問
題
と
な
る
場
面
（
前
記
一
㈡
2
⑵
）
で
あ
る
。

（
268
）　U

n
ifo

rm R
est

rict
iv

e E
m

plo
y

m
en

t A
greem

en
t A

ct § 5‌ （U
n

if. L
a

w C
o

m
m’n 2021

）.

（
269
）　M

ass. Gen. Law
s ch. 149, § 24L.

（
270
）　V

a. C
o

d
e A

n
n. § 40.1-28.7:8.

（
271
）　

一
方
、「
低
賃
金
被
用
者
（low

-w
age em

ployee

）」
な
ど
の
概
念
に
独
立
契
約
者
を
含
め
て
い
な
い
州
法
と
し
て
、
ロ
ー
ド
ア
イ

ラ
ン
ド
州
（R.i. G

en. L
a

w
s § 28-59-1

）
な
ど
も
あ
る
。

（
272
）　M

in
n. S

t
a

t. § 181.988.

（
273
）　U

n
ifo

rm R
est

rict
iv

e E
m

plo
y

m
en

t A
greem

en
t A

ct § 4‌ C
m

t. 

（U
n

if. L
a

w C
o

m
m’n 2021

） （U
n

if. L
a

w C
o

m
m’n 

2021

）.

（
274
）　Schw

ab, supra note 49, at 288.

（
275
）　

前
掲
注（
30
）の
通
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
も
、
競
業
避
止
特
約
を
全
面
的
に
規
制
す
る
法
案
が
州
議
会
で
可
決
さ
れ
た
も
の
の
、

こ
れ
に
対
し
て
州
知
事
の
拒
否
権
が
行
使
さ
れ
て
い
る
。

（
276
）　See Props. of the V

ills., Inc. v. FT
C, 2024 U

.S. D
ist. LEX

IS 151982 *20 （M
.D

. Fla. A
ug. 15, 2024

）.

（
277
）　O

rly Lobel, W
hy W

e N
eed A

 N
ational A

bsolute N
oncom

pete Ban: R
estrictive Covenants From

 Innovation, 
A

ntidiscrim
ination &

 Com
petition Policy Perspectives,  34‌ U

. F
la. J.l. &

 P
u

b. P
o

l’y 269, 277 （2024

）.

（
278
）　Schw

ab, supra note 49, at 291.


